


第１７２回鳥取県医師会（臨時）代議員会議事録

１．開 催 の 期 日
平成１８年７月１日（土）

午後２時５０分～午後３時４０分

２．開 催 の 場 所
米子全日空ホテル 米子市久米町

３．代議員の総数
４６名

４．出席代議員数
４１名

５．出席の役員等
岡本会長、野島・富長両副会長

宮�・渡辺・天野・神鳥各常任理事

吉中・吉田・明穂・重政・笠木・米川各理事、

井庭・清水両監事

６．議 決 事 項
以下の５議案についていずれも原案通り可

決承認した。

第１号議案 平成１７年度鳥取県医師会収入支

出決算承認について

第２号議案 平成１７年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認について

第３号議案 平成１７年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第４号議案 平成１７年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第５号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

７．顧 問 委 嘱
笠木慶治先生（元会長）

入江宏一先生（元会長）

長田昭夫先生（前会長）

８．会 議 の 状 況
〈宮�常任理事〉

失礼致します。私、庶務担当常任理事の宮

�でございます。

本日の代議員会は、代議員の改選後初めて

の代議員会でございますので、議長及び副議

長が決まっておりません。定款施行細則第３１

条第２項の規定によりますと、代議員の中か

ら年長者の方を仮議長に選任することとなっ

ております。その規定に従いまして、年長者

の中から３９番・岡�幸男代議員に仮議長をお

願いしたいと思いますが、いかがでございま

しょうか。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございます。それでは、岡�先

生、議長席へご登壇願います。

〈岡�仮議長〉

失礼します。岡�でございます。年長者の

故をもって仮議長ということでございますの

で、しばらくの間、仮議長を務めさせていた

だきます。皆様方のご協力をよろしくお願い

したいと思います。

ただいまから第１７２回鳥取県医師会臨時代

議員会を開会致します。

それでは、事務局より資格確認をお願い致

します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を申し上げます。代議員

総数は、会員数の増加に伴いまして、本年４

月から３名増員となりまして４６名でございま

す。これに対しまして、本日、受付されまし

た代議員の先生は４１名でございますので、過

半数の出席でございます。以上、ご報告致し

ます。

〈岡�仮議長〉

ありがとうございました。ご報告のとおり、

過半数のご出席でございますので、本会議は

成立致します。

次に議事録署名人の選出でございますが、

議長にご一任願えますでしょうか。

［「異議なし」］

それでは、２番・谷口玲子代議員、２１番・

引田 亨代議員のお二方にお願い致します。

続きまして、議長及び副議長の選挙を行い

ます。定款施行細則第３１条の規定によります

と、代議員会の議長及び副議長は、代議員の

選挙後、最初に開かれる代議員会において代

議員の互選によることとなっております。

ただいままでに文書等をもちまして立候補

を表明された代議員の方はございません。こ

こで、立候補される方はございませんか。

〈２６番：魚谷代議員〉

２６番、西部の魚谷ですが、私が議長に立候

補致します。
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〈岡�仮議長〉

ただいま２６番、魚谷 純代議員から立候補

の表明がございました。その他に立候補を表

明される方はございませんか。

ないようでございますので、魚谷 純代議

員を議長当選人と決定することにご異議ござ

いませんか。

［「異議なし」「拍手」］

ご異議がないものと認めまして、魚谷 純

代議員を議長当選人と決定致します。

議長が決まりましたので、以上をもちまし

て、仮議長の任務を終わることと致します。

ご協力大変ありがとうございました。感謝申

し上げます。

それでは、魚谷 純代議員、議長席へ来て

いただき、ご挨拶をお願い致します。

［「岡�仮議長退席」］

〈魚谷議長〉

失礼します。仮議長の岡�先生、誠にあり

がとうございました。

ただいま、代議員会の議長に選任されまし

た西部医師会の魚谷でございます。責任の重

大さをひしひしと感じております。慣例によ

りますと、代議員会の議長というのは、東・

中・西部の各地区医師会長が務められて選任

されているようでございます。たまたま私は、

東部および中部の会長さんよりも一期ほど早

く西部の会長を務めておりまして、そのよう

な経緯から立候補せざるを得なかったかなと

思っております。元より浅学菲才の身でござ

いまして、前議長の米本先生に比べますとと

てもあのように上手な会議の運営は出来ない

かと思いますけれども、微力ながら精一杯に

この代議員会の活性化とスムースな議事進行

のために努力いたす所存でございますので、

どうか代議員の先生方のご支援、ご協力の程、

よろしくお願い申し上げます。どうもありが

とうございました。

それでは、引き続きまして、副議長の選挙

に移ります。

ただいままでに文書等をもって副議長の立

候補届けは出ておりません。どなたか副議長

に立候補される方はございませんでしょうか。

〈１９番：池田代議員〉

１９番、中部の池田です。私が副議長に立候

補致します。

〈魚谷議長〉

ただいま１９番、池田代議員から立候補の表

明がございました。他に立候補をされる方は

いらっしゃいませんでしょうか。

ございませんようでしたら、池田代議員の

副議長就任にご賛成の方は拍手をもってご承

認をお願い致します。

［「異議なし」「拍手」］

ありがとうございました。池田代議員を副

議長当選人と決定致します。

それでは、池田副議長、ひとこと、ご挨拶

をお願い致します。

〈池田副議長〉

中部医師会の池田です。ただいま代議員会

におきまして副議長に当選させていただきま

した。本当にありがとうございました。何分

にも初めての経験でもありますし、魚谷議長

の補佐としまして十分その責務を発揮したい

と思いますので、代議員の諸先生方のご協力

をよろしくお願い致します。ありがとうござ

いました。失礼します。

〈魚谷議長〉

どうもありがとうございました。

それでは、日程に従いまして、「会長挨拶」

をよろしくお願い致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は第１７２回

臨時代議員会を開催致しましたところ、大変

お忙しいなか、また足下の悪いなか、先生方

ご出席いただきまして誠にありがとうござい

ます。

本日の代議員会の主な議事は、先程の代議

員会の議長および副議長の決定と平成１７年度

収支決算と平成１８年度会費減免申請の承認で

す。どうか慎重審議をお願いしたいと思いま

す。

さて、平成１８年度の事業計画につきまして

は、前執行部で作成されまして昨年度末の代

議員会で承認いただき、既にスタートしてお

りますが、ここで少し時間をいただいて所信

の一端を述べさせていただきたいと思います。

まず、始めにいろいろな方面から、この４

月の日本医師会の会長選挙はどういう状態

だったのかということを述べるべきだという

ご意見をいただいておりますので、少しお話

ししようと思います。
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一昨年８月に今や悪名高いオリックスの宮

内会長が議長をしております「規制改革、民

間開放推進会議」は、民主導の経済社会を構

築するという口実で、「混合診療の解禁」「株

式会社の参入」を提言致しました。これを受

けて小泉総理大臣は例のとおりの調子で年内

取りまとめの方針を出しました。そこで当時

の植松日本医師会会長は、これはとても受け

られるべきものではないことから「国民医療

推進協議会」を設立して、地域で集会を開催

したり、皆さんにお願いして署名約６００万人

分を集めて衆参両院議長宛に与党議員の８割

の推薦をいただいて請願致しました。これが

功を奏しまして見事に勝利したわけです。

それで、その年は良かったのですが、昨年

９月に小泉内閣が勝ち過ぎた選挙がございま

して、この度６月１４日に衆参両院を通りまし

た「医療制度改革関連法案」のたたき台が、

昨年１０月１９日、厚労省から出ました。これも

とても受けられるようなものではないため、

植松会長は一年前と同じ手法でもって「国民

医療推進協議会」を中央で開催し、署名活動

に走って約１，７００万人の署名を集めました。

ところが推薦議員はなしで、それほど強大な

小泉内閣に対抗するものはいなかったという

ことです。

それともうひとつは、国会が終了する頃に

集まったため、両方がダブルパンチと申しま

すか、何もすることが出来ず、宝の持ちぐさ

れという状態になってしまいました。そして

ひとつの反対運動ですから、それを受けて、

この４月の今まで一番減額された診療報酬改

定が行われました。それに対して当時の執行

部は何も抵抗せずに「我々が頑張ったからこ

れくらいですんだのだ」というような表現を

なさいました。

これに対して、当時の東京都医師会長であ

ります唐澤先生が、いつも常に我々国民、医

師会員の皆が医政の姿勢および方針を話し合

えるパイプをきちんと持つべきで、即ち与党

とのパイプを持って行動しようということか

ら立ち上がられました。ただ、大阪も決して

何もしていなかったのではなく、是々非々で

いこうということでした。一方はパイプを持

ちましょうということでこの二つの違いがご

ざいます。私も以前は是々非々という言葉が

好きだったものですから、そちらの方が良い

のではないかと思っておりました。ところが

今の政治は難しく、大きなパイプを持ったり、

いろいろなことで親しくしているかどうかが

今の流れのようでございます。そこで選挙戦

に入りました。当時の武見先生と西島先生の

両参議院議員は、１１月の段階で日医会長から

郵政民営化法案に反対するようにと指示が

あったとか、なかったとかいろいろな憶測が

飛びましたが、それは私も正確には把握して

おりません。ただ、唐澤先生がおっしゃった

いわゆる与党とのパイプということで、それ

は大いにやっていこうではないかという両参

議院議員の意見もありまして、それを交えて

の激烈なる選挙戦が展開され、世間から顰蹙

を買うようなこともありました。

その当時、中四国医師会の方向性は、香川

県医師会が当番県で大阪方の一本化に向けて

熱心な県が多かったですが、それに対して鳥

取県は自由投票が妥当ではないかとゆっくり

構えており、中四国として一本化は出来ない

という状況でした。

３月３１日時点での票読みでは、おそらく大

阪が勝つであろうということでした。４月１

日が選挙のため、３月３１日に鳥取県の代議員

は魚谷議長と私ですので２人で話をして、ど

ちらになったかは申しませんが、一本化しま

して選挙に臨みました。選挙の結果は、皆さ

んご存知のとおり、１９８票対１５２票の大差で唐

澤会長の勝利に終わりました。ただ、かなり

激烈な選挙戦だったので、しこりは確実に

残っております。来年の選挙等、いろいろな

事にかなりの影響があるのではないかと危惧

しております。

医師会の本来の目的は、会員の診療計画を

支援してその方策を遂行するものでございま

す。医療は本来患者と医師間の契約で、相互

の信頼のうえに成り立つものだと思います。

ところがその間に最近では政府が介入し、官

僚が強力な権力を持つようになって、どうか

すると彼らの言うなりの医療が押しつけられ

ているという状況ではないかと思います。

医療に限らず、最近の社会保障制度全体に

大きな歪みが出ております。例えば、医療制

度改革の決定プロセスに医療の安全を一番大

事にしている医師会員の言葉は何も聞いてな
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く、そして安全な医療を受けられる環境整備

を望む国民の要望も考慮されていません。誰

のための医療かということが、大手を振って

なされているのが現状でないかと思います。

これに対して充分配慮した医療政策のビ

ジョンを練り上げるためには、医療現場の先

頭に立つ４つの地区医師会員の皆様、そして

その代表であり、本日ご参集いただきました

代議員の先生方の幅広いご意見を正確に把握

させていただき、これからの会務に充分役立

てて良い医療を目指し、がんばって参ります。

ご支援、ご協力をお願い致します。

少し、長くなりましたが、私のご挨拶にさ

せていただきます。どうもありがとうござい

ました。

〈魚谷議長〉

どうもありがとうございました。ただいま

の会長挨拶につきまして、どなたかご発言を

求められる方はございませんでしょうか。

ないようですので、日程に続きまして、

「議事」に移ります。

第１号議案『平成１７年度鳥取県医師会収入

支出決算承認について』を上程致します。執

行部のご説明をお願いします。明穂理事。

〈明穂理事〉

会計を務めさせていただきます明穂でござ

います。どうかよろしくお願い致します。ご

説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ここで監事から

監査報告をお願い致します。井庭監事、よろ

しくお願い致します。

〈井庭監事〉

監事の井庭でございます。去る６月２２日、

清水監事と共に県医師会館におきまして、会

計監査を行いましたので、その結果をご報告

致します。

平成１７年度一般会計収支決算書につきまし

て、関係諸帳簿並びに証憑書類等を照合し、

慎重に監査致しました結果、適正であること

を認めましたので、結果をここにご報告致し

ます。以上でございます。

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ここで、決算に

関する質問の他、会務全般にわたっての質疑

を行います。昨日までにあらかじめ文書等に

よる質問は届いておりませんので、この場で

ご発言を求められる方は、どなたか挙手のう

え、ご発言をお願い致します。

ご質問、ご意見等はございませんでしょう

か。

それでは、ないようでございますので、議

案に対する採決を行います。

第１号議案を原案通り承認・可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

１号議案は原案通り承認・可決されました。

続きまして、第２号議案『平成１７年度鳥取

県医師会共済会収支決算承認について』、第

３号議案『平成１７年度鳥取県医師会会館修繕

積立金会計収支決算承認について』、第４号

議案『平成１７年度鳥取県医師会生命保険取扱

特別会計収支決算承認について』の以上３議

案を一括上程致します。執行部のご説明をお

願い致します。明穂理事。

〈明穂理事〉

これより特別会計の３議案につきましてご

説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ここで、第２号

議案から第４号議案までの３議案の決算につ

いて、井庭監事から監査報告をお願い致しま

す。

〈井庭監事〉

先程の一般会計と合わせて、特別会計分を

去る６月２２日、清水監事と共に県医師会館に

おきまして会計監査を行いましたので、ご報

告を申し上げます。

平成１７年度特別会計収支決算書並びに財産

目録について、関係諸帳簿並びに証憑書類等

を照合し、慎重に監査を致しました結果、適

正であることを認めましたのでご報告致しま

す。以上でございます。

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。それでは、ただ

いまご説明のありました、第２号議案から第

４号議案の３議案に対しまして、どなたかご

質問、ご意見がございませんか。

ないようでございますので、議案に対する
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採決を行います。

第２号議案から第４号議案までの３議案を

原案通り承認・可決することに賛成の方の挙

手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

２号議案から第４号議案までの３議案は原案

通り承認・可決されました。

続きまして、第５号議案『平成１８年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について』を上程

致します。執行部のご説明をお願い致します。

明穂理事。

〈明穂理事〉

ご説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまのご説

明につきまして、何かご質問等はございませ

んか。

〈岡本会長〉

会費減免申請の取り扱い基準について、追

加補足を担当理事から説明させます。

〈神鳥常任理事〉

失礼します。皆様のお手元に「会費減免申

請の取り扱い基準―その他特別の事由の場合

―」を配付しておりますが、昨年４月と６月

に地区の先生方にもお集まりいただき、会費

のあり方に関する検討委員会を開催しました。

その席上、平成１８年度から会費の徴収は定額

制にしようということになり、内容について

の取り決めは理事会でやってくださいという

ことでした。

その後、私の方で手違いもございまして、

なかなか取り決めもきちんといかなかったと

いう事情もございまして、今年の５月１１日に

岡本会長より、「会費減免申請の取り扱い基

準について」諮問がございました。そこで理

事のメンバーの中から５名選び、２回程会議

を開催して取り扱い基準を最終的に詰めまし

た。それをご説明しようと思います。なお、

この取り扱い基準を作成するにあたって当会

の岸本顧問税理士のご意見も伺いました。

まず、皆さんのお手元の書類ですが、「１．

会費減免申請」はご存知のように今、明穂理

事が追加分をご説明しました。傷病、不慮の

災害とそれ以外にその他特別の事由というの

がございます。必要な事項は会長が理事会の

議を経て定めるということになっております。

このことについての諮問でございました。

「２．会費の基本的な考え方」ですが、こ

れからは点数いわゆる個人情報をあげること

はやめようではないかということが基本にな

りました。例外も極力避けるべきであろうと

いうことでございます。

「３．減免を検討する場合」では、『医業収

入を含む総収入又は所得金額が著しく少ない

A１会員から会費減免申請が出された場合に

は、「真に会費の支払いが困難かどうか」を

判断する。』ということで、その時に個人に

おいては「確定申告書の写し」又は「課税所

得証明書」を、法人にあっては個人分添付資

料に加えて「法人の決算書」を提出していた

だくということになりました。

「４．減額の具体的取り扱い基準」ですが、

線引きのラインは所得が５００万円ということ

でございます。これは１０月から施行されます

が、７０歳以上の高齢者が医療費を負担する場

合、現役並みの所得という判断がございまし

て、５２０万円というラインになりそうです。

ですから、そのあたりで決めさせていただこ

うということになりました。これについては

いろいろご異論もあろうかと思うのですが、

この５月に開催されました中四国医師会連合

総会で９県それぞれが会費についての意見を

述べたのですが、７県が定額制にするという

ことでございました。内容を見てみますと、

例えば収入が少ないからということで会費減

免を受けるという県は２県ございましたが、

基本的には我々と同じスタンスをとっており

ました。それから先程申し上げました顧問税

理士の先生は、やはり例外は認めるべきでは

ない。５００万円というラインもちょっとあま

いのではないかという意見をいただきました。

それからもうひとつですが、平成２０年から

新しい公益法人制度に移行致します。当然

我々の医師会も公益法人の申請をしなければ

いけないのですが、公益社団法人となるため

には５０％の事業費を使わなければいけないと

いうことになっております。先程の会計報告

でみましたように３９％程ですから、やはりこ

れから事業をある程度遂行するにあたっては、

会費収入は非常に大事ですので、ご理解いた
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だきたいということでございます。以上でご

ざいます。

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまのご説

明について、何かご質問はございませんか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。第５号議案を原案通り承認・可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第５号

議案は原案通り承認・可決されました。

それでは、続きまして、「顧問委嘱」に移

ります。執行部のご提案をお願い致します。

〈岡本会長〉

定款第１８条によりますと、「顧問は代議員

会の議決を経て、会長が委嘱する」と規定さ

れております。そう致しますと、元会長の笠

木慶治先生、同じく元会長の入江宏一先生、

それから前会長の長田昭夫先生を顧問として

ご委嘱申し上げたいと思います。

以上、ご提案致しますので、よろしくご審

議をお願い致します。

なお、平成１８年度の会員録を作成するにあ

たり、おそらく変わりなく顧問は引き受けて

いただけるものと考えまして、名前を入れさ

せていただいております。先走ったことをし

て申し訳ありませんでした。よろしくお願い

致します。

〈魚谷議長〉

ただいまのご提案につきまして、何かご意

見はございませんか。

［「異議なし」］

ないようでございますので、ご提案どおり、

笠木慶治先生、入江宏一先生、長田昭夫先生

を顧問としてご委嘱申し上げるということに

決定致します。

〈魚谷議長〉

以上をもちまして、本日の議事はすべて終

了致しました。閉会にあたりまして、岡本会

長からご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

本日は、平成１７年度の決算等５議案につき

まして、すべて原案通りご承認いただきまし

て誠にありがとうございました。

今後とも経費節減に努めて医療改革等の諸

問題に対しましては、役員一同一丸となって

これに対処していく所存でございますので、

代議員の先生方におかれましても、これまで

以上のご支援、ご協力をお願い致しまして私

の御礼の言葉と致します。本日はありがとう

ございました。

［拍手］

〈魚谷議長〉

どうもありがとうございました。

以上をもちまして、第１７２回鳥取県医師会

臨時代議員会を閉会致します。本日は、長時

間にわたりどうもありがとうございました。

［拍手］

［午後３時４０分閉会］

第１７２回鳥取県医師会臨時代議員会

［議 長］ 魚 谷 純 印

［署名人］ 谷 口 玲 子 印

［署名人］ 引 田 亨 印
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第１７２回鳥取県医師会（臨時）代議員会名簿

平成１８年７月１日

番 号 地 区 氏 名 番 号 地 区 氏 名

１ 東 部 板 倉 和 資 ２４ 中 部 新 田 辰 雄

２ 〃 谷 口 玲 子 ２５ 〃 青 木 哲 哉

３ 〃 西 土 井 英 昭 ２６ 西 部 魚 谷 純

４ 〃 秋 藤 洋 一 ２７ 〃 飛 田 義 信

５ 〃 乾 俊 彦 ２８ 〃 作 野 嘉 信

６ 〃 大 津 千 晴 ２９ 〃 高 見 徹

７ 〃 尾 � 眞 人 ３０ 〃 中 曽 庸 博

８ 〃 加 藤 大 司 ３１ 〃 野 坂 美 仁

９ 〃 小 濱 美 昭 ３２ 〃 山 内 教 宏

１０ 〃 小 林 恭 一 郎 ３３ 〃 遠 藤 秀 之

１１ 〃 杉 本 勇 二 ３４ 〃 宝 意 規 嗣

１２ 〃 中 島 公 和 ３５ 〃 栗 原 達 郎

１３ 〃 深 澤 哲 ３６ 〃 辻 田 哲 朗

１４ 〃 福 永 康 作 ３７ 〃 小 林 哲

１５ 〃 松 浦 喜 房 ３８ 〃 細 田 明 秀

１６ 〃 三 宅 茂 樹 ３９ 〃 岡 � 幸 男

１７ 〃 森 英 俊 ４０ 〃 岡 空 輝 夫

１８ 〃 山 下 裕 ４１ 〃 稲 賀 潔

１９ 中 部 池 田 宣 之 ４２ 大 学 井 藤 久 雄

２０ 〃 松 田 隆 ４３ 〃 大 浜 栄 作

２１ 〃 引 田 亨 ４４ 〃 大 野 耕 策

２２ 〃 石 田 浩 司 ４５ 〃 中 島 健 二

２３ 〃 安 梅 正 則 ４６ 〃 渡 邊 高 志
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第１７２回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

と き 平成１８年７月１日（土） 午後２時５０分

ところ 米子全日空ホテル 米子市久米町

１．開 会
２．仮 議 長 選 出
３．資 格 確 認
４．議事録署名人選出
５．選 挙
� 議 長 � 副議長

６．会 長 挨 拶
７．議 事
第１号議案 平成１７年度鳥取県医師会収入支

出決算承認について

第２号議案 平成１７年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認について

第３号議案 平成１７年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第４号議案 平成１７年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第５号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

８．顧 問 委 嘱
９．閉 会
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，８
９２

９０
０
，８
９２

次
期
繰
越
収
支
差
額（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
２６
，３
５０
，９
１０

２６
，３
５０
，９
１０
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平
成
１７
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
書

【
収
入
の
部
】

（
単
位
：
円
）

大
・

中
・

小
当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
会

費
８３
，６
２８
，０
００

０
８３
，６
２８
，０
００

８３
，７
５９
，９
４０

１３
１
，９
４０

１
．
会
費
収
入
（
４５
．７
２
％
）

７８
，６
２８
，０
００

０
７８
，６
２８
，０
００

７８
，２
５９
，９
４０

－
３６
８
，０
６０

１
．
会

費
収

入
７６
，３
０３
，０
００

０
７６
，３
０３
，０
００

７５
，８
４３
，３
４０

－
４５
９
，６
６０

�
等
割
会
費
収
入

２４
，３
０３
，０
００

０
２４
，３
０３
， ０
００

２４
，２
８６
，５
００

－
１６
，５
００

�
所
得
割
会
費
収
入

５２
，０
００
，０
００

０
５２
，０
００
，０
００

５１
，５
５６
，８
４０

－
４４
３
，１
６０

２
．
特
別
会
費
収
入

２
，３
２５
，０
００

０
２
，３
２５
，０
００

２
，４
１６
，６
００

９１
，６
００

�
医
事
紛
争
処
理

委
員
会
会
費

８１
１
，０
００

０
８１
１
，０
００

８０
４
，６
００

－
６
，４
００

東
部
２９
１
，６
００
円
、
中
部
１５
１
，２
００
円
、
西
部
３６
１
，８
００
円

�
学
校
医
部
会
会
費

６５
４
，０
００

０
６５
４
，０
００

６９
０
，０
００

３６
，０
００

東
部
２７
６
，０
００
円
、
中
部
１２
６
，０
００
円
、
西
部
２７
９
，０
００
円
、

大
学
９
，０
００
円

�
産
業
医
部
会
会
費

８６
０
，０
００

０
８６
０
，０
００

９２
２
，０
００

６２
，０
００

東
部
３６
８
，０
００
円
、
中
部
１４
６
，０
００
円
、
西
部
３７
２
，０
００
円
、

大
学
３６
，０
００
円

２
．
入
会
金
収
入
（
３
．２
１
％
）

５
，０
００
，０
００

０
５
，０
００
，０
００

５
，５
００
，０
００

５０
０
，０
００

１
．
入
会

金
収

入
５
，０
００
，０
００

０
５
，０
００
，０
００

５
，５
００
，０
００

５０
０
，０
００
１１
名

２
．
負

担
金

２
，４
２１
，０
００

０
２
，４
２１
，０
００

２
，４
２１
，６
００

６０
０

１
．
負
担
金
収
入
（
１
．４
１
％
）

２
，４
２１
，０
００

０
２
，４
２１
，０
００

２
，４
２１
，６
００

６０
０

１
．
社
会
保
険
通
信
負
担
金

５６
１
，０
００

０
５６
１
，０
００

５６
１
，６
００

６０
０

２
．
会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

０
１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０
医
師
国
保
組
合
１
，２
６０
，０
００
円
、
北
陽
サ
ー
ビ
ス
６０
０
，０
００
円

３
．
補

助
金

１４
，４
７４
，０
００

３
，６
１８
，０
００

１８
，０
９２
，０
００

１７
，７
８０
，８
６１

－
３１
１
，１
３９

１
．
補
助
金
等
収
入（
１０
．３
８
％
）

１４
，４
７４
，０
００

３
，６
１８
，０
００

１８
，０
９２
，０
００

１７
，７
８０
，８
６１

－
３１
１
，１
３９
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大
・

中
・

小
当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
日
医

補
助

金
５
，５
９９
，０
００

２
，４
０６
，０
００

８
，０
０５
，０
００

８
，０
５７
，３
７５

５２
，３
７５

都
道
府
県
医
師
会
助
成
費

２
，７
１８
，０
００
円

生
涯
教
育
助
成
費

１
，１
７９
，７
５０
円

勤
務
医
活
動
助
成
費

５０
０
，０
００
円

年
金
普
及
推
進
運
動
助
成
費

７７
，０
００
円

医
師
会
立
准
看
護
婦
養
成
所
助
成
金

３０
０
，０
００
円

医
賠
責
特
約
保
険
制
度
運
営
経
費

４７
６
，２
５０
円

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
国
民
運
動
活
動
費
の
助
成
金

５０
０
，０
００
円

地
方
紙
に
お
け
る
意
見
広
告
掲
載
料
助
成
金
６０
６
，３
７５
円

禁
煙
活
動
の
推
進
に
向
け
た
地
域
集
会
開
催
補
助
金

２０
０
，０
００
円

セ
ミ
ナ
ー
「
脳
・
心
血
管
疾
患
講
座
」
開
催
補
助
金

４０
０
，０
００
円

指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
補
助
金
３０
０
，０
００
円

糖
尿
病
対
策
地
域
支
援
費

５０
０
，０
００
円

予
防
接
種
対
策
地
域
支
援
費

３０
０
，０
００
円

２
．
県
委
託
金
・
補
助
金

７
，１
７６
，０
００

１
，２
１２
，０
００

８
，３
８８
，０
００

７
，８
３６
，４
８６

－
５５
１
，５
１４

特
別
医
療
協
力
費

５
，０
００
，０
００
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
委
託
金

６９
８
，０
６２
円

在
宅
医
療
推
進
実
地
研
修
費

９２
６
，０
００
円

高
度
救
命
処
置
研
修
開
催
事
業
委
託
金

１
，２
１２
，４
２４
円

３
．
産
業
医
研
修
委
託
金

１
，６
９９
，０
００

０
１
，６
９９
，０
００

１
，８
８７
，０
００

１８
８
，０
００

産
業
医
研
修
委
託
金

１
，５
８７
，０
００
円

産
業
医
研
修
連
絡
協
議
会

３０
０
，０
００
円

４
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金
（
０
％
）

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

５
．
雑

収
入

１０
，１
７７
，０
００

０
１０
，１
７７
，０
００

１１
，２
９５
，８
３５

１
，１
１８
，８
３５

１
．
雑

収
入
（
６
．６
％
）

１０
，１
７７
，０
００

０
１０
，１
７７
，０
００

１１
，２
９５
，８
３５

１
，１
１８
，８
３ ５

１
．
受

取
利

息
３０
，０
００

０
３０
，０
００

９０
，１
１５

６０
，１
１５

普
通
預
金
利
息
７０
３
円

積
立
金
利
息
８９
，４
１２
円
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大
・

中
・

小
当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
雑

収
入

７
，７
６７
，０
００

０
７
，７
６７
，０
００

８
，５
９９
，５
２０

８３
２
，５
２０

医
師
賠
償
保
険
人
件
費
負
担
金

１
，９
６４
，４
００
円

健
対
協
人
件
費
負
担
金

４
，１
２９
，１
１９
円

健
対
協
会
報
印
刷
代
負
担
金

４５
０
，０
００
円

健
対
協
電
話
・
コ
ピ
ー
代
負
担
金

５１
２
，５
６１
円

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
協
力
費

６９
０
，０
００
円

会
員
名
簿
、
会
報
代

１０
２
，０
００
円

医
学
雑
誌
別
刷
他
個
人
負
担
分

３１
６
，４
００
円

産
業
医
研
修
会
県
外
受
講
者
受
講
料

１５
６
，０
００
円

そ
の
他

２７
９
，０
４０
円

３
．
広
告
・
手
数
料
他
収
入

２
，３
８０
，０
００

０
２
，３
８０
，０
００

２
，６
０６
，２
００

２２
６
，２
００

会
場
使
用
料

１３
５
，０
００
円

母
体
保
護
法
指
定
医
指
定
手
数
料

２０
，０
００
円

会
報
・
医
学
雑
誌
・
会
員
名
簿
広
告
料

１
，８
９６
，２
００
円

日
医
認
定
産
業
医
・
ス
ポ
ー
ツ
医
申
請
手
数
料
５５
５
，０
００
円

６
．
繰

入
金

２０
，０
００
，０
００

０
２０
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

０

１
．
繰

入
金
（
１１
．７
％
）

２０
，０
００
，０
００

０
２０
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

０

１
．
生
命
保
険
事
務
費
繰
入

２０
，０
００
，０
００

０
２０
，０
００
，０
００

２０
，０
００
，０
００

０

７
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

４０
，０
００

１
，５
２０
，０
００

１
，５
６０
，０
００

１
，５
３０
，０
００

－
３０
，０
００

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入（
０
．８
９
％
）

４０
，０
００

１
，５
２０
，０
００

１
，５
６０
，０
００

１
，５
３０
，０
００

－
３０
，０
００

１
．
緊
急
事
業
積
立
金

取
崩

収
入

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

２
．
役
員
退
職
慰
労
金

積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

１
，５
２０
，０
００

１
，５
３０
，０
００

１
，５
３０
，０
００

０

３
．
職
員
退
職
積
立
金

取
崩

収
入

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

４
．
医
事
紛
争
処
理

積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

当
期
収
入
合
計
（
Ａ
）
１３
０
，７
５０
，０
００

５
，１
３８
，０
００

１３
５
，８
８８
，０
００

１３
６
，７
８８
，２
３６

９０
０
，２
３６

前
期
繰
越
収
支
差
額（
２０
．０
９
％
）

３０
，０
００
，０
００

４
，３
８１
，０
００

３４
，３
８１
，０
００

３４
，３
８１
，６
５６

６５
６

収
入

合
計
（
Ｂ
）
１６
０
，７
５０
，０
００

９
，５
１９
，０
００

１７
０
，２
６９
，０
００

１７
１
，１
６９
，８
９２

９ ０
０
，８
９２
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【
支
出
の
部
】

（
単
位
：
円
）

大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
事
業
費
（
３８
．８
３
％
）
６１
，６
１３
，０
００

５
，３
７８
，０
００

０
６６
，９
９１
，０
００

５６
，２
２４
，０
２５
－
１０
，７
６６
，９
７５

１
．
医
学
向
上
費

（
６
．０
３
％
）
１０
，１
４０
，０
００

５５
７
，０
００

０
１０
，６
９７
，０
００

８
，７
２７
，１
７４

－
１
，９
６９
，８
２６

１
．
医
学
会
費

４
，１
５０
，０
００

５５
７
，０
００

０
４
，７
０７
，０
００

４
，０
５８
，０
２９

－
６４
８
，９
７１

医
学
会
費

１
，０
８８
，７
１３
円

生
涯
教
育
講
座
地
区
委
託
金

１
，０
００
，０
００
円

生
涯
教
育
費

１６
８
，７
９８
円

鳥
取
医
学
賞

６２
，０
７５
円

セ
ミ
ナ
ー「
脳
・
心
血
管
疾
患
講
座
」開
催
経
費
７７
０
円

指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
経
費
１
，１
８０
，１
４３
円

糖
尿
病
対
策
地
区
医
師
会
助
成
金

１５
０
，０
００
円

糖
尿
病
対
策
費

４０
７
，５
３０
円

２
．
中
国
四
国
医
師

会
医
学
会
費

１
，５
９０
，０
００

０
０

１
，５
９０
，０
００

１
，２
９４
，８
２０

－
２９
５
，１
８０
旅
費
（
島
根
）

９４
１
，０
２０
円

諸
費

３５
３
，８
００
円

３
．
鳥
取
医
学

雑
誌
発
行
費

４
，４
００
，０
００

０
０

４
，４
００
，０
００

３
，３
７４
，３
２５

－
１
，０
２５
，６
７５

印
刷
費

２
，７
１５
，６
１５
円

送
料

７５
，４
５０
円

編
集
費

１４
２
， ０
００
円

委
員
会
費

４４
１
，２
６０
円

２
．
地
域
社
会
活
動
費

（
７
．２
７
％
）
１１
，７
８１
，０
００

１
，６
１２
，０
００

０
１３
，３
９３
，０
００

１０
，５
３１
，２
０２

－
２
，８
６１
，７
９８

１
．
地
域
社
会
対
策
費

２
，４
９０
，０
００

２５
０
，０
００

０
２
，７
４０
，０
００

１
，９
６４
，５
１０

－
７７
５
，４
９０

健
康
対
策
協
議
会
補
助
金

１
，３
００
，０
００
円

禁
煙
指
導
対
策
委
員
会

２２
，５
５０
円

禁
煙
指
導
対
策
費

１１
，９
６０
円

禁
煙
指
導
対
策
地
区
補
助
金

３０
０
，０
００
円

禁
煙
活
動
の
推
進
に
向
け
た
地
域
集
会
地
区
補
助
金
２５
０
，０
００
円

石
綿
健
康
被
害
に
関
す
る
講
演
会
地
区
助
成
金
８０
，０
００
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
調
査
研
究
費

２
，７
７９
，０
００

０
０

２
，７
７９
，０
００

１
，８
８０
，０
１０

－
８９
８
，９
９０

資
料
整
備
費

５５
，４
８６
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
費

１
，１
０２
，１
２６
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
委
員
会

２９
３
，９
９８
円

メ
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス
購
読
料

４２
８
，４
００
円

３
．
救
急
・
防
災

対
策

費
１
，８
１２
，０
００

１
，２
１２
，０
００

０
３
，０
２４
，０
００

２
，７
８７
，３
８２

－
２３
６
，６
１８

A
C
L
S委
員
会

７２
，１
１５
円

A
C
L
S用
機
器
他
購
入
代

１
，１
９９
，１
００
円

ラ
イ
フ
パ
ッ
ク
購
入
代

２３
１
，０
００
円

高
度
救
命
処
置
研
修
開
催
経
費

１
，２
１２
，４
２４
円

衛
星
携
帯
電
話
代

６１
，７
６１
円

送
料

１０
，９
８２
円

４
．
情
報
シ
ス
テ
ム

対
策

費
４
，２
００
，０
００

０
０

４
，２
００
，０
００

３
，５
９４
，９
４７

－
６０
５
，０
５３

情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理
費

２
，５
８３
，５
７７
円

会
報
、医
学
雑
誌
P
D
F・
H
T
M
L
作
成
費
５２
０
，１
７０
円

情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
委
員
会

７３
，４
６０
円

会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
検
討
会

３２
，０
２０
円

日
医
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

１４
３
，６
４０
円

医
療
情
報
研
究
会

２４
２
，０
８０
円

５
．
感
染
症
対
策
費

５０
０
，０
００

１５
０
，０
００

０
６５
０
，０
００

３０
４
，３
５３

－
３４
５
，６
４７
感
染
症
危
機
管
理
対
策
委
員
会

８６
，７
５１
円

予
防
接
種
対
策
地
区
小
児
科
医
会
助
成
金
１５
０
，０
００
円

送
料
他

６７
，６
０２
円

３
．
社
会
保
障
対
策
費

（
３
．９
０
％
）

５
，５
３６
，０
００

１１
５
，０
００

０
５
，６
５１
，０
００

５
，６
４９
，３
１１

－
１
，６
８９

１
．
社
会
保
障

医
療
対
策
費

２０
０
，０
００

０
２９
，０
００

２２
９
，０
００

２２
８
，５
６０

－
４４
０
健
保
・
生
保
立
会
旅
費

２
．
社
会
保
障
部
費

２
，９
００
，０
００

１１
５
，０
００

４４
３
，０
００

３
，４
５８
，０
００

３
，４
５７
，７
０７

－
２９
３

社
会
保
障
部
常
任
委
員
会
・
総
会

１
，３
６７
，６
０４
円

社
会
保
険
指
導
者
講
習
会

１４
６
，４
６０
円

診
療
報
酬
改
定
関
係
費

１
，３
５０
，１
５２
円

点
数
改
正
打
合
会
・
説
明
会

２５
０
，２
００
円

送
料
他

３４
３
，２
９１
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

３
．
介
護
保
険

対
策

費
１
，１
３６
，０
００

０
－
１４
５
，０
００

９９
１
，０
００

９９
０
，４
０６

－
５９
４
在
宅
医
療
推
進
研
修
費
地
区
委
託
金

９２
６
，０
００
円

介
護
保
険
対
策
委
員
会

６１
，３
２０
円

送
料

３
，０
８６
円

４
．
社
会
保
険

通
信
発
行
費

１
，３
００
，０
００

０
－
３２
７
，０
００

９７
３
，０
００

９７
２
，６
３８

－
３６
２
印
刷
費
９３
９
，６
４５
円

送
料
３２
，９
９３
円

４
．
医
政
対
策
費

（
３
．７
５
％
）

４
，６
５０
，０
００

２
，２
７５
，０
００

０
６
，９
２５
，０
００

５
，４
３６
，６
６０

－
１
，４
８８
，３
４０

１
．
医
政
関
係
費

１
，４
００
，０
００

２
，２
７５
，０
００

０
３
，６
７５
，０
００

３
，６
７４
，０
２６

－
９７
４

医
療
懇
話
会

３２
７
，４
５４
円

三
師
会

３１
６
，９
４４
円

県
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

８８
，２
４０
円

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
国
民
運
動
活
動
費
１
，０
４８
，８
１２
円

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
国
民
運
動
地
区
助
成
金
４０
０
，０
００
円

地
方
紙
に
お
け
る
意
見
広
告
掲
載
料
１
，２
１２
，７
５０
円

新
役
員
打
合
会

２７
９
，８
２６
円

２
．
診
療
情
報

提
供
・
医
療

安
全
対
策
費

１
，１
５０
，０
００

０
０

１
，１
５０
，０
００

１１
３
，７
８０

－
１
，０
３６
，２
２０

医
事
紛
・
医
療
安
全
・
自
浄
作
用
合
同
委
員
会
１１
３
，５
００
円

送
料

２８
０
円

３
．
個
人
情
報

保
護
対
策
費

３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

１
，８
４０

－
２９
８
，１
６０
送
料

１
，８
４０
円

４
．
会
長
交
際
費

６０
０
，０
００

０
１９
８
，１
３０

７９
８
，１
３０

７９
８
，１
３０

０

５
．
県
医
交
際
費

１
，２
００
，０
００

０
－
１９
８
，１
３０

１
，０
０１
，８
７０

８４
８
，８
８４

－
１５
２
，９
８６

５
．
医
療
経
済
対
策
費

（
０
．９
３
％
）

２
，０
７０
，０
００

０
０

２
，０
７０
，０
００

１
，３
５２
，５
８６

－
７１
７
，４
１４

１
．
経
営
対
策
費

６０
０
，０
００

０
０

６０
０
，０
００

４０
５
，７
９０

－
１９
４
，２
１０

医
師
会
活
動
説
明
会

２０
，０
００
円

全
国
有
床
診
療
所
連
絡
協
議
会

９７
，９
４０
円

中
四
国
医
師
会
共
同
利
用
施
設
等
連
絡
協
議
会
１３
０
，３
４０
円

印
刷
費
・
送
料

１５
７
，５
１０
円

２
．
医
療
事
故

対
策

費
１
，４
７０
，０
００

０
０

１
，４
７０
，０
００

９４
６
，７
９６

－
５２
３
，２
０４

医
事
紛
・
医
療
安
全
・
自
浄
作
用
合
同
委
員
会
１６
０
，４
３０
円

弁
護
士
顧
問
料
・
相
談
料

７８
６
，３
６６
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

６
．
広
報
活
動
費

（
７
．６
８
％
）
１０
，６
７０
，０
００

５１
９
，０
００

０
１１
，１
８９
，０
００

１１
，０
９２
，６
２９

－
９６
，３
７１

１
．
会

報
費

９
，９
７０
，０
００

５１
９
，０
００

０
１０
，４
８９
，０
００

１０
，４
８８
，３
６７

－
６３
３

印
刷
費
８
，０
６０
，５
３０
円

送
料
１
，３
６４
，１
１７
円

編
集
費

１２
０
，０
００
円

６０
０
号
記
念
特
集
号
印
刷
費

７２
８
，７
００
円

６０
０
号
記
念
特
集
号
送
料

４
，２
００
円

６０
０
号
記
念
特
集
号
座
談
会

７４
，３
００
円

６０
０
号
記
念
特
集
号
編
集
経
費

１３
６
，５
２０
円

２
．
広
報
宣
伝
費

７０
０
，０
００

０
０

７０
０
，０
００

６０
４
，２
６２

－
９５
，７
３８
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
経
費

５６
９
，２
９２
円

送
料

３４
，９
７０
円

７
．
部
会
費（
３
．８
８
％
）

６
，４
５０
，０
００

０
０

６
，４
５０
，０
００

５
，６
１７
，９
６５

－
８３
２
，０
３５

１
．
母
体
保
護
法

指
定
医
部
会

３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

１０
５
，６
００

－
１９
４
，４
００
母
体
保
護
法
指
定
助
成
金

１０
０
，０
００
円

送
料

５
，６
００
円

２
．
学
校
医
部
会

２
，２
５ ０
，０
００

０
０

２
，２
５０
，０
００

２
，０
４１
，８
２０

－
２０
８
，１
８０

全
国
・
中
国
地
区
学
校
医
大
会
他

６３
８
，６
２０
円

日
本
学
校
保
健
会
々
報

２３
３
，０
００
円

学
校
保
健
会
拠
出
金

８０
，０
００
円

学
校
医
部
会

９８
，７
６０
円

学
校
医
・
学
校
保
健
研
修
会

４０
６
，０
０５
円

地
区
医
師
会
補
助
金

５４
０
，０
００
円

送
料
他

４５
，４
３５
円

３
．
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
部

会
３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

２１
０
，４
０６

－
８９
，５
９４
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
再
研
修
会

１６
５
，５
５５
円

送
料

４４
，８
５１
円

４
．
労
災
・
自
賠
責

部
会

４０
０
，０
００

０
－
２２
８
，７
８９

１７
１
，２
１１

１４
７
，７
９０

－
２３
，４
２１
自
動
車
保
険
医
療
連
絡
協
議
会

１４
１
，９
８４
円

送
料

５
，８
０６
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

５
．
産
業
医
部
会

２
，６
００
，０
００

０
２２
８
，７
８９

２
，８
２８
，７
８９

２
，８
２８
，７
８９

０

産
業
医
研
修
会

２
，０
８４
，１
１６
円

産
業
保
健
協
議
会

３５
５
，０
３６
円

産
業
安
全
衛
生
大
会

１０
３
，９
００
円

産
業
保
健
活
動
全
国
会
議

３６
，３
８０
円

送
料
他

２４
９
，３
５７
円

６
．
病
院
連
絡
会
議

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１０
０
，０
００

－
１０
０
，０
００
病
院
協
会
補
助
金

１０
０
，０
００
円

７
．
勤
務
医
部
会

４０
０
，０
００

０
０

４０
０
，０
００

１８
３
，５
６０

－
２１
６
，４
４０

全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会
１８
３
，１
４０
円

送
料

４２
０
円

８
．
福
祉
対
策
費

（
１
．４
２
％
）

２
，４
５０
，０
００

０
０

２
，４
５０
，０
００

２
，０
６０
，３
２２

－
３８
９
，６
７８

１
．
福
祉
事
業
費

１
，５
５０
，０
００

０
０

１
，５
５０
，０
００

１
，４
３４
，８
１８

－
１１
５
，１
８２
会
員
録
印
刷
代

１
，３
５０
，１
９５
円

送
料

８４
，６
２３
円

２
．
表
彰
弔
慰
費

７０
０
，０
００

０
０

７０
０
，０
００

６１
３
，４
５０

－
８６
，５
５０
表
彰
費
３４
５
，２
００
円

弔
慰
費
２６
８
，２
５０
円

３
．
協
力
貯
蓄

運
営

費
２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１２
，０
５４

－
１８
７
，９
４６
送
料

１２
，０
５４
円

９
．
地
区
医
師
会

連
絡
費
（
３
．９
７
％
）

６
，８
６６
，０
００

３０
０
，０
００

０
７
，１
６６
，０
００

５
，７
５６
，１
７６

－
１
，４
０９
，８
２４

１
．
連
絡
協
議
会
費

１
，７
００
，０
００

０
０

１
，７
００
，０
００

２９
１
，８
５１

－
１
，４
０８
，１
４９
中
部
医
師
会
と
の
懇
談
会

９２
，７
０１
円

看
護
学
校
表
彰
者
記
念
品
代
他

４９
，１
５０
円

地
区
連
絡
費

１５
０
，０
００
円

２
．
地
区
医
師
会

補
助

金
１
，４
００
，０
００

３０
０
，０
００

０
１
，７
００
，０
００

１
，７
００
，０
００

０
東
部
５０
０
，０
００
円
、
中
部
５０
０
，０
００
円

西
部
５０
０
，０
００
円
、
大
学
２０
０
，０
００
円

３
．
地
区
医
師
会

交
付

金
２
，５
５０
，０
００

０
０

２
，５
５０
，０
００

２
，５
５０
，０
００

０
東
部
８５
０
，０
００
円
、
中
部
５５
０
，０
００
円

西
部
８５
０
，０
００
円
、
大
学
３０
０
，０
００
円

４
．
事
務
費
交
付
金

１
，２
１６
，０
００

０
０

１
，２
１６
，０
００

１
，２
１４
，３
２５

－
１
，６
７５

１０
．
諸
支
出
金
（
０
％
）

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

０
－
１
，０
００
， ０
００

１
．
特
別
事
業
費

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

０
－
５０
０
，０
００
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
そ
の
他
支
出
金

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

０
－
５０
０
，０
００

２
．
総
務
費
（
５７
．９
２
％
）
８７
，１
６５
，０
００

１
，５
４６
，０
００

０
８８
，７
１１
，０
００

８３
，８
８４
，９
５７

－
４
，８
２６
，０
４３

１
．
事

務
費

（
４
７
．６
３
％
）
７１
，１
５０
，０
００

１
，５
４６
，０
００

０
７２
，６
９６
，０
００

６８
，９
７９
，２
８４

－
３
，７
１６
，７
１６

１
．
報

酬
８
，５
７０
，０
００

１
，５
４６
，０
００

０
１０
，１
１６
，０
００

１０
，１
１５
，５
００

－
５０
０

�
役
員
報
酬

８
，５
６０
，０
００

２６
，０
００

０
８
，５
８６
，０
００

８
，５
８５
，５
００

－
５０
０
役
員
報
酬

８
，０
５０
，０
００
円

顧
問
税
理
士
報
酬

３７
８
，０
０ ０
円

収
益
事
業
申
告
書
作
成
報
酬

１５
７
，５
００
円

�
退
任
役
員

慰
労

金
１０
，０
００

１
，５
２０
，０
００

０
１
，５
３０
，０
００

１
，５
３０
，０
００

０
７
名

２
．
給

与
３３
，６
５２
，０
００

０
９２
，２
２０

３３
，７
４４
，２
２０

３３
，７
３３
，６
２０

－
１０
，６
００

�
給

料
２２
，５
７５
，０
００

０
０

２２
，５
７５
，０
００

２２
，５
７４
，４
００

－
６０
０

�
職
員
手
当

１１
，０
６７
，０
００

０
９２
，２
２０

１ １
，１
５９
，２
２０

１１
，１
５９
，２
２０

０

�
退

職
金

１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
旅

費
５
，５
００
，０
００

０
－
９２
，２
２０

５
，４
０７
，７
８０

５
，３
０７
，３
１０

－
１０
０
，４
７０
役
員
旅
費

３
，１
８７
，２
２０
円

職
員
旅
費

２
，１
２０
，０
９０
円

４
．
一
般
事
務
費

４
，１
９２
，０
００

０
０

４
，１
９２
，０
００

３
，５
９３
，０
１４

－
５９
８
，９
８６

役
務
費

９４
３
，７
６６
円

需
要
費

２
， ２
９９
，３
９９
円

法
人
会
計
シ
ス
テ
ム
レ
ン
タ
ル
料

１５
１
，２
００
円

会
費
等
領
収
書
印
刷
費
・
送
料

１９
８
，６
４９
円

５
．
交

通
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

１
，０
６８
，８
７０

－
１３
１
，１
３０

６
．
共

済
費

６
，４
８６
，０
００

０
０

６
，４
８６
，０
００

６
，２
４４
，５
１３

－
２４
１
，４
８７

健
保
厚
生
年
金
保
険
料

４
，５
０６
，１
０８
円

労
働
保
険
料

５５
７
，０
０５
円

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

５７
６
，０
００
円

役
員
傷
害
保
険
料

６０
５
，４
００
円
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

７
．
福
利
厚
生
費

５５
０
，０
００

０
０

５５
０
，０
００

４０
６
，２
００

－
１４
３
，８
００
職
員
健
康
診
断
費
用

４６
，２
００
円

職
員
福
利
厚
生
費

３６
０
，０
００
円

８
．
光
熱
水
費

３
，０
００
，０
００

０
０

３
，０
００
，０
００

２
，８
３６
，２
１７

－
１６
３
，７
８３

電
気
代

１
，８
３８
，０
４５
円

水
道
代

２２
３
，５
８２
円

ガ
ス
代

３４
，２
９５
円

灯
油
代

７４
０
，２
９５
円

９
．
公

課
費

８
，０
００
，０
００

０
０

８
，０
００
，０
００

５
，６
７４
，０
４０

－
２
， ３
２５
，９
６０
固
定
資
産
税

４
，７
０２
，０
４０
円

収
益
事
業
に
係
る
税
金

９７
２
，０
００
円

２
．
会
議
費（
５
．７
９
％
）

９
，０
２０
，０
００

０
０

９
，０
２０
，０
００

８
，３
８７
，６
７９

－
６３
２
，３
２１

１
．
総

会
費

６０
０
，０
００

０
２３
１
，８
９１

８３
１
，８
９１

８３
１
，８
９１

０

２
．
代
議
員
会
費

２
，３
００
，０
００

０
０

２
，３
００
，０
００

２
，２
０３
，４
０９

－
９６
，５
９１
旅
費
（
３
回
）

９８
４
，７
６０
円

諸
費
（
３
回
）

１
，０
３６
，０
１９
円

印
刷
費
・
送
料

１８
２
，６
３０
円

３
．
理
事
会
費

５
，４
７０
，０
００

０
－
２３
１
，８
９１

５
，２
３８
，１
０９

４
，９
３８
，２
０４

－
２９
９
，９
０５
常
任
理
事
会
（
１０
回
）

１
，２
４９
，４
５７
円

理
事
会
（
１２
回
）

３
，６
８８
，７
４７
円

４
．
監
事
会
費

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１８
６
，２
２０

－
１３
，７
８０

５
．
委
員
会
費

４５
０
，０
００

０
０

４５
０
，０
００

２２
７
，９
５５

－
２２
２
，０
４５

会
費
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
１１
９
，６
００
円

会
費
の
あ
り
方・
諸
規
程
改
正
検
討
委
員
会
合
同
会
議
１０
８
，３
５５
円

３
．
負
担
金（
０
．８
１
％
）

１
，２
２０
，０
００

０
０

１
，２
２０
，０
００

１
，１
６８
，５
００

－
５１
，５
００

１
．
中
国
四
国
医
師

会
連
合
負
担
金

９８
０
，０
００

０
４０
，３
００

１
，０
２０
，３
００

１
，０
２０
，３
００

０
中
国
四
国
医
師
会
連
合
総
会
（
香
川
）
８５
１
，４
００
円

中
国
四
国
医
師
会
連
合
常
任
委
員
会
他
１６
８
，９
００
円

２
．
関
係
団
体

負
担

金
２４
０
，０
００

０
－
４０
，３
００

１９
９
，７
００

１４
８
，２
００

－
５１
，５
００

４
．
会
館
管
理
運
営
費

（
３
．６
９
％
）

５
，７
７５
，０
００

０
０

５
，７
７５
，０
００

５
，３
４９
，４
９４

－
４２
５
，５
０６
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
維
持
管
理
費

４
，２
７５
，０
００

０
４４
９

４
，２
７５
，４
４９

４
，２
７５
，４
４９

０

会
館
清
掃
料

１
，２
６４
，２
００
円

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
料

７５
６
，０
００
円

警
備
保
障
料

５０
４
，０
００
円

空
調
設
備
保
守
点
検
料

９０
３
，０
００
円

電
気
関
係
保
安
監
理
手
数
料

１８
７
，０
２４
円

自
動
火
災
報
知
設
備
保
守
料

１５
７
，５
００
円

火
災
保
険
料

２３
６
，５
００
円

オ
イ
ル
タ
ン
ク
管
理
料

７８
，７
５０
円

会
館
特
殊
建
築
物
定
期
調
査
報
告
業
務
料
８１
，９
００
円

そ
の
他
の
管
理
料
等

１０
６
，５
７５
円

２
．
管
理
運
営
費

１
，５
００
，０
００

０
－
４４
９

１
，４
９９
，５
５１

１
，０
７４
，０
４５

－
４２
５
，５
０６

研
修
セ
ン
タ
ー
電
光
掲
示
板
他
取
替
工
事
代
７５
１
，８
００
円

会
館
消
防
用
設
備
改
修
工
事
代

１７
８
，５
００
円

会
館
消
防
設
備
非
常
放
送
用
バ
ッ
テ
リ
ー
取
替
代
９４
，５
００
円

ワ
イ
ヤ
レ
ス
チ
ュ
ー
ナ
ー
修
理
代

４９
，２
４５
円

３
．
特
定
資
産
支
出

４
，７
３０
，０
００

０
０

４
，７
３０
，０
００

４
，７
１０
，０
００

－
２０
，０
００

１
．
特
定
預
金
支
出

（
３
．２
５
％
）

４
，７
３０
，０
００

０
０

４
，７
３０
，０
００

４
，７
１０
，０
００

－
２０
，０
００

１
．
緊
急
事
業

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金
４２
，６
５１
，０
００
円
）

２
．
役
員
退
職

慰
労
金
積
立
金

７３
０
，０
００

０
０

７３
０
，０
００

７３
０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金

３
，０
５０
，０
００
円
）

３
．
職
員
退
職
給
与

積
立

金
３
，９
８０
，０
００

０
０

３
，９
８０
，０
００

３
，９
８０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
４６
，７
３９
，１
７９
円
）

４
．
医
事
紛
争
処
理

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金

４
，８
００
，０
００
円
）

４
．
予

備
費

７
，２
４２
，０
００

２
，５
９５
，０
００

０
９
，８
３７
，０
００

０
－
９
，８
３７
，０
００

１
．
予
備
費
（
０
％
）

７
，２
４２
，０
００

２
，５
９５
，０
００

０
９
，８
３７
，０
００

０
－
９
，８
３７
，０
００

１
．
予

備
費

７
，２
４２
，０
００

２
，５
９５
，０
００

０
９
，８
３７
，０
００

０
－
９
，８
３７
，０
００
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大
・
中
・
小

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

当
期
支
出
合
計
�
１６
０
，７
５０
，０
００

９
，５
１９
，０
００

０
１７
０
，２
６９
，０
００

１４
４
，８
１８
，９
８２
－
２５
，４
５０
，０
１８

当
期
収
支
差
額（
Ａ
－
Ｃ
）
－
３０
，０
００
，０
００

－
４
，３
８１
，０
００

０
－
３４
，３
８１
，０
００

－
８
，０
３０
，７
４６

２６
，３
５０
，２
５４

次
期
繰
越
収
支
差
額（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
０

０
０

２６
，３
５０
，９
１０

２６
，３
５０
，９
１０
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平成１７年度鳥取県医師会会費納入明細書

� 均等割会費

（単位：円）

地区医師会名 平成１７年２月１日現在
会費額（予算額） 調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 当初予算額に対する

増 減

東 部 医 師 会 ９，５２０，０００ ９，３７４，５００ ９，３７４，５００ ０ －１４５，５００

中 部 医 師 会 ３，８０５，０００ ３，７６６，０００ ３，７６６，０００ ０ －３９，０００

西 部 医 師 会 ９，８９４，０００ ９，９８６，０００ ９，９８６，０００ ０ ９２，０００

鳥大医学部医師会 １，０８４，０００ １，１６０，０００ １，１６０，０００ ０ ７６，０００

計 ２４，３０３，０００ ２４，２８６，５００ ２４，２８６，５００ ０ －１６，５００

� 所得割会費

地区医師会名 平成１７年４月１日現在
賦 課 額 調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 当初賦課額に対する

増 減

東 部 医 師 会 １８，６７２，６５０ １８，５１９，０８０ １８，５１９，０８０ ０ －１５３，５７０

中 部 医 師 会 １０，０１４，４９０ ９，９７８，２９０ ９，９７８，２９０ ０ －３６，２００

西 部 医 師 会 ２３，３６４，９７０ ２３，０５９，４７０ ２３，０５９，４７０ ０ －３０５，５００

鳥大医学部医師会 ０ ０ ０ ０ ０

計
（予算額）

５２，０５２，１１０
（５２，０００，０００） ５１，５５６，８４０ ５１，５５６，８４０ ０ －４９５，２７０

（－４４３，１６０）
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第２号議案 平成１７年度鳥取県医師会共済会収支決算承認について

平成１７年度鳥取県医師会共済会収支決算書

【収入の部】 （単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

１．会 費 １３，５７２，０００ １３，６５９，０００ ８７，０００

東部 ５，１３９，０００円�
���������

中部 ２，１０３，０００円

西部 ６，３０９，０００円

大学 １０８，０００円

２．財 産 収 入 ５，０００ １，６５２ －３，３４８ 積立金利息 １，６５２円

３．雑 入 ３，００１，０００ ８５ －３，０００，９１５ 普通預金利息 ８５円

当期収入合計（Ａ） １６，５７８，０００ １３，６６０，７３７ －２，９１７，２６３

前期繰越収支差額 ２，０００，０００ １，４５８，５５７ －５４１，４４３

収 入 合 計（Ｂ） １８，５７８，０００ １５，１１９，２９４ －３，４５８，７０６

【支出の部】

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

１．一般事務費 ３０，０００ １４，８３８ －１５，１６２

２．委 員 会 費 ２００，０００ ０ －２００，０００

３．病気療養見舞金 １２，２４０，０００ ７，６３８，０００ －４，６０２，０００ 入院１６件 居宅４件

４．弔 慰 金 ５，０００，０００ ３，０００，０００ －２，０００，０００ ６件

５．配偶者弔慰金 １００，０００ ２００，０００ １００，０００ ４件

６．退会慰労金 ３３０，０００ ０ －３３０，０００

７．災害見舞金 ５００，０００ ０ －５００，０００

８．積 立 金 １０，０００ ０ －１０，０００ （別途積立金 １３０，０７０，０００円）

９．予 備 費 １６８，０００ ０ －１６８，０００

当期支出合計（Ｃ） １８，５７８，０００ １０，８５２，８３８ －７，７２５，１６２

当 期 収 支 差 額

（Ａ－Ｃ）
－２，０００，０００ ２，８０７，８９９ ４，８０７，８９９

次期繰越収支差額

（Ｂ－Ｃ）
０ ４，２６６，４５６ ４，２６６，４５６
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祝
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舞
金
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付
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計

件 数
入

院
件 数

居
宅

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額

６１
１３

６
，３
８４
，０
００
１１

１
，８
０６
，０
００

７
３
，５
００
，０
００

３
１５
０
，０
００
―

―
８

５２
，０
００

２
１３
，０
００
２９

１１
３
，１
００
１

４０
０
，０
００
１２
，４
１８
，１
００

６２
２５
１６
，５
２９
，０
００
１９

１
，５
４３
，０
００

５
２
，５
００
，０
００

２
１０
０
，０
００

２
２８
５
，０
４０
１７

１８
２
，５
００
―

―
―

―
―

―
２１
，１
３９
，５
４０

６ ３
１６
１１
，６
２５
，０
００
１３

１
，２
６０
，０
００

５
２
，５
００
，０
００

１
５０
，０
００
―

―
４

４０
，０
００
―

―
―

―
―

―
１５
，４
７５
，０
００

元
２１
１２
，７
３５
，０
００
１７

８４
６
，０
００

８
４
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

２
３６
５
，０
４０

５
５１
，５
００
―

―
―

―
―

―
１８
，２
４７
，５
４０

２
１８
１１
，９
５５
，０
００
１３

１
，０
９８
，０
００
１４

７
，０
００
，０
００

３
１ ５
０
，０
００

２
２６
８
，３
４０

６
６０
，０
００
―

―
―

―
２

５０
０
，０
００
２１
，０
３１
，３
４０

３
２０
１６
，２
００
，０
００
１５

１
，５
００
，０
００
１０

５
，１
００
，０
００

１
５０
，０
００

１
１２
５
，８
８０

６
９８
，５
８５
―

―
―

―
―

―
２３
，０
７４
，４
６５

４
２１
１２
，０
１５
，０
００
１０

７３
２
，０
００

９
４
，５
５０
，０
００

２
１０
０
，０
００

３
５１
０
，０
８０

５
４９
， ４
４０
―

―
―

―
―

―
１７
，９
５６
，５
２０

５
１１

６
，７
５０
，０
００

７
６５
４
，０
００
１２

６
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

１
１９
６
，６
７０

６
６６
，５
３８
―

―
―

―
１

５０
０
，０
００
１４
，４
１７
，２
０８

６
１０

９
，５
２５
，０
００

７
１
，０
６５
，０
００

８
４
，０
５０
，０
００

１
５０
，０
００

３
５２
０
，９
００

５
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４０
―

―
―

―
―

―
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，２
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７
１２

８
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００

７
１
，１
９１
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００

４
２
，０
００
，０
００

４
１９
０
，０
００

２
１７
０
，０
００

７
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０
，０
００
―

―
―

―
―

―
１１
，８
１１
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００

８
７
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００
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０
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００
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―
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９
２１
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，８
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００

７
９７
２
，０
００

８
４
，０
００
，０
００

１
５０
，０
００

２
４８
２
，５
００

７
１３
５
，０
００
―

―
―

―
１

５０
，０
００
１６
，５
０４
，５
００

１０
１６
１０
，３
５０
，０
００

６
５４
０
，０
００
１０

５
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
５１
８
，３
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７
２０
５
，８
００
―

―
―

―
―
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９
，５
５５
，０
００

８
９２
１
，０
００
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００
―
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―
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，０
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２
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００
―
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―
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５
２
，５
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００
―

―
３

４１
９
，９
４０

９
２６
３
，０
００
―

―
―

―
―

―
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，１
２３
，９
４０

１４
２３
１５
，３
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，０
００
１１

５１
３
，０
００
１０

５
，０
００
，０
０ ０

２
１０
０
，０
００

２
３６
０
，０
００
２１

５１
０
，０
００
―

―
―

―
―

―
２１
，８
５８
，０
００

１５
１７

５
，８
０５
，０
００

６
３５
４
，０
００

８
３
，９
５０
，０
００

３
１５
０
，０
００

３
７１
２
，５
１０
３１

７１
４
，０
００
―

―
―

―
―

―
１１
，６
８５
，５
１０

１６
２０
１４
，８
２０
，０
００
１１

１
，４
６４
，０
００
１１

５
，５
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
６２
６
，６
７０
―

―
―

―
―

―
―

―
２２
， ４
６０
，６
７０

１７
１６

７
，０
９５
，０
００

４
５４
３
，０
００

６
３
，０
００
，０
００

４
２０
０
，０
００
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
１０
，８
３８
，０
００
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第３号議案 平成１７年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算承認について

平成１７年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算書

【収入の部】 （単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

１．積 立 金 １０，３９２，０００ １０，３３８，０００ －５４，０００��
�
�

東部３，７８４，０００円 中部１，９０２，０００

西部４，６５２，０００円 普通預金利息２．雑 入 １，０００ ３５１ －６４９

当期収入合計（Ａ） １０，３９３，０００ １０，３３８，３５１ －５４，６４９

前期繰越収支差額 １５，９９０，０００ １５，９８８，１０６ －１，８９４

収 入 合 計（Ｂ） ２６，３８３，０００ ２６，３２６，４５７ －５６，５４３

【支出の部】

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

１．諸 経 費 １０，０００ ０ －１０，０００

２．修 繕 費 ２６，３７３，０００ ０ －２６，３７３，０００

当期支出合計（Ｃ） ２６，３８３，０００ ０ －２６，３８３，０００

当 期 収 支 差 額

（Ａ－Ｃ）
－１５，９９０，０００ １０，３３８，３５１ ２６，３２８，３５１

次期繰越収支差額

（Ｂ－Ｃ）
０ ２６，３２６，４５７ ２６，３２６，４５７
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会 計 監 査 報 告 書

平成１７年度一般会計、特別会計収支決算書並びに財産目録について、関係諸帳簿等を照合し慎重に監査

した結果、適正であることを認めます。

平成１８年６月２２日

監 事 井 庭 信 幸 �

監 事 清 水 正 人 �

鳥取県医師会長 岡 本 公 男 殿

【支出の部】

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

１．一般事務費 ４４０，０００ ４６１，６１８ ２１，６１８ 口座振込・振替手数料

２．繰 出 金 ２０，０００，０００ ２０，０００，０００ ０ 一般会計へ

３．予 備 費 １，５６１，０００ ０ －１，５６１，０００

当期支出合計（Ｃ） ２２，００１，０００ ２０，４６１，６１８ －１，５３９，３８２

当 期 収 支 差 額

（Ａ－Ｃ）
－３，４００，０００ －２，８３３，８２２ －５６６，１７８

次期繰越収支差額

（Ｂ－Ｃ）
０ ５７０，２９２ ５７０，２９２

※ 配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額、会員への配当金となるため計上していない。

第４号議案 平成１７年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算承認について

平成１７年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算書

【収入の部】 （単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

１．団体事務費 １８，６００，０００ １７，６２７，４５５ －９７２，５４５ 第一生命他９社

２．財 産 収 入 １，０００ ３４１ －６５９ 普通預金利息

当期収入合計（Ａ） １８，６０１，０００ １７，６２７，７９６ －９７３，２０４

前期繰越収支差額 ３，４００，０００ ３，４０４，１１４ ４，１１４

収 入 合 計（Ｂ） ２２，００１，０００ ２１，０３１，９１０ －９６９，０９０
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会費減免申請の詳細

【傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

西 部 A１ 後 藤 久 雄 米子市両三柳 病気療養中

第５号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成１８年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追加分）

申請理由

地 区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ０ ０ １１ ０ ０ １１ １２８，０００

中 部 ０ ０ ３ ０ ０ ３ ３６，０００

西 部 ０ １ ０ ０ ０ １ １５６，０００

大 学 ０ ０ ９ ０ ０ ９ １０８，０００

計 ０ １ ２３ ０ ０ ２４ ４２８，０００

【研修医】

所属医
師 会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所属医

師 会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 矢 倉 知加子 鳥取県立中央病院 中 部 Ｂ 松 澤 和 彦 鳥取県立厚生病院

〃 Ｂ 木 山 智 羲 〃 〃 Ｂ 北 谷 新 〃

〃 Ｂ 築 谷 康 人 〃 鳥取大学 Ｂ 野 坂 加 苗 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 今 本 龍 〃 〃 Ｂ 坂 田 晋 史 〃

〃 Ｂ 加 藤 順 〃 〃 Ｂ 村 下 徹 也 〃

〃 Ｂ 玉 田 泰 明 〃 〃 Ｂ 生 田 幸 広 〃

〃 Ｂ 藤 田 良 介 〃 〃 Ｂ 家 島 さやか 〃

〃 Ｂ 田 中 佳都代 〃 〃 Ｂ 遠 藤 涼 〃

〃 Ｂ 桑 本 聡 史 〃 〃 Ｂ 山 村 美 樹 〃

〃 Ｂ 澤 住 裕 子 〃 〃 Ｂ 木 科 学 〃

〃 Ｂ 荒 井 陽 介 〃 〃 Ｂ 近 藤 健 人 〃

中 部 Ｂ 周 防 孝 鳥取県立厚生病院
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正味財産増減計算書（総括表）

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

� 会館修繕積立金会計当期収支差額 １０，３３８，３５１

� 共済会会計当期収支差額 ２，８０７，８９９

� 什器備品当期増加額 ２，１１２，６００

� 役員退職積立金当期増加額 ７３０，０００

� 職員退職積立金当期増加額 ３，９８０，０００

資 産 増 加 額 計 １９，９６８，８５０

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 １９，９６８，８５０

�．減少の部

１．資産減少額

� 一般会計当期収支差額 ８，０３０，７４６

� 減価償却額 １６，２４３，２８５

� 生命保険取扱会計当期収支差額 ２，８３３，８２２

� 役員退職積立金取崩額 １，５３０，０００

資 産 減 少 額 計 ２８，６３７，８５３

２．負債増加額

� 退職給与引当金繰入額 ３，９８０，０００

負 債 増 加 額 計 ３，９８０，０００

減 少 額 合 計 ３２，６１７，８５３

差引正味財産増減額 －１２，６４９，００３

前期繰越正味財産額 ７９７，００８，６６９

期末正味財産合計額 ７８４，３５９，６６６
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正味財産増減計算書（一般会計）

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の額

１．資産増加額

� 器具備品増加額 ２，１１２，６００

� 役員退職積立金増加額 ７３０，０００

� 職員退職積立金増加額 ３，９８０，０００

資 産 増 加 額 計 ６，８２２，６００

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 ６，８２２，６００

�．減少の部

１．資産減少額

� 当期収支差額 ８，０３０，７４６

� 減価償却額 １，４６０，００９

� 役員退職積立金取崩額 １，５３０，０００

資 産 減 少 額 計 １１，０２０，７５５

２．負債増加額

� 退職給与引当金繰入額 ３，９８０，０００

負 債 増 加 額 計 ３，９８０，０００

減 少 額 合 計 １５，０００，７５５

差引正味財産増減額 －８，１７８，１５５

前期繰越正味財産額 ３６２，９１３，６６０

期末正味財産合計額 ３５４，７３５，５０５
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正味財産増減計算書（共済会会計）

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

� 当期収支差額 ２，８０７，８９９

資 産 増 加 額 計 ２，８０７，８９９

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 ２，８０７，８９９

�．減少の部

１．資産減少額

資 産 減 少 額 計 ０

２．負債増加額

負 債 増 加 額 計 ０

減 少 額 合 計 ０

差引正味財産増減額 ２，８０７，８９９

前期繰越正味財産額 １３１，５２８，５５７

期末正味財産合計額 １３４，３３６，４５６
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正味財産増減計算書（会館修繕積立金会計）

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

� 当期収支差額 １０，３３８，３５１

資 産 増 加 額 計 １０，３３８，３５１

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 １０，３３８，３５１

�．減少の部

１．資産減少額

� 減価償却費 １４，７８３，２７６

資 産 減 少 額 計 １４，７８３，２７６

２．負債増加額

負 債 増 加 額 計 ０

減 少 額 合 計 １４，７８３，２７６

差引正味財産増減額 －４，４４４，９２５

前期繰越正味財産額 ２９９，１６２，３３８

期末正味財産合計額 ２９４，７１７，４１３
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正味財産増減計算書（生命保険会計）

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 金 額

�．増加の部

１．資産増加額

資 産 増 加 額 計 ０

２．負債減少額

負 債 減 少 額 計 ０

増 加 額 合 計 ０

�．減少の部

１．資産減少額

� 当期収支差額 ２，８３３，８２２

資 産 減 少 額 計 ２，８３３，８２２

２．負債増加額

負 債 増 加 額 計 ０

減 少 額 合 計 ２，８３３，８２２

差引正味財産増減額 －２，８３３，８２２

前期繰越正味財産額 ３，４０４，１１４

期末正味財産合計額 ５７０，２９２
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貸 借 対 照 表 （ 総 括 表 ）

平成１８年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ６３，２２３，１４５ �．流動負債 ５，７０９，０３０

１．普通預金

２．未収入金

４９，６４５，１５９

１３，５７７，９８６

１．未 払 金

２．仮 受 金

５，７０９，０３０

０

�．固定資産 ７７３，５８４，７３０ �．固定負債 ４６，７３９，１７９

１．有形固定資産 ５４６，０２８，２３８ １．長期借入金

２．退職給与引当金

０

４６，７３９，１７９
� 建 物

� 建物附属設備

� 構 築 物

� 器具備品

� 土 地

� 減価償却累計額

４６３，１１９，７８０

１３７，０３１，８０８

１９，２８８，３３１

５３，５９３，８６７

２７３，５２２，３５０

－４００，５２７，８９８

負 債 合 計 ５２，４４８，２０９

２．無形固定資産 ２４６，３１３ �．正味財産 ７８４，３５９，６６６

� コンピュータソフトウェア

� 減価償却累計額

１，８６３，７５０

－１，６１７，４３７

（内）当期正味財産増加額 －１２，６４９，００３

３．特定資産 ２２７，３１０，１７９ 正味財産合計 ７８４，３５９，６６６

� 緊急事業積立金

� 医事紛争積立金

� 役員退職積立金

� 職員退職積立金

� 共済会積立金

４２，６５１，０００

４，８００，０００

３，０５０，０００

４６，７３９，１７９

１３０，０７０，０００

資 産 合 計 ８３６，８０７，８７５ 負債及び正味財産合計 ８３６，８０７，８７５

鳥取県医師会報 ０７．５ 臨時号

34



貸借対照表（一般会計）

平成１８年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ３２，０５９，９４０ �．流動負債 ５，７０９，０３０

１．普通預金

２．未収入金

１８，４８６，９５４

１３，５７２，９８６

１．未 払 金 ５，７０９，０３０

�．固定負債 ４６，７３９，１７９

�．固定資産 ３７５，１２３，７７４ １．長期借入金

２．退職給与引当金

０

４６，７３９，１７９１．有形固定資産 ２７７，６３７，２８２

� 建 物

� 建物付属設備

� 構 築 物

� 器具備品

� 土 地

� 減価償却累計額

７３５，０００

３５０，８０８

１，０００，０００

５，０８２，３１５

２７３，５２２，３５０

－３，０５３，１９１

負 債 合 計 ５２，４４８，２０９

２．無形固定資産 ２４６，３１３ �．正味財産 ３５４，７３５，５０５

� コンピュータソフトウェア

� 減価償却累計額

１，８６３，７５０

－１，６１７，４３７

（内）当期正味財産増加額 －８，１７８，１５５

３．特定資産 ９７，２４０，１７９ 正味財産合計 ３５４，７３５，５０５

� 緊急事業積立金

� 医事紛争積立金

� 役員退職積立金

� 職員退職積立金

４２，６５１，０００

４，８００，０００

３，０５０，０００

４６，７３９，１７９

資 産 合 計 ４０７，１８３，７１４ 負債及び正味財産合計 ４０７，１８３，７１４
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貸借対照表（共済会会計）

平成１８年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ４，２６６，４５６ �．流動負債

１．未 払 金

０

０

� 普通預金

� 未収入金

４，２６３，４５６

３，０００

�．固定負債 ０

負 債 合 計 ０

�．正味財産 １３４，３３６，４５６

�．固定資産 １３０，０７０，０００ （内）当期正味財産減少額 ２，８０７，８９９

１．特定資産

� 積 立 金

１３０，０７０，０００

１３０，０７０，０００

正味財産合計 １３４，３３６，４５６

資 産 合 計 １３４，３３６，４５６ 負債及び正味財産合計 １３４，３３６，４５６

貸借対照表（会館修繕積立金会計）

平成１８年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ２６，３２６，４５７ �．流動負債 ０

１．普通預金

２．未収入金

２６，３２４，４５７

２，０００
�．固定負債 ０

�．固定資産 ２６８，３９０，９５６ 負 債 合 計 ０

１．有形固定資産 ２６８，３９０，９５６

� 建 物

� 建物付属設備

� 構 築 物

� 器具備品

� 減価償却累計額

４６２，３８４，７８０

１３６，６８１，０００

１８，２８８，３３１

４８，５１１，５５２

－３９７，４７４，７０７

�．正味財産 ２９４，７１７，４１３

（内）当期正味財産増加額

正味財産合計

－４，４４４，９２５

２９４，７１７，４１３

資 産 合 計 ２９４，７１７，４１３ 負債及び正味財産合計 ２９４，７１７，４１３
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貸借対照表（生命保険会計）

平成１８年３月３１日現在

（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

�．流動資産 ５７０，２９２ �．流動負債 ０

１．普通預金 ５７０，２９２ １．仮 受 金 ０

�．固定資産 ０ �．固定負債 ０

負 債 合 計 ０

�．正味財産 ５７０，２９２

（内）当期正味財産増加額

正味財産合計

－２，８３３，８２２

５７０，２９２

資 産 合 計 ５７０，２９２ 負債及び正味財産合計 ５７０，２９２
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財 産 目 録
平成１８年３月３１日

資産の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動資産 ６３，２２３，１４５
１．預 金 ４９，６４５，１５９

鳥取銀行・本店 普通預金（一般会計） ８，２９１，６５４
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（一般会計） １０，１９５，３００
鳥取銀行・本店 普通預金（共済会会計） １，２３２，７８９
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（共済会会計） ３，０３０，６６７
鳥取銀行・本店 普通預金（会館修繕積立金会計） １２，４００，８１０
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（会館修繕積立金会計） １３，９２３，６４７
鳥取銀行・本店 普通預金（生命保険会計） ５７０，２９２

２．未収入金 １３，５７７，９８６
〔一般会計〕 １３，５７２，９８６
均等割・所得割会費収入 ４，２４７，１００
学校医会費・医事紛争処理・委員会会費 ２１４，２００
産業医部会会費 ３８４，０００
社会保険通信負担金 ２５９，２００
日医補助金 １４０，０００
県委託金・補助金 ７，８３６，４８６
雑収入・広告・手数料他収入 ４９２，０００
〔共済会会計〕 ３，０００
会 費 ３，０００
〔会館修繕積立金会計〕 ２，０００
積 立 金 ２，０００

�．固定資産 ７７３，５８４，７３０
１．有形固定資産 ５４６，０２８，２３８
� 建 物 鳥取市戎町３１７番地 ６００，１５１，５８８

鉄筋コンクリート４階建一部５階建
健康会館
建築面積８６６．９４� 延床面積２，０９１．８４�
建 物 ４６３，１１９，７８０
付属設備 １３７，０３１，８０８

� 構 築 物 １９，２８８，３３１
舗装工事 ６，３６２，６７１
花 壇 ８，０２９，３５５
ブロック塀 ３，７６０，１４９
擁 壁 他 １，１３６，１５６

� 器具備品 ５３，５９３，８６７
１階研修センター連結イス ９，２２５，０００
１階研修センター舞台吊物装置 ５，５００，０００
２階理事会室会議テーブル・イス ５，８２７，２００
２階常任理事会室会議テーブル・イス ４，０３０，４００
３階資料室平行移動書庫 １，２１６，０００
３階研修室テーブル・チェアー １，１６０，０００
４階図書室移動棚コンパックルーム ３，６３５，１６０
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科 目 内 訳 金 額

４階集会室テーブル １，３１４，０００
４階集会室チェアー １，２９６，０００
４階集会室ウォール １，２６６，９００
ハートシムACLSトレーニングシステム ２，４８６，９２５
研修室備品他 １６，６３６，２８２

� 土 地 ２７３，５２２，３５０
鳥取市戎町３１７番地
宅地 １，９５７．３７� ２７３，５２２，３５０

� 減価償却累計額 －４００，５２７，８９８
建 物 －２１３，４３６，７５０
付 属 設 備 －１２４，２６６，９６３
構 築 物 －１６，６５９，３９０
器 具 備 品 －４６，１６４，７９５

２．無形固定資産 ２４６，３１３
� コンピュータソフトウェア １，８６３，７５０

控除システム等 １，５１７，２５０
法人会計システム指導料 ３４６，５００

� 減価償却累計額 －１，６１７，４３７

３．特定資産 ２２７，３１０，１７９
� 緊急事業積立金

鳥取銀行・本店 普通預金 ２２，６５１，０００
鳥取県公募公債（５年債） ２０，０００，０００

� 医事紛争積立金
鳥取銀行・本店 普通預金 ４，８００，０００

� 役員退職積立金
鳥取銀行・本店 普通預金 ３，０５０，０００

� 職員退職積立金
鳥取銀行・本店 普通預金 ２５，９６５，１５０
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 １０，３８６，１７９
中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 １０，３８７，８５０

� 共済会積立金
山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 ５９，８１０，０００
中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 ７０，２６０，０００

資 産 合 計 ８３６，８０７，８７５
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負債の部

科 目 内 訳 金 額

�．流動負債 ５，７０９，０３０
１．未 払 金 ５，７０９，０３０

〔一般会計〕 ５，７０９，０３０
医学会費 ５１，２０８
鳥取医学雑誌発行費 １０，０００
地域社会対策費 ９，４４０
調査研究費 ６２４，０００
社会保障医療対策費 ２０，０００
社会保障部費 ２３，９２７
介護保険対策費 ９２７，６８０
会長交際費 ２４３，９４１
県医交際費 １４９，３５１
医療事故対策費 ３８，０００
会 報 費 ６，１９５
母体保護法指定医部会 ４２０
学校医部会 ８４０
事務費交付金 １，２１４，３２５
給 与 職員手当 ９６，５７０
旅 費 －４８２，６４０
共 済 費 ３０６，１７４
光熱水費 １０４，８９５
公 課 費 ９７２，０００
理事会費 ２６６，０５４
中国四国医師会連合負担金 １４４，９００
維持管理費 ９８１，７５０

�．固定負債 ４６，７３９，１７９
１．退職給与引当金 ４６，７３９，１７９

負 債 合 計 ５２，４４８，２０９

差 引 正 味 財 産 ７８４，３５９，６６６
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第１７３回鳥取県医師会（定例）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成１９年３月１７日（土）

午後４時～午後６時１０分

２．開 催 の 場 所
ホテルセントパレス倉吉 倉吉市上井町

３．代 議 員 総 数
４６名

４．出席代議員数
３５名

５．出席の役員等
岡本会長、野島・富長両副会長

宮�・渡辺・天野・神鳥各常任理事

吉中・吉田・明穂・笠木各理事

井庭・清水両監事

長田顧問

６．報 告 事 項
平成１８年度鳥取県医師会会務報告

７．議 決 事 項
次の７議案について原案通り可決、承認した。

第１号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減免

申請承認について

第２号議案 平成１９年度鳥取県医師会事業計画

（案）について

第３号議案 平成１９年度鳥取県医師会会費減免

申請承認について

第４号議案 平成１９年度鳥取県医師会一般会計

収支予算（案）について

第５号議案 平成１９年度鳥取県医師会共済会収

支予算（案）について

第６号議案 平成１９年度鳥取県医師会生命保険

取扱特別会計収支予算（案）につ

いて

第７号議案 平成１９年度鳥取県医師会会館修繕

積立金会計収支予算（案）について

８．会 議 の 状 況
〈魚谷議長〉

それでは、定刻になりましたので、ただい

まから第１７３回鳥取県医師会定例代議員会を

開会致します。まず、事務局より資格確認を

お願いします。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４６名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は３５名でご

ざいます。従いまして、過半数の出席でござ

います。以上、ご報告致します。

〈魚谷議長〉

過半数の出席ですので、会議は成立致しま

す。

はじめにお願い致します。議長という慣れ

ない役目でございますので、不行届きな点が

多々あるかと存じますが、会議の円滑な進行

のために皆様方のご協力を何卒よろしくお願

い申し上げます。

最初に議事録署名人の選出でございますが、

恒例によりまして議長にご一任願えますか。

［「異議なし」と言う者あり］

それでは、議事録署名人と致しまして、１２

番・中島公和代議員、３７番・小林哲代議員の

お二方にお願い致します。

それでは、日程に従いまして、「会長挨拶」

をお願いします。岡本会長、お願い致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は、第１７３

回定例代議員会を開催致しましたところ、大

変お忙しい中、ご出席をいただきまして誠に

ありがとうございます。

本日の主な議案は、平成１９年度事業計画案

とそれに伴います収支予算等４議案および会

費賦課減免申請でございます。詳細につきま

しては、後程、担当役員が説明致しますので、

十分ご審議いただきまして、何卒ご承認を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

さて、折角の機会ですので、最近の状況に

つきまして２～３述べさせていただきます。

昨年１２月、平成２０年度からの後期高齢者医

療制度に向けて国保中央会から、「高齢社会

における医療報酬体系のあり方に関する研究

会」の報告書なるものが出されました。内容

については、代議員の先生方には既にご案内

のとおり、在宅医療を中心とする「かかりつ

け医」体制の強化提言であり、後期高齢者は

原則として診療所の中から「かかりつけ医」

を選び、最初は、あらかじめ決めた「かかり

つけ医」に診療を受けるべきとしました。

「かかりつけ医」の役目としては、「健康状

態の把握と健康上の相談・指導・予防」、「診

察・治療」で、これは専門医や病院への紹介
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を含み、あと、「リハビリテーションの指導」、

「ターミナルケアの対応と看取り」の４点が

示されました。

住民が、「かかりつけ医」を持つべきとす

るのは、我々も常日頃主張しているところで

ありますし、病院機能を一段と高め、勤務医

の過重労働の緩和を考えれば、病院での外来

の自主的制限については、理解すべきものも

ありますし、病診連携の観点からも誠に妥当

な方向性かと思いますが、医療費削減や管理

医療強化の為の人頭制やフリーアクセスの制

限は到底受け入れられるべきものではありま

せん。日本医師会は、高齢者医療制度は保険

ではなく、公費負担９割の保障原理の運営と

すべきと主張しているところでございます。

今年の夏頃迄は、十分に審議を尽くして良質

な高齢者医療制度を構築していきたいと考え

ています。

同じく、平成２０年度から始まります、「特

定健診・保健指導」につきましては、厚労省

の案がなかなか出ず、３月末になって紆余曲

折の末、行き着くところに行き着かずに中途

半端な状態で出てくるのではないかと心配し

ています。もともとこの健診はエビデンスの

はっきりしない健診であり、費用対効果がそ

れほど期待できるものではありません。我々

はこれから大いに注目していかなければいけ

ないものと思っています。

それに加えて、「老人保健法」が２０年３月

に廃止されることに伴い、７５歳以上の後期高

齢者に対する健診の実施において、根拠があ

いまいになり、「広域連合の保健事業の実施

体制」は困難であり、一部あるいは全部の市

町村へ委託する案が出ていますが、市町村で

は予算がなく厳しい状態にあります。また、

特定健診、保健指導機関の精度管理は、医療

保険者に任されているようですが、せめて地

域・職域連携推進協議会で決めていきたいと

３月１３日の県の会議でも強く主張しました。

また、２月２０日には、最近、悪玉といいま

すか、非常にまずいなと思っております経団

連が、「医療貯蓄口座」の創設について提言

を致しました。医療というものは、きちんと

皆で助け合おうという精神が大事です。これ

は公助、共助の社会保障制度を自助へと誘導

する政府の方針に沿ったものです。国民皆保

険制度を守っていくためには、きちんと議論

していかなければいけないと思っています。

いろいろと申し上げましたが、最後に去る

２月２３日、私達医師会にとって衝撃的な報道

が流れました。診療報酬の不正請求で保険医

療機関の取り消しと４人もの保険医登録抹消

というものでした。「医の倫理」については、

毎年鳥取県医師会の事業計画の筆頭に挙げて

おり、この数年は自浄作用活性化委員会を立

ち上げ、全会員への浸透に努力してきました

が、誠に遺憾なことであり、残念でなりません。

この件に関しては、後で加藤代議員からご

質問をいただいておりますが、私共は初めに

決めていましたので、ここで申し上げます。

鳥取県医師会定款第１２条に、「会長は、会員

で次の各号の一に該当する者があると認める

ときは、裁定委員会の審議裁定を経て、戒告

又は除名の処分をすることができる。�医師

の倫理に違反し、会員としての名誉又は本会

の名誉を毀損した者」とあり、本件は、これ

に該当するものと認め、近く裁定委員会の開

催をお願いしようと考えています。

このことによって、県民の皆さんの医療、

医師に対する不信感は相当なものがあります。

これを払拭することはなかなか難しいですが、

急いでも仕様がありませんので、一歩一歩、

医師一人一人が、安全で安心な良質の医療を

患者さんに提供することによって、いつの日

にかこの屈辱を凌駕することを誓って挨拶と

致します。どうぞよろしくお願い致します。

〈魚谷議長〉

どうもありがとうございました。続きまし

て、「報告」に移ります。「平成１８年度鳥取県

医師会会務報告」につきまして富長副会長、

お願いします。

〈富長副会長〉

副会長の富長でございます。それでは会務

報告についてご説明致します。お手元に配付

しております冊子の１頁をご覧下さい。

平成１９年１月末日現在の会員数は１，３６４名

であります。そのうち、Ａ１会員が４４６名で

約３分の１弱でございます。これを地区別に

見ますと、東部医師会５２５名、中部医師会２１２

名、西部医師会４９２名、大学医師会１３５名と

なっており、昨年同期に比べて８名の増でご

ざいます。
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次に、物故会員についてでございます。平

成１８年２月１日より本年１月末日に至る間、

物故されました先生は、１、２頁に記載のと

おり、宮川英子先生、寺岡敏行先生、原田恒

夫先生、都田睦子先生、田中仙二先生、牧野

禮一郎先生、山口 勉先生、三好秀樹先生、

名島俊一先生、松井克明先生、正木忠夫先生、

上村 治先生、島 隆允先生、坂本義博先生、

後藤久雄先生の１５名でございます。

その後、本日までに、竹内 亮先生がお亡

くなりになっておられます。

ここで、議長さんにお願い致しまして、物

故されました先生方の生前のご功績をたたえ

るとともに、黙祷を捧げ、心からご冥福をお

祈りしたいと思います。よろしくお取り計ら

い下さいますようお願い致します。

〈魚谷議長〉

ただいま、ご提案がございましたとおり、

物故されました先生方のご冥福を祈り、黙祷

を捧げたいと思います。全員ご起立をお願い

致します。

黙祷はじめ。

黙祷終わり。どうもありがとうございまし

た。ご着席下さい。

引き続き、会務報告をお願いします。

〈富長副会長〉

ありがとうございました。それでは、会務

報告を続けます。

［以下、会務報告について説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。以上で会務報告

は終了致しました。

それでは、ただいままでの会長挨拶と会務

報告に関して、ご発言がありましたら挙手を

お願いします。

〈８番：加藤代議員〉

質問状がまとめてありますけれども、順番

はどうでもいいのでしょうか。私が一番最後

になっているので、一番最後かと思いますが、

よろしいでしょうか。

〈魚谷議長〉

あらかじめ提出されております質問状に関

しましては、後程、予算の説明がございまし

た後に一括してやる予定にしておりますが、

どうぞ。

〈８番：加藤代議員〉

先程からそれぞれ言及されましたが、大淀

会の問題です。冒頭に会長が定款の第１２条の

制裁権の発動ということを言及されました。

御承知のように、日医は医の倫理の高揚と、

それから自浄作用の促進ということを提唱さ

れております。医の倫理というのは、生命倫

理と同時に職業倫理という意味もありますが、

大淀会の問題は、結局その職業倫理に反する

行為だということでございます。

それで、制裁の内容ですけれども、定款に

よれば、戒告か除名かのどちらかであると思

います。岡本会長は下部組織に委託されまし

たので、結局その審議を待っての結論だとは

思いますが、ただ、大淀会の診療報酬の不正

受給というのは額にすれば２３０万程度という

ことです。それが多いか少ないか、それぞれ

受け取り方が違うと思いますが、その制裁を

科す判断の基準ですけれども、額が多い少な

いということではなしに、倫理に反したり、

それから定款自体を無視したという事実に即

してやはり判断されるべきではないでしょう

か。

それと、この医療業界の中では別に大淀会

が初めてではないので、鳥取県でも以前に似

たような事例はあったようにお聞きしており

ます。事件の内容は、医療業界でいえば不正

請求・受給ということですが、これは我々の

中での感覚であって、一旦外に出て社会的な

観点から見れば、これは事実でもない架空の

話をでっち上げて金を巻き上げたという、世

間で言えばこれは詐欺に等しいことでありま

す。巻き上げた金というのは、別に個人の金

ではなくて支払基金の金庫から巻き上げたと

いうことで、結局、国庫の金を巻き上げたと

いうことであり、結果的にはこれは公金横領

になると思います。これは世間では普通、刑

事罰に値すると思います。そういう事の重大

性から考えれば、制裁は戒告というような中

途半端なことではなしに、私は結果としては

除籍が妥当だと思います。岡本会長にはその

辺、個人的に御意見を述べにくいところもあ

りますけども、どのようにお考えかというこ

とが１つでございます。

もう一つは、除名ということを念頭に置く

と、会長の第１２条１項の発動とは別に、定款
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には第６条というのがございます。それは本

会の会員は所属地区会員であるということで

あって、その第２項には、所属の地区会員の

資格を失えば本会の会員資格は自動的に失う

ということになっております。大淀会は西部

地区のことです。もし西部医師会が該当者を

除籍されれば、岡本会長は１２条発動なしに自

動的に除名ということが成立するわけです。

この点に関して、今日ご出席の西部の魚谷会

長に若干なりともご意見を賜ればと思います。

以上でございます。

〈魚谷議長〉

加藤代議員のご質問は、後程と思っており

ましたが、先生のご質問はそれでよろしいで

しょうか。では、岡本会長、お願い致します。

〈岡本会長〉

先程の会務報告にもございましたが、昨年

の３月に自浄作用活性化委員会の名前のもと

に、私はまだ会長に就任していなかったので

すが、もうこれだけはやっておこうというこ

とで注意文書を書いて、長田会長名で出させ

ていただきました。それで少しやわらかくな

るのかなと思ったのですが、なかなかうまく

いきませんでした。先生がおっしゃるように、

私が決めればいいことかもしれませんが、た

だ、会というものは組織ですので私の一存と

いうわけにはなかなかいきません。気持ちと

しては非常に鬱陶しいものがありますが、裁

定委員会をきちんと開催してやらないといけ

ないのではないかなと思います。

私も初めは、私共役員内で話し合っている

時は、あらかじめ自分達が決めて提示しない

といけないのかなと思っていたのです。です

から、どのように提示するか随分悩んでいた

のですが、よくよく定款を見てみますと、私

共が決めることでなくて、その委員会に委託

をして決めていただくということでございま

すので、そういう方法をとらせていただきま

した。私は、先生のおっしゃることはよく理

解できますし、こういうことが二度と起こら

ないようにという思いからだと思いますので、

しっかり対応していきます。ありがとうござ

いました。

〈魚谷議長〉

西部医師会は、私もすぐに定款をよく読ん

で、どこに該当するかを調べてみたのですが、

残念ながら西部医師会の場合は、定款に少し

曖昧な部分がございまして、明確にこの項目

に違反しているからどうこうということがな

いものでございます。現在考えているのは、

常任理事会及び理事会で今後どう対処してい

くかを決めていきたいと思っております。以

上でよろしいでしょうか。

それでは、他にご発言はございませんで

しょうか。

ないようでございますので、６番の議事に

移ります。

第１号議案「平成１８年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について」を上程致します。執

行部のご説明をお願いします。明穂理事、よ

ろしくお願いします。

〈明穂理事〉

ご説明致します。お手元の資料３頁をご覧

下さい。平成１８年度鳥取県医師会会費減免申

請追加分でございます。６名の方が掲載され

ております。東部２名、中部１名、西部１名、

大学２名です。申請理由は、病気療養中２名、

研修医２名、その他特別の事由２名です。よ

ろしくお願い致します。

〈魚谷議長〉

ただいまのご説明について、何かご質問は

ございませんか。

ないようですので、採決に移ります。

第１号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第１号

議案は原案通り可決されました。

続いて、第２号議案「平成１９年度鳥取県医

師会事業計画案について」を上程致します。

執行部のご説明をお願いします。野島副会長、

お願い致します。

〈野島副会長〉

副会長の野島でございます。それでは、平

成１９年度鳥取県医師会事業計画案につきまし

てご説明致します。

［以下、議案書により説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまのご説

明につきまして、何かご質問はございません

か。
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〈２０番：松田代議員〉

２０番、中部医師会の松田です。１２頁の「６．

� 医療保険制度対策」というところに特別

医療制度への協力を図るということが謳って

ありますけれども、県は２０年４月から特別医

療の見直しということで、薬局でも１，０００円

負担金を取るという変更を示しております。

１４頁に三師会との連携というところがござい

ますが、その辺は薬剤師会ともぜひ協議いた

だいて、今まで小児に関していえば、薬局で

の負担は全くない状態だったのが、今度制度

が変わり、薬局に行くと１，０００円を払わない

といけないという患者負担が増えることにな

ると思います。その辺、薬剤師会等とも連携

していただいて、制度に対してきちんとした

提言を医師会の方からも是非していただきた

いと思います。

〈魚谷議長〉

笠木理事お願いします。

〈笠木理事〉

笠木でございます。今、松田代議員がおっ

しゃったように、平成２０年４月１日付で、県

の方が計画している「特別医療費助成制度の

見直し」では、薬局も一医療機関として取り

扱い、今まで定額負担だったものが１割定率

負担でというものです。県は、３月２日まで

パブリックコメントを募集しておりました。

それに関しては、小児科医会を含めまして幾

つかパブリックコメントを県の方に提出して

おります。なおかつ、岡本会長にも要望書を

提出するようにお願いしております。

残念ながら今のところどうなるのか見通し

が立たないのですけれども、問題点は、小児

医療だけではなくて、今まで精神障害者の方

や重度の身障者の方たちというのは負担がゼ

ロだったものがすべて１割負担になります。

その１割負担も医療機関、診療所、病院等に

おける１割負担及び薬局においても１割負担

ということを県は考えております。そのため

に院外処方の医療機関と院内処方の医療機関

との格差が生じることになります。院内処方

をやっている医療機関だけを受診しておけば

何回受診しても最高１，０００円までという上限

が決まっていまして、院外処方をしてやって

いる医療機関を受診すれば、診療所、病院に

最高１，０００円まで、なおかつ薬局におきまし

てまた最高１，０００円までという負担になりま

す。マックスを払いますと、院内処方をやっ

ていらっしゃる医療機関と院外処方をやって

いる医療機関のどちらを受診するかによって

最高１，０００円までの負担で済むか、２，０００円ま

での負担で済むかという話になりまして、倍、

半分の差になります。

ほとんどのケースの場合は、例えばその月

に初診をして再診を致しますと、１割負担で

も大体１，０００円近くになってしまいますので、

院内処方の医療機関を受ける方が患者さんに

とっては負担が少なくて済むということで、

無用な医療機関の格差を生じることが目に見

える内容でございます。パブリックコメント

等は今のところ４００幾つぐらいが県の方にき

ているようで、ただいまそれの集約をしつつ

あるということです。

他の団体、例えば、薬剤師会等に関しまし

ては、県の幹部の薬剤師の先生方はご存じ

だったようですが、末端の薬剤師の先生方は

余り知らないという状況です。医療機関は、

場合によっては院外処方をしていらっしゃる

ところは院内処方に切りかえれば済むことも

考えられるのですけれども、薬局にとっては

死活問題になるので、もっと薬局の方がとい

う気がするのですけれども、その辺の温度差

があることを感じております。そのため、薬

剤師会の方に一応その旨を伝えて、どうしよ

うかという話をすることは聞き及んでおりま

すけども、具体的なことは聞いておりません。

どちらにしましても、今、松田代議員がご

指摘のように、他の会ときちんと共同で対処

しないと無用な格差を生じるということにな

りかねませんので、これからいろいろ考えて

いきたいと思います。

〈魚谷議長〉

松田代議員、よろしいでしょうか。

〈２０番：松田代議員〉

是非、患者さんの負担が増えないように、

改悪にならないように県医師会として対応し

ていただきたいと思います。よろしくお願い

します。

〈魚谷議長〉

他に執行部の方からご追加ございませんか。

〈岡本会長〉

障害者自立支援法につきましては、出来る
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前から県医師会としては反対しておりまして、

県ともかなりやり合っております。ただ、出

来てきたものですから、ある程度仕様がない

と思います。それで、この４月から少しずつ

改正されていくという方向にあるようですの

で、是非これを相談したいと思っております。

笠木理事の言うことが、正しいことを言って

いると思いますので、よろしくお願い致しま

す。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

他にはご質問等ございませんか。

〈１９番：池田代議員〉

１９番、池田です。少し関連したことなので

すが、先程、笠木理事が言われましたように、

パブリックコメントが４００幾らという今まで

にないものが集まったニュースが私のところ

にも入っていきました。それで、もう一度見

直し案をつくって、もう一回説明会を開き、

それから議会に提案するというようなことは

聞き及んでいるのですけども、議会に提案す

る前にちょっと何か要望書みたいものを出す

という方法も考えてみてはいかがでしょうか。

それから、障害者自立支援法でいいますと、

今日、ハワイアロハホールでの障害者自立支

援法を抜本的改正を要求するフォーラムに

行ってきましたが、本当に当事者たちが困っ

ているということがございます。何とかなら

ないものでしょうか。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。ただいまのはご意見

として承っておきます。

他にはございませんでしょうか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第２号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第２号

議案は原案通り可決されました。

続きまして、第３号議案「平成１９年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について」を上程

致します。執行部のご説明をお願いします。

明穂理事、よろしくお願いします。

〈明穂理事〉

ご説明致します。お手元の資料２０頁をご覧

ください。２０頁から２４頁にかけて申請一覧を

掲載しております。２０頁の上の表でまとめて

おります。高齢会員６７名、傷病で申請が出た

会員５名、研修医２３名、不慮の災害０、その

他特別の事由０で、あわせて９５名の方から申

請が出ております。よろしくお願い致します。

〈魚谷議長〉

ただいまのご説明につきまして、何かご質

問はございませんか。

ないようですので、採決に移ります。

第３号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

「挙手多数」と認めます。よって、第３号

議案は原案通り可決されました。

次に、第４号議案「平成１９年度鳥取県医師

会一般会計収支予算案について」を上程致し

ます。執行部のご説明をお願い致します。明

穂理事、よろしくお願いします。

〈明穂理事〉

それでは、２５頁をご覧ください。平成１９年

度鳥取県医師会一般会計収支予算案について

ご説明致します。

［以下、議案書について説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ここで予算案に

対する質問の他に、会務全般にわたっての質

疑を行います。

昨日までに、あらかじめ４名の代議員から

質問が届いておりますので、そちらを先に取

り上げますが、加藤代議員の質問は、先程会

務報告の後に行いましたので、よろしいで

しょうか。それでは、３名の方の質問を受付

順でいきます。質問内容は、皆様のお手元に

配付していますが、議事録作成のために質問

者は、質問内容の要旨の説明を口頭でよろし

くお願い致します。

まず、最初に２３番の安梅代議員から質問を

お願いします。

〈２３番：安梅代議員〉

２３番、中部医師会の安梅でございます。質

問事項は２つありましたが、この会の前にア

ンケートがありましたので、２番は取り下げ

させていただきます。

まず１番ですが、鳥取市でのノロウイルス

による感染性胃腸炎が流行しまして、日本最

多の発生患者数でした。その時に我々医師会
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は、学校あるいは施設の人達にノロウイルス

の感染予防、特に２次予防を本来提言するは

ずではなかったのかなと思います。特に事業

計画に県民向けの広報活動の強化というのが

ありますので、これに則って新聞に全面広告

して、手洗いの仕方、うがいの仕方、それか

ら汚物の処理の仕方、そういったものを広く

アピールすることはできなかったのかなと考

えております。

それから、２番目としまして、北見市でそ

れまで６００人ぐらいのノロウイルスによる感

染性胃腸炎がありましたが、その地方では血

液型とノロウイルスの発病関係を調査してお

ります。我々の血液型というのは、唾液に分

泌される分泌型と、それから唾液とか汗とか

には分泌されない非分泌型の２通りあります、

AB型もありますが、その非分泌型の人達は、

ボランティアによる研究ではノロウイルスを

内服しても発病者はゼロだったということで

す。それに対して、唾液などに出てくる分泌

型の人達は、半分ぐらい発病するということ

が言われておりますので、感染しても発病し

ない人達は、ひょっとしたらキャリアなどに

なっているのではないだろうかというような

調査を鳥取県医師会が主導してさらに解明し

ていっていただけないものだろうかと。特に

鳥取県は転んでもただでは起きないというよ

うな、汚名挽回を図っていただければと考え

ております。以上であります。

〈魚谷議長〉

ただいまの質問に対しまして、執行部の方

からの答弁をお願い致します。

〈天野常任理事〉

県医師会の感染症を担当しております天野

と申します。この度鳥取市で起きました小・

中学校あるいは高校のノロウイルスによる感

染性胃腸炎ですが、これは発症当初、感染症

なのか、食中毒なのか断定が速やかに行われ

なかったようで、そのうち学校給食が原因の

ノロウイルスが検出され、食中毒ということ

で報道されております。

この度は、初期段階がどうもうまくいかな

かったようで、このような大規模な集団発生

になったのですが、食中毒ということになり

ますと、やはり動き出すのは行政サイドが主

になると思います。特に保健所、それから市

の教育委員会の方が協力してやっていく体制

がまずとられるのではないかと思います。確

かに鳥取県医師会の方にも発症当初、鳥取市

内で発生しましたよという第一報があったの

ですが、その後、特に何の連絡もなく、市教

委からも特に依頼といったようなものがな

かったので、県医師会として独自の対策は立

てなかったのです。ただ、市内におきまして

医療機関の先生方は、児童生徒さんで感染症

でおいでになった方の治療はもちろん、それ

から家族の方への二次感染予防等については、

説明をしておられたのではないかと推測して

おります。

それから、あと学校医の方ですけれども、

学校の養護教諭の先生から逐次情報が入った

と思います。といいますのは、私は北栄町で

大栄中学校の校医をしておりますが、北栄町

の方も１人ノロウイルスらしき生徒がいると

いう情報を逐次、学校の方から入れていただ

き、養護教諭の先生がどういうふうに対応し

たらよろしいでしょうかということで常に連

絡を入れていただきました。手洗いやうがい

を完全にしてください、それから次亜塩素酸

系の消毒を徹底してください、ということを

徹底したおかげで、その後は二次感染が起こ

ることなく経過致しました。だから多分、学

校医の先生方も養護教諭の先生から、何人、

学校を休んでいるとか、こういう状態です、

ということで逐次情報は持っておられたと思

います。それに対して、学校医の先生方は恐

らく適切な指導措置を指示されたと私は確信

しております。

あと県医師会の広報に関してですが、県医

師会報に平成１６年の２月号と平成１７年の１月

号にノロウイルスに関する予防ということを

重点に、「感染症だより」をご覧いただけれ

ば、載せております。それで、１７年度は老人

施設で非常に多発したので、特に力を入れて

ポスターを作成し、県医師会から各医療機関

に配付しております。恐らく先生方は、待合

室にそれを今でも張っておられるのではない

かという期待を持っておりますが、２年前に

なりますのでもう破棄されているところもあ

るかもしれません。私のところは、待合室の

テレビの上にまだ見えるように張って、住民

の方に注意喚起をしているところでございま
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す。

それから、今日の医師会の会務報告６８、６９

頁をご覧いただければわかると思いますが、

公開健康講座の第１８０回と１８１回で住民向けの

講演会を開催しております。第１８０回は、昨

年１１月１６日、中部で藤井政雄記念病院総院長

の引田先生に講演をいただき、冬場の感染症

ということでインフルエンザと、それからノ

ロウイルスに関する講演をお願いして住民の

方々に啓蒙をさせていただきました。その要

旨ですが、日本海新聞にも掲載しております

ので、多分住民の方もそれを読んでおられる

と思います。さらに１８１回は、１２月１１日に県

立中央病院の杉本先生に県医師会館でインフ

ルエンザ、それからノロウイルス、さらにロ

タウイルスに関しましての講演をいただき、

それも要旨は日本海新聞に載っております。

そういった面を介して住民の方々には広報が

出来ているのではないかと思います。

それで、医師会と致しましては、大きな花

火を上げることも非常に大事ですけども、日

頃からの地道な予防活動、感染症に対する予

防というのがやはり大事ではないかと考えて

おりますので、今後とも地道に感染症に対し

まして、広報活動を継続していきたいと思っ

ております。

それから、２番目の疫学調査ですが、血液

型との関係ということでございますけれども、

これもなかなか難しい問題で、やはり疫学的

調査となりますと、これは一医師会がやると

いうよりは、県の衛生研究所あるいは大学の

公衆衛生学教室の方が表立ってするといった

ようなことで、もし医師会の方に協力をお願

い致しますといったようなことがあれば、そ

れを一緒にやらせていただく方向になるので

はないかと思います。やはり今、非常に個人

情報が難しい時期になっておりまして、身体

検査結果の統計をとって発表するのにもすべ

て保護者の許可が要りますので、なかなかこ

れは一医師会がこういう調査をするというこ

とは非常に難しいのではないかという印象を

持っております。以上でございます。

〈魚谷議長〉

いかがでしょうか。ただいまの答弁でよろ

しいでしょうか。

〈２３番：安梅代議員〉

１番の方は納得できました。２番の疫学調

査は確かに難しいのですけれども、やはり医

師会というのは、学術団体だと思います。で

すから、行政の方にちょっと働きかけるとか、

そういうことをしてみてもいいのではないだ

ろうかと思います。そうでないと、このまま

鳥取県は、１，２００人ぐらいのノロウイルス発

生患者を出したという不名誉な点を残してし

まいますので、やはり鳥取の名誉にかけて、

それなりのことはやってもいいのではないか

なということで、私の質問を終わりにしたい

と思います。ありがとうございました。

〈魚谷議長〉

追加のご答弁はよろしいでしょうか。

〈岡本会長〉

鳥取市でのノロウイルスによる感染性胃腸

炎の始まりは、非常にわかりにくく、確か参

観日があって、そこで大量に発生したという

ことが契機になり、いろいろ調べられたとお

伺いしております。私は学校医をしておりま

せんが、私の女房は学校医をしています。そ

の時は、学校医に情報提供ではなくて、うち

の学校の者が何人か行きましたかというよう

な聞き方で、非常に秘密主義の聞き方、いわ

ゆる学校医さんに対する態度ではなかったと

いうことを私は覚えております。

それで、先程天野常任理事から説明があり

ましたが、福祉保健部の方から一報がありま

した。その後もなかなか連絡がないものです

から、私は福祉保健部次長に電話を入れて、

どうなっているのだとお聞きしましたところ、

全く市から情報が入ってこないということで

した。それから県は割合縦割りですので、こ

の食中毒に関しては、生活環境部の管轄で福

祉保健部ではないということです。ですから、

彼らも情報がなく、医師会に協力して欲しい

ことがあったらいつでも言ってくれというこ

とは言っておきました。

また、我々県医師会が関係を持っているの

が、教育委員会の中でも県の教育委員会の関

係で、今回の事例は市の教育委員会が担当し

ているため、県の教育委員会に全然あがって

きてないのです。ですから、我々のところに

入ってくるルートがなかったというのが実状

でした。
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それから、安梅代議員が言われましたよう

に、疫学調査に関しては、勉強すればいいか

もしれません。ただ、そういう研究をして多

くのお金を出しても大して実の上がらない、

また、専門家もいませんので、もう少し違う

方面で我々は仕事をした方がいいのではない

かと思っております。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈宮�常任理事〉

常任理事で庶務担当をしております宮�で

す。先程の代議員会の開催日等に関するアン

ケート調査を行った結果が出ましたので、発

表したいと思います。

まず開催日につきましては、第一希望はや

はり土曜日の１９名が一番多くて、その次が木

曜日の９名、それから日曜日が７名というこ

とで、土曜日開催が圧倒的に多いという結果

です。それから開催地ですけれども、持ち回

りが１９名、鳥取が６名、倉吉が６名という結

果です。

このことに関しては、以前中四国の代議員

会の開催地をどこにしているのか調べたこと

があり、ほぼ１００％代議員会は県医師会で開

催しています。例外として岡山と島根で１回

だけありましたが、これもちょっと特別な例

で、ほぼ１００％県医師会で開催しているとい

う状況でございました。

それから、代議員会後の懇親会を開催する

かどうかに関しての結果は、必要という方が

６名、どちらかといえば必要が１０名、合わせ

て１６名、必要ないが５名、どちらかといえば

必要ないが１２名、合わせて１７名で、ほぼ拮抗

しております。

実は４年前にも同じような調査をしており

まして、代議員会の開催日はやはり土曜日が

一番多かったです。２番目が木曜日、３番目

が日曜日ということで本日と同じ結果でした。

また、その時も代議員会後の懇親会をもう開

かなくてもいいのではないかという意見があ

りまして、４年前の６月の代議員会で一度懇

親会をやめたことがあったのですが、どうも

評判がよくなかったということで、やはり開

いた方がいいのではないかということで開か

せてもらっています。いろいろまた分析しま

して、再検討したいと思っておりますが、本

日のアンケート調査結果の速報は、そういう

結果でございました。以上です。

〈魚谷議長〉

折角この件につきましても答弁がございま

したので、何か追加のご意見等はありません

か。

ないようでございますので、次に１９番、池

田代議員から質問をお願い致します。

〈１９番：池田代議員〉

中部の池田です。私は、岡本会長の意向で

１月２０日の社会保障委員会総会に出席させて

もらいました。初めにまず、日頃審査の先生

方は、お忙しい中、自分の時間を割いてご苦

労なさっているということは承知の上での質

問になろうかと思います。失礼な点は、お許

し願いたいと思います。

まず、会議に出ながら感じたのが、それぞ

れ審査の先生は、診療側、それから保険者側、

公益代表がありますが、もう少しそれぞれの

立場を主張した議論の場であっていいのでは

ないかなと思います。例えば、指導の時にい

つも結論が出ないままに、いわゆるdo処方

の問題だとか投薬に関しての薬理作用を重視

するのか、それとも病名重視なのかというよ

うな点、そういった簡単なことでも協議して、

せっかくのあれだけ多くの先生方、審査の先

生方がおられるわけですから、そこで何か結

論めいたものが出ないのかなと思いながら聞

いておりました。いつも国保は査定されない

のが、社保は査定されるとかです。こういう

矛盾が本当にあっていいのだろうか、公平・

中立を保つ意味において何か大きなところで

結論めいたものを出して欲しかったなど、た

だ会員からの質問に回答するだけで終わって

しまった気が致します。

これは余談なことですが、会議の進行中に、

かつてプロ野球の二出川という審判が、私が

ルールブックだと言ったようなこととか、ま

た最近、統一地方選挙も近いのですけども、

知事の多選問題がいろいろ議論されている中、

そういうことがちょっと頭の中によぎりまし

た。失礼な点は許していただきながらの質問

とさせていただきます。

〈魚谷議長〉

それでは、執行部の方から答弁をお願い致

します。
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〈富長副会長〉

医療保険を担当しております富長でござい

ます。ただいまの質問に対して回答させてい

ただきます。

大変貴重な質問を本当にありがとうござい

ました。この社会保障部委員会の総会という

のは、ずっと以前から行われてきております

が、ただ、数年前にその形式をちょっと変更

致しました。従来は、現在も行っております

けれども、最初に、いくつかの会の報告をし

ております。その次に、以前は年に１回行わ

れます社会保険指導者講習会、これは東京の

日医で行われますが、それの伝達講習をやっ

ておりました。それを数年前から、先程おっ

しゃいましたように審査機関の間での格差是

正あるいは審査委員相互の格差是正を目的に、

また疑義解釈に関して検討する機会をという

ことで、現在の形、すなわち最初に各会員か

ら議題を募って、その募って出てきました議

題に対して、その総会で一応議論するという

現在の形をとっているわけです。

ただ、先程ご指摘にありましたように、実

際には議題もたくさん出てまいりますし、時

間的にそこでいろいろ議論をして結論を出す

というのは非常に大変無理な点もあり、建前

はそうですが、実際には審査会の方から回答

をいただいて、それで終わっているというの

が実情で、ご指摘のとおりでございます。た

だ、この方法でも統一した見解、統一した意

見というのをそこで示してもらいますと、少

なくとも審査委員の先生がほぼ全員出てい

らっしゃいますので、審査委員間の格差是正

ということに関しては、ある程度効果があっ

たのではないかと考えております。

それから、基金と国保との間の意見が違っ

た場合、そこで議論をして結論を出すという

のが理想だと思いますが、やはりこれも短い

時間で、そこでの結論を出すのは非常に難し

いだろうと思います。実際には基金と国保の

間では、そういった格差を是正するために別

に会を持っておられますので、そこで十分に

議論をしていただいて結論を出していただい

ているのが実情であろうと思います。ただ、

医師会の会員の先生方の意見もやはりそう

いったところに反映しなければいけないとい

うのも事実でございますので、そのために実

際には総会以外に社会保障部委員の中である

程度人数をもう少し絞って少ない人数を委員

とする常任委員会というのを持っております。

そこでは十分議論をする時間がございますの

で、総会で出た議題でもっと議論しなければ

いけないような問題あるいは基金と国保とで

見解が異なるような問題、そういった問題に

関してはその常任委員会で議論するという形

をとっております。

ただ、それでもやっぱり総会で議論をした

方がいいという、どうしても総会でというこ

とになりますと、一つの案といたしまして、

審査委員会の方からあらかじめ回答をいただ

いておくということにして、そしてその中で

多くの議題の中から基金と国保とで見解の異

なる議題であるとか、あるいは見解は一緒で

あっても問題のあるような議題について的を

絞って数を少なくして、それを重点的に大人

数の中で議論するという方法も可能であろう

と思いますので、今後そのような点で検討し

ていきたいと考えております。

それから、最初におっしゃられました審査

委員の先生方が現在、診療側の代表あるいは

保険者側の代表、公益代表ということで出て

おられるわけですが、その出身の代表間それ

ぞれの立場での議論をということでしたが、

実際にはどうでしょうか。審査委員の先生方、

自分は診療側の代表だ、自分は保険者側だ、

あるいは公益代表だという、そういう意識は

実際にはほとんどの先生方はお持ちではない

のではないかという気が致します。そういう

明らかに異なった立場から出ておられるので

したら、そういう議論が十分必要でしょうし、

成り立つのだろうと思いますが、実際には審

査委員の先生方は、ほぼ全員が医師会の会員

ですので、なかなかそういう議論は難しいよ

うな気が致します。実際には会員であります

ので、診療側の立場をよく理解しながら、一

方では、その立場上、保険者側の意見も考慮

に入れながら、やはりそこは公平な立場で審

査をしていただいているのであろうと思って

おります。

ただ、医師会と致しましては、診療側に

立って是非審査して欲しいというふうに主張

するつもりは毛頭ございません。医師の裁量

権を認めていただくような審査、事務官が行
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うのとは違って医師ではないとできないよう

な審査、そういう審査をしていただきたいと

いうことを常々申しておりますし、そういう

ことで対応していこうと考えております。以

上でございます。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈１９番：池田代議員〉

いろいろありがとうございました。日頃、

担当の富長副会長が非常に努力されているこ

とは重々承知の上です。今後いろいろ何か有

意義な会にしていくことをよろしくお願い致

します。

〈富長副会長〉

ありがとうございました。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈岡本会長〉

池田代議員、任期１０年の話はしなくていい

ですか。それから７０歳以上というのはよろし

いですか。

〈１９番：池田代議員〉

よろしくお願いします。

〈岡本会長〉

本当に医学、医療の進歩は、目覚ましいも

のがございますので、なるべく刷新というこ

とが非常に大事なことだと我々も主張してお

ります。以前は厚労省からそういう達示があ

りまして、なるべく任期を１０年以内にしよう

と、それから７０歳を定年にして新しく選任し

ないということが出ております。基金の方で

は、７０歳以上というのは守られています。初

めはその方向で我々も申し上げますし、話し

が進んでおりました。先生がおっしゃいます

ように、いや、私、診る人、私、診られる人

ではなくて、少しずつ変わっていった方が進

歩もあっていいのではないかということは

ずっと申し上げております。

ところが、平成１６年の基金の書類を取り寄

せたら、任期１０年以上というのはなくなって

いるのです。７０歳以上からは選任しないとい

うことは書いてあります。いつどうなったの

かというのは、私も今度取り寄せてみて初め

て知りました。ただ、我々が推薦する場合、

医療側の場合は当然そういうことを考慮して

推薦しますし、他のところとはちょっと違い

ますので、何とも言えません。

それから国保に関しては、私は愛媛に親し

い友人がおりまして、いろいろ聞いたのです

が、基金は両方とも守れて、国保に関しては、

全然していないというのが現状だとお聞きし

ております。以上です。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈１９番：池田代議員〉

ありがとうございました。

〈魚谷議長〉

執行部の方は、他にございませんでしょう

か。

それでは、次に、２２番、石田代議員から質

問をお願い致します。

〈２２番：石田代議員〉

２２番、石田です。この度公益法人制度改革

ということがありまして、１９年度の事業計画

の中にも諸規程改定で公益法人制度改革に伴

い、定款諸規程の見直しを検討するとあげて

ありますけれども、現在のところのスケ

ジュールといいますか、タイムテーブルとい

いますか、どのような予定になっているかと

いうことと、他県の状況などの情報の収集の

状況をお伺いします。

それと２番目に、他の法人、例えば歯科医

師会でありますとか薬剤師会などの対応の情

報などがわかればお教え願いたいと思います。

〈魚谷議長〉

それでは、執行部の方から答弁をお願い致

します。

〈宮�常任理事〉

庶務担当の宮�です。公益法人改革につき

ましては、昨年の６月２日に法律が公布され

ました。平成２０年度中に施行という予定に

なっております。法律が施行されまして５年

間というのが移行期間で、この移行期間に必

要な手続をとって新制度に移行する予定でご

ざいます。それで鳥取県では、すべての医療

法人を集めまして、１１月１日に県民文化会館

で説明会が開催され、事務局が参加しており

ます。つまり平成２５年、あと６年ちょっとあ

りますが、この間に必要な対策をすればいい

なと思っています。例えば、公益目的事業と

いうのが５０％以上を占めるという基準があり

ますので、これは必ずクリアしていかなけれ
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ばいけないものだなあと思っております。そ

の他のことは、まだ法律が公布された段階で

すし、この４月から順次、政省令が発令して

きますので、それからのことだと思っており

ます。

それから、全国の公益認定法人を申請する

県は、今のところ大体半分のようです。あと

の半分は、まだ時間がありますので、検討中

か検討していないということのようでござい

ます。それから他の団体のことは、全く把握

しておりません。今回のこの公益法人の改革

というのは、主務官庁、今までは法人の設立

認定に対しては、その主務官庁が行ってきた

のが、これが全部廃止になって、登記登録す

れば簡単に医療法人が設立できるということ

で、これは一般の社団・財団法人ですが、い

わゆる公益性があるということで認定するた

めには民間の有識者による合同会議の委員会

で認定し、最終的には内閣総理大臣ないしは

各都道府県の知事が認定するということで、

この辺が変わってくるのだと思います。

何れにしましても、全国にこの認定の法人

というのが２万５～６千あるようでございま

す。これを一々、この団体は公益性があるな

いなんていうのをやっていくことは、誰が見

ても正当性のあることでやっていけるのか、

じっくり見たいなとは思っています。先程言

いましたように、公益目的事業は５０％以上と

いう比率というのは、クリアしなければいけ

ない問題ですし、公益法人化は絶対条件です

が、まだ時間がありますので、様子を見なが

らやっていきたいと思っております。以上で

す。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈岡本会長〉

先程の富長副会長からの報告でもありまし

たように、私は今、日本医師会の定款諸規程

等検討委員会委員に参画しており、この問題

を一番取り上げているところです。

石田代議員がおっしゃるように、公益法人

と普通法人に今度分けるのです。ですから、

公益法人ですと結局税金がかからないので、

そのかわりきちんとした仕事をしてくれと。

普通法人はそのままで全然構いませんが、公

益法人を取りたかったら、きちんとしたこと

をやろうということを今言っているわけです。

全国で今、半数の県が公益法人をやるという

ことで一生懸命になっており、我々の県では、

これから検討中であるということです。これ

は全県的、全国的にステータスといいますか、

外部からの信用といいますか、当然取らない

とやっていけないものだと思います。だから

県医師会も地区医師会もその方向で考えてい

るところです。先日、私は東部医師会の代議

員会に出させていただいたのですが、板倉会

長さんもそのことは強く主張しておられまし

たし、当然皆さん勉強しておられます。

我々もノウハウを持ちながらやっているの

ですが、日本医師会の場合は、委員会に弁護

士がいます。それから会計士もおられます。

そういう方も入れて大体委員が医師会長中心

の委員会ですが、かなり活発にやっておりま

す。ただ、先程申し上げたように、まだまだ

時間があります。やはり備えあれば憂いなし

ですから、十分に検討しながらやっていき、

一番初めに絶対日本医師会が行うと言ってい

ますので、まずたたき台というより模範的な

ものを出そうという方向で今、話を進めてお

ります。

しかし、そんなに早くする必要はないので

はないかという考え方もやはりあるようです。

一つ一つ是正すべきところは是正しながら、

公益法人に関しては、もう少しゆっくりでも

いいのではないかという考え方が主でござい

ます。ですから、どうしても今しなくてはい

けないものは、県でもそうですが、県医師会

もこれを直しましょう、こうですよと言われ

て、だけど定款にさわるようなことはもう少

し待ってくれ、という方向で現在進めていま

す。地区医師会の方もすぐに定款にいくので

はなくて、先程も話がございましたように一

歩ずつ近づけていきながら、大もとでは公益

法人をきちんと担保しながらやっていくのが

良いと思います。それが２年先ぐらいには出

来るのではないかと思っていますから、あん

まり急ぐことはありません。ただ、県から急

がされると何となく気忙しくなるのは当然で

ございます。でもそれくらいの感覚でよろし

いのではないかと私は考えております。何か

ありましたら、教えてください。

鳥取県医師会報 ０７．５ 臨時号

52



〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

大変議長の不手際で時間がせっております

ので、質疑応答はなるべく簡潔明瞭にお願い

致します。野坂代議員、どうぞ。

〈３０番：野坂代議員〉

３０番、野坂です。公益法人についての関連

質問です。医師会が公益法人成りをしないと

いけない理由を会長から一言お聞きかせ下さ

い。

〈魚谷議長〉

岡本会長、よろしいでしょうか。

〈岡本会長〉

先程申し上げましたように、何かをすると

税金がかかってきます。ただ、この税金はか

からずにきちっと公益的なことをやっている

団体が公益法人を取らないで、皆さんからい

ただいている会費をそこに流していくという

のは問題ではないかと思います。当然公益的

なことをやっているわけですから、自信を

持って公益法人と言わせていただきたいと

思っています。それから、今、公益法人に

なっていてもそれがクリアできないところが

たくさんあります。でもそれをクリアするの

が我々の仕事ではないでしょうか。会員のた

めにもクリアしたいと思います。

〈魚谷議長〉

よろしいですか。

〈３０番：野坂代議員〉

医師会の収入はほとんどが会員からの会費

で、補助金とか交付金は微々たるものと思い

ます。公益法人成りをしなかった場合に、税

金がどの位現状から増えるのかと云うことが

ちょっと知りたいのですが、如何でしょうか。

〈魚谷議長〉

それは、また後程調べていただくというこ

とでよろしいでしょうか。

〈宮�常任理事〉

今かかってこなければ３割です。公益法人

だと２２％だと思います。それから、その他全

くかからないものがもちろんあります。税金

の面で大分違ってきます。

〈魚谷議長〉

この件に関しまして、他にはございません

でしょうか。

以上で前もって提出されておりました３名

の方の質問に対する質疑応答は終わりました

が、何かこの場で追加のご質問はございませ

んでしょうか。

〈魚谷議長〉

よろしいですか。他にございませんか。

ないようでございますので、第４号議案の

採決に移ります。

第４号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第４号

議案は原案通り可決されました。

次に、第５号議案から第７号議案までの３

議案を一括上程致します。執行部のご説明を

お願いします。明穂理事、よろしくお願いし

ます。

〈明穂理事〉

ご説明致します。３６頁をご覧ください。

［以下、議案書について説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまのご説

明につきまして、何かご質問はございません

か。

ないようですので、採決に移ります。

第５号議案から第７号議案までの３議案に

ついて、いずれも原案通り可決することに賛

成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第５号

議案から第７号議案までの３議案はいずれも

原案通り可決されました。

これで、本日の議案はすべて終了致しまし

た。

閉会にあたりまして、岡本会長から一言ご

挨拶をお願いします。

〈岡本会長〉

どうも御苦労さまでした。本日は平成１９年

度事業計画及び予算等７議案につきまして慎

重に御審議いただきました上、いずれも原案

どおりご承認を賜りました。誠にありがとう

ございました。私共役員の答弁が長くなって

引っ張ってしまい、申し訳ございませんでし

た。

最後になりますが、来年度の総会は、６月

３０日の土曜日を予定しており、唐澤日医会長

が来ていただけることになっております。実
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は、この間お会いしたときに、２つほど予定

が入っていて、どっちに行こうかなと思って

まだ返事をしていないと言われるので、鳥取

県医師会が先に引っ張ってしまおうというこ

とで、今週の日曜日にお会いした時にお願い

したところ、鳥取へ来るとの一報が入りまし

たことを、ご挨拶に代えさせていただきます。

どうもありがとうございました。

〈魚谷議長〉

本日は、長時間の審議をありがとうござい

ました。これで１７３回の定例代議員会を閉会

致します。

［拍手］

［午後６時１０分閉会］

第１７３回鳥取県医師会定例代議員会

［議 長］ 魚 谷 純 印

［署名人］ 中 島 公 和 印

［署名人］ 小 林 哲 印
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第１７３回鳥取県医師会（定例）代議員会次第

と き 平成１９年３月１７日（土） 午後４時

ところ ホテルセントパレス倉吉 倉吉市上井町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．報 告
平成１８年度鳥取県医師会会務報告

６．議 事
第１号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第２号議案 平成１９年度鳥取県医師会事業計

画（案）について

第３号議案 平成１９年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第４号議案 平成１９年度鳥取県医師会一般会

計収支予算（案）について

第５号議案 平成１９年度鳥取県医師会共済会

収支予算（案）について

第６号議案 平成１９年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支予算（案）

について

第７号議案 平成１９年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支予算（案）に

ついて

７．閉 会

第１７３回鳥取県医師会（定例）代議員会名簿

平成１９年３月１７日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 森 英 俊 ３３ 西部 飛 田 義 信

２ 〃 谷 口 玲 子 １８ 〃 山 下 裕 ３４ 〃 遠 藤 秀 之

３ 〃 福 島 明 １９ 中部 池 田 宣 之 ３５ 〃 栗 原 達 郎

４ 〃 秋 藤 洋 一 ２０ 〃 松 田 隆 ３６ 〃 都 田 裕 之

５ 〃 水 本 清 ２１ 〃 引 田 亨 ３７ 〃 小 林 哲

６ 〃 大 津 千 晴 ２２ 〃 石 田 浩 司 ３８ 〃 細 田 明 秀

７ 〃 尾 � 眞 人 ２３ 〃 安 梅 正 則 ３９ 〃 岡 � 幸 男

８ 〃 加 藤 大 司 ２４ 〃 新 田 辰 雄 ４０ 〃 岡 空 輝 夫

９ 〃 小 濱 美 昭 ２５ 〃 森 尾 泰 夫 ４１ 〃 稲 賀 潔

１０ 〃 小 林 恭一郎 ２６ 西部 魚 谷 純 ４２ 大学 井 藤 久 雄

１１ 〃 杉 本 勇 二 ２７ 〃 作 野 嘉 信 ４３ 〃 大 浜 栄 作

１２ 〃 中 島 公 和 ２８ 〃 高 見 徹 ４４ 〃 大 野 耕 策

１３ 〃 深 澤 哲 ２９ 〃 中 曽 庸 博 ４５ 〃 中 島 健 二

１４ 〃 福 永 康 作 ３０ 〃 野 坂 美 仁 ４６ 〃 渡 邊 高 志

１５ 〃 松 浦 喜 房 ３１ 〃 宝 意 規 嗣

１６ 〃 石 河 利一郎 ３２ 〃 山 内 教 宏
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平成１８年度鳥取県医師会会務報告
（一部平成１７年度）

（１８．２．１～１９．１．３１）

庶 務 関 係

１．会員数について
平成１９年１月末日現在、本会会員数は１，３６４

名にして、A１会員４４６名、A２会員２２名、Ｂ会

員８９６名となっており、このうち、会費免除会

員は１１３名である。

更に、これを地区別に示せば次のとおりであ

る。

東部５２５名、中部２１２名、西部４９２名、

大学１３５名 計１，３６４名

２．物故会員について
平成１８年２月１日より、本年１月末日に至る

間の物故会員は次のとおりである。

宮 川 英 子 先生（７６歳）

東伯郡北栄町（１８．２．１逝去）

〔略歴〕

昭和２６年３月 米子医学専門学校卒業

２９年１月 開業

寺 岡 敏 行 先生（７９歳）

鳥取市吉岡温泉町（１８．２．２８逝去）

〔略歴〕

昭和２５年３月 米子医学専門学校卒業

３８年１１月 開業

５７年４月 鳥取県医師会代議員

原 田 恒 夫 先生（８２歳）

鳥取市青谷町（１８．４．７逝去）

〔略歴〕

昭和１４年３月 昭和医学専門学校卒業

２０年１２月 開業

２９年４月 気高医師会理事

都 田 睦 子 先生（８９歳）

境港市京町（１８．４．１３逝去）

〔略歴〕

昭和１３年３月 帝国女子医学薬学専門学校医学

部卒業

２７年５月 開業

田 中 仙 二 先生（７８歳）

鳥取市桜谷（１８．４．２０逝去）

〔略歴〕

昭和２４年３月 岡山医科大学附属医学専門部卒

業

２５年９月 鳥取市立病院勤務

５３年４月 鳥取県医師会代議員

牧 野 禮一郎 先生（９０歳）

鳥取市津ノ井（１８．５．１６逝去）

〔略歴〕

昭和１２年３月 九州医学専門学校卒業

２０年６月 米子医学専門学校教授

３０年１月 国立米子療養所勤務

４４年１１月 鳥取県立中央病院長

５９年４月 岡本医院勤務

６１年１１月 鳥取県医師会副会長

山 口 勉 先生（７２歳）

米子市夜見町（１８．５．１９逝去）

〔略歴〕

昭和３６年３月 鳥取大学医学部卒業

４４年１１月 開業

三 好 秀 樹 先生（５５歳）

倉吉市河原町（１８．５．２８逝去）

〔略歴〕

昭和５１年３月 関西医科大学卒業

５７年５月 三好医院勤務

平成６年４月 鳥取県医師会予備代議員

名 島 俊 一 先生（８４歳）

倉吉市東岩倉町（１８．５．２９逝去）

〔略歴〕

昭和１９年９月 大阪高等医学専門学校卒業

３２年５月 開業

６１年４月 鳥取県医師会裁定委員

松 井 克 明 先生（６６歳）

米子市三旗町（１８．６．１２逝去）

〔略歴〕

昭和４１年３月 鳥取大学医学部卒業

平成２年４月 山陰労災病院勤務

１７年４月 自宅会員
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正 木 忠 夫 先生（７３歳）

鳥取市立川町（１８．７．１５逝去）

〔略歴〕

昭和３４年３月 鳥取大学医学部卒業

６１年４月 東部医師会代議員

平成１２年４月 ウェルフェア北園渡辺病院勤務

上 村 治 先生（８３歳）

鳥取市戎町（１８．７．２３逝去）

〔略歴〕

昭和２０年６月 九州帝国大学医学専門部

４２年９月 開業

島 隆 允 先生（８４歳）

米子市旗ケ崎（１８．１１．１０逝去）

〔略歴〕

昭和２１年９月 満州医科大学卒業

４４年１１月 国立米子病院

６２年４月 鳥取県保健事業団

坂 本 義 博 先生（８３歳）

鳥取市元町（１８．１２．１１逝去）

〔略歴〕

昭和１９年１２月 旅順医学専門学校卒業

３３年７月 開業

４５年４月 鳥取県医師会予備代議員

後 藤 久 雄 先生（７０歳）

米子市両三柳（１８．１２．１４逝去）

〔略歴〕

昭和３５年３月 鳥取大学医学部卒業

４４年４月 開業

３．代議員について
任期満了に伴う代議員、予備代議員改選につい

て地区医師会に委託選挙した結果、次のとおり決

定し、４月１日就任した。

〔代議員〕

東部 板 倉 和 資 谷 口 玲 子

福 島 明 秋 藤 洋 一

乾 俊 彦 大 津 千 晴

尾 � 眞 人 加 藤 大 司

小 濱 美 昭 小 林 恭一郎

杉 本 勇 二 中 島 公 和

深 澤 哲 福 永 康 作

松 浦 喜 房 三 宅 茂 樹

森 英 俊 山 下 裕

中部 ○池 田 宣 之 松 田 隆

引 田 亨 石 田 浩 司

安 梅 正 則 新 田 辰 雄

坂 本 惠 理

西部 ◎魚 谷 純 作 野 嘉 信

高 見 徹 中 曽 庸 博

野 坂 美 仁 宝 意 規 嗣

山 内 教 宏 飛 田 義 信

遠 藤 秀 之 栗 原 達 郎

都 田 裕 之 小 林 哲

細 田 明 秀 岡 � 幸 男

岡 空 輝 夫 稲 賀 潔

鳥大 井 藤 久 雄 大 浜 榮 作

大 野 耕 策 中 島 健 二

渡 邊 高 志

〔予備代議員〕

東部 麻 木 宏 栄 安 陪 隆 明

石 河 利一郎 石 谷 暢 男

石 丸 昌 宏 岩 下 和 人

川 口 俊 夫 神 戸 直 登

岸 清 志 斎 藤 基

杉 山 長 毅 竹 内 勤

中 山 裕 雄 西土井 英 昭

花 木 正 史 藤 田 直 樹

松 下 公 紀 水 本 清

中部 深 田 民 人 青 木 哲 哉

森 尾 泰 夫 伊 藤 文 利

松 田 哲 郎 大 石 一 康

井 東 弘 子

西部 伊 藤 隆 志 白 石 眞 博

頼 田 孝 男 高 田 照 男

左 野 喜 實 山 本 哲 夫

山 崎 純 一 辻 田 哲 朗

安 達 敏 明 中 尾 圭 介

木 村 秀一朗 山 本 仁

浦 辺 千 晶 松 野 充 孝

渡 部 信 之 野 坂 康 雄

鳥大 安 達 博 信 加 藤 信 介

長 田 郁 夫 古 和 久 典

紙 谷 秀 規

◎議長 ○副議長

４．役員について
平成１８年２月１６日、任期満了に伴う役員選挙の

結果、次のとおり決定し、４月１日就任した。

会 長 岡本 公男

副 会 長 野島 丈夫 富長 将人

理 事 ＊宮� 博実 ＊渡辺 憲

＊天野 道麿 ＊神鳥 高世
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武田 倬 吉中 正人

吉田 眞人 明穂 政裕

阿部 博章 重政 千秋

笠木 正明 米川 正夫

監 事 井庭 信幸 清水 正人

裁 定 委 員 芦川 喬 中尾 政和

岸 良尚 野口 誠

福嶋 泰夫 門脇 和範

木村 禎宏 佐々木博史

周防 武昭

顧 問 笠木 慶治 入江 宏一

長田 昭夫

日医代議員 岡本 公男 魚谷 純
日 医
予備代議員 宮� 博実 富長 将人

＊常任理事

５．理事会務分担について
平成１８年４月１日就任した役員の業務分担は次

表のとおりである。

役 員 の 会 務 分 担

会 務 主担当 副担当

庶 務（女性医師対策を含む） 宮 � 神 鳥

会 計 明 穂 神 鳥

生涯教育、学術、卒後臨床研修医 武 田 渡辺・重政

医療保険 富 長 天野・吉田

介護保険、高齢者福祉、障害者福祉 渡 辺 野島・笠木

労災保険、自賠責保険 野 島 明穂・米川

健康対策協議会 宮 � 神鳥・吉中

感染症 天 野 吉田・笠木

医療安全、診療情報開示（個人情報保護）、職

業倫理、自浄作用
富 長 神鳥・武田

医事紛争 宮 � 野島・天野

救急医療、ACLS、災害対策 野 島 明穂・米川

広報、会報編集 神 鳥 渡辺・吉中

情報システム 阿 部 野島・渡辺

臨床検査 米 川 富長・吉田

会員福祉 天 野 野島・阿部

学校保健、少子化対策 笠 木 天野・阿部

産業保健（メンタルヘルス）、健康スポーツ医 吉 田
富長・宮�

吉中・米川

医療関係職種、共同利用施設 吉 中 明穂・阿部

勤務医 重 政 渡辺・武田

医療政策・環境対策 神 鳥 野島・明穂

糖尿病対策 武 田 富長・天野
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６．各種委員会委員の委嘱について
平成１８年４月１日、新役員就任に伴い本会内

委員会委員・部会委員は次のとおりである。

なお、各委員会においては、それぞれ所管事

項について審議を行った。

また、社会保障部委員会規程の一部改正によ

り、委員構成に地区医師会長を追加した。

１ 社会保障部委員会委員（担当：富長常任理

事）

〔県役員・地区会長・地区推薦・基金・国

保・労災〕

委 員 長 ※岡本 公男

副委員長 ※長谷川晴己 ※福島 明

※富長 将人

委 員 ※野島 丈夫 ※宮� 博実

渡辺 憲 ※天野 道麿

※神鳥 高世 武田 倬

吉中 正人 ※吉田 眞人

明穂 政裕 阿部 博章

重政 千秋 笠木 正明

米川 正夫 井庭 信幸

清水 正人 板倉 和資

池田 宣之 魚谷 純

石部 裕一 ※谷口 玲子

※松浦 喜房 ※坂本 惠理

※森尾 泰夫 ※飛田 義信

※細田 明秀 ※前田 迪夫

宮本 二郎 谷口 昌弘

萬 秀男 吉田 明雄

大谷 武 横濱 雄介

梅澤 潤一 田中 宏和

助川 鶴平 松浦 順子

麻木 宏栄 森下 嗣威

村上 敏 井上 明道

佐々木勇二 中岡 明久

濱田 紀宏 中安 弘幸

田中 孝幸 松木 勉

竹内 薫 鱸 俊朗

竹久 義明 小田 大

濱崎 尚文 奈良井 栄

吉津 法爾 山家 武

坂本 雅彦 竹内 裕美

西浦 清一 恩田 健史

※阿藤孝二郎 岸 清志

池田 茂之 福永 康作

田村 公平 林 裕史

浪花 紳悟 中島 公和

白石 眞博 桜井 克彦

伊藤久太朗 紀川 純三

下田光太郎 古城 治彦

藤田 和寿 田中 潔

川上 伸 石飛 誠一

吉田 泰之 植木 壽一

早田 俊司 ※渡辺 賢司

谷田 理 平尾 正人

田村 矩章 那須 吉郎

石田 浩司 大月 健朗

片桐 浩史

※常任委員会委員

２ 医療安全対策委員会委員（担当：富長副会

長）《診療情報提供推進委員会を含む》

委 員 長 ※岡本 公男

副委員長 虎井佐恵子（県立中央病院看護

局長）

委 員 ※野島 丈夫 ※富長 将人

藤原 和男（弁護士）

新 貞二（県医務薬事課長）

田中松市郎（鳥取赤十字病院薬

剤部長）

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純 石部 裕一

※宮� 博実 ※天野 道麿

※神鳥 高世

相見 寿子（レディースあすか

鳥取）

塩澤 洋子（県看護協会長）

※常任委員会委員

３ 職業倫理・自浄作用活性化委員会委員（担

当：富長副会長）

委 員 長 岡本 公男

委 員 野島 丈夫 富長 将人

宮� 博実 天野 道麿

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純

４ 医事紛争処理委員会委員（担当：宮�常任

理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 宮� 博実

天野 道麿 神鳥 高世

明穂 政裕 板倉 和資

谷口 玲子 三宅 茂樹
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池田 宣之 松田 隆

魚谷 純 中曽 庸博

野坂 美仁

５ 生涯教育委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 武田 倬

委 員 渡辺 憲 重政 千秋

小濱 美昭 福島 明

安梅 正則 深田 民人

都田 裕之 山本 哲夫

北野 博也 寺川 直樹

６ 広報委員会委員（担当：神鳥常任理事）

委 員 長 神鳥 高世

委 員 渡辺 憲 吉中 正人

阿部 博章 杉本 勇二

大津 千晴 青木 哲哉

井東 弘子 辻田 哲朗

遠藤 秀之 豊島 良太

７ 広報・情報常任委員会委員（担当：阿部理

事）

委 員 長 岡本 公男

委 員 野島 丈夫 富長 将人

宮� 博実 神鳥 高世

阿部 博章

８ 会報編集委員会委員（担当：神鳥常任理事）

委 員 渡辺 憲 天野 道麿

神鳥 高世 松浦 順子

秋藤 洋一 竹内 薫

中安 弘幸

９ 情報システム運営委員会委員（担当：阿部

理事）

委 員 長 野島 丈夫

副委員長 渡辺 憲

委 員 阿部 博章 米川 正夫

三宅 茂樹 森尾 泰夫

左野 喜實 近藤 博史

１０ 感染症危機管理対策委員会委員（担当：天

野常任理事）

委 員 長 天野 道麿

委 員 宮� 博実 吉田 眞人

阿部 博章 笠木 正明

杉本 勇二 引田 亨

山崎 純一 清水 英治

１１ 臨床検査精度管理委員会委員（担当：米川

理事）

委 員 長 富長 将人

副委員長 吉田 眞人

委 員 吉中 正人 米川 正夫

松浦 喜房 新田 辰雄

小林 哲

野上 智（鳥取大学医学部附

属病院検査部）

安木 義博（鳥取県臨床衛生検

査技師会長）

１２ 介護保険対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 渡辺 憲

委 員 野島 丈夫 富長 将人

笠木 正明 乾 俊彦

坂本 惠理 宝意 規嗣

浦上 克哉

１３ 鳥取県自動車保険医療指導委員会委員（担

当：野島副会長）

委 員 野島 丈夫 明穂 政裕

米川 正夫 福島 明

阿藤孝二郎 瀧田 寿彦

１４ 鳥取医学雑誌編集委員会委員（担当：富長

副会長）

委 員 長 富長 将人

副委員長 西土井英昭

委 員 秋藤 洋一 大野原良昌

金澤 泰久 神鳥 高世

木村 章彦 清水 英治

中村 廣繁 根本 良介

花木 啓一 濱本 哲郎

山家 武 山根 哲実

吉田 明雄 吉田 泰之

１５ 共済会運営委員会委員（担当：天野常任理

事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 天野 道麿

明穂 政裕 阿部 博章

板倉 和資 谷口 玲子

池田 宣之 松田 隆

魚谷 純 作野 嘉信

石部 裕一 池田 匡

監 事 井庭 信幸 清水 正人

１６ 諸規程改正検討委員会委員（担当：宮�常

任理事）

委 員 長 富長 将人

委 員 宮� 博実 神鳥 高世

明穂 政裕 三宅 茂樹
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小林恭一郎 引田 亨

石田 浩司 野坂 美仁

宝意 規嗣 大野 耕策

１７ 母体保護法指定医師審査委員会委員（担

当：宮�常任理事）

委 員 長 井庭 信幸

委 員 梅澤 潤一 皆川 幸久

井奥 郁雄 中曽 庸博

長田 昭夫 寺川 直樹

１８ 母体保護法指定医師不服審査委員会委員

（担当：宮�常任理事）

委 員 藤原 和男（弁護士）

塩澤 洋子（県看護協会長）

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純

１９ 学校医部会運営委員会委員（担当：笠木理

事）

委 員 長 天野 道麿

副委員長 神鳥 高世

委 員 阿部 博章 笠木 正明

深澤 哲 乾 俊彦

岡本 博文 青木 哲哉

瀬口 正史 中尾 圭介

◎学校医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

２０ 健康スポーツ医委員会委員（担当：米川理

事）

委 員 長 野島 丈夫

副委員長 明穂 政裕 米川 正夫

委 員 笠木 正明

福島 明 清水 正人

山本 仁 豊島 良太

２１ 産業医部会運営委員会委員（担当：吉田理

事）

委 員 長 岸本 拓治

副委員長 宮� 博実

委 員 富長 将人 渡辺 憲

吉中 正人 吉田 眞人

能勢 隆之 森 英俊

乾 俊彦 石田 浩司

大石 一康 山内 教宏

越智 寛

◎産業医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

２２ 勤務医委員会委員（担当：重政理事）

委 員 長 重政 千秋

副委員長 渡辺 憲 武田 倬

〔地区推薦〕

委 員 山下 裕 森尾 泰夫

渡部 信之 村脇 義和

〔県医推薦〕

委 員 柏木 徹 福島 明

杉山 長毅 竹内 勤

渡辺 賢司 山本 敏雄

深田 民人 ＊古瀬 清夫

古城 治彦 田村 矩章

高見 徹

＊Ｈ１８．１０．３１まで

２３ 労災保険委員会委員・自賠責保険委員会委

員（担当：野島副会長）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 明穂 政裕 米川 正夫

福島 明 石田 浩司

山本 仁

２４ 卒後臨床研修委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 富長 将人

委 員 宮� 博実 渡辺 憲

武田 倬 重政 千秋

福島 明 深田 民人

渡部 信之 中島 健二

２５ 禁煙指導対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 渡辺 憲

委 員 天野 道麿 笠木 正明

松浦 喜房 松田 隆

飛田 義信 長谷川純一

２６ ACLS委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 武田 倬 明穂 政裕

米川 正夫 山下 裕

清水 正人 面谷 博紀

八木 啓一

２７ 鳥取県糖尿病対策推進会議委員（担当：武

田理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 武田 倬

委 員 富長 将人 天野 道麿

松浦 喜房 坂本 惠理

越智 寛

池田 匡（日本糖尿病学会中

四国支部）

村上 功（日本糖尿病協会鳥
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取県支部）

＊長井 大（県健康対策課長）

山� 嘉彦（県教育委員会体育

保健課長）

＊Ｈ１８．７．１７まで

７．顧問弁護士・顧問税理士について
平成１９年１月末日現在、本会顧問弁護士・顧

問税理士は次の通りである。〔敬称略〕

顧問弁護士 藤原 和男（鳥取市）

川中 修一（米子市）

顧問税理士 岸本 信一（鳥取市）

８．会員表彰について
本年度、一般表彰並びに会長表彰は次のとお

りであった。

＊他団体推薦による受賞

１ 叙位・叙勲

１８．１１．３ 旭日小綬章

長田 昭夫（米子市）

２ 一般表彰

厚生労働大臣表彰

１８．７．５ ＊長田 昭夫（米子市）

安全衛生活動功績者

１８．１０．１７ ＊恩田 健史（鳥取市）

支払基金関係功績者

１８．１０．２７ ＊池田 茂之（鳥取市）

国保功績者

１８．１０．３１ 伊藤 文利（倉吉市）

公衆衛生事業功労者

文部科学大臣表彰

１８．９．１０ ＊長田 昭夫（米子市）

視聴覚教育功労者

日本公衆衛生協会長表彰

１８．１０．３１ 岡本 博文（倉吉市）

公衆衛生事業功労者

１８．１０．３１ 渡辺 憲（鳥取市）

公衆衛生事業功労者

平成１８年度鳥取県国民健康保険団体連合会理

事長表彰（国保事業功労者）；

１８．７．３１ 鳥取県国民健康保険団体連合会

総会席上

＊富長 将人（米子市）

＊高 通也（智頭町）

＊萬 秀男（鳥取市）

日本医師会長表彰

１８．１１．１１ 岡空謙之輔（米子市）

学校保健功労者

鳥取県知事表彰

１８．９．２５ 山家 武（鳥取市）

結核予防事業功労者

鳥取県教育委員会表彰

１８．１２．１９ 川本 久雄（琴浦町）

学校保健功労者

１８．１２．１９ ＊森 納（鳥取市）

県立博物館協議会委員・会長等としての功労

者

１８．１２．１９ ＊岡本 博文（倉吉市）

「倉吉応用教育心理学研究

会」メンバーとしての功労者

鳥取県学校保健会長表彰（学校保健功労者）；

１８．２．１２ 鳥取県学校保健会役員等研修会

席上

谷口 公子（鳥取市）

山脇美登里（鳥取市）

田中 潔（鳥取市）

細田 泰久（米子市）

武田 千濤（伯耆町）

林 千尋（米子市）

岡空謙之輔（米子市）

笠置 綱清（米子市）

藤井 卓（米子市）

読売新聞社医療功労賞〔鳥取県医療功労賞〕

１８．１２．１ ＊高見 徹（日南町）

僻地医療功労者［第３５回］

鳥取県健康対策協議会長表彰；

１８．６．１ 第３７回理事会席上

鶴原 一郎（米子市）

坂本 雅彦（倉吉市）

鳥取県保健事業団理事長感謝状（対がん運動

功労者）

１８．９．７ 山本 敏雄（倉吉市）

１８．９．７ 宮� 博実（鳥取市）

鳥取県保健事業団理事長感謝状（結核予防事

業功労者）

１８．９．２６ 深田 民人（倉吉市）

３ 鳥取県医師会長表彰；

１８．７．１ 定例総会席上

中尾 政和（鳥取市）開業５０年以上

中尾 徳明（米子市）開業５０年以上

笠木 慶治（米子市）開業５０年以上

佐伯 良人（江府町）開業５０年以上

池田 宣之（倉吉市）永年役員

松田 隆（倉吉市）永年役員
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石田 浩司（倉吉市）永年役員

１８．７．５鳥取県産業安全衛生大会席上

山田 晴成（米子市）

福井 幸子（米子市）

細田 庸夫（南部町）

４ 第１５回鳥取医学賞；１８．７．１定例総会席上

山家 武（鳥取市・鳥取県社会保険診療

報酬支払基金）

５ 米寿御祝；１８．７．１定例総会席上

星野 信敏（鳥取市）

入沢 俊夫（日南町）

桑田 岩雄（智頭町）

６ 喜寿御祝；１８．７．１定例総会席上

�田 允克（米子市）

渡辺 俊一（米子市）

加藤 一吉（鳥取市）

長谷川柳三（米子市）

芦川 喬（鳥取市）

米本 哲人（鳥取市）

原 宏（米子市）

７ 永年勤続職員；１８．７．１定例総会席上

山根 礼子（東部医師会）

９．県及び関係団体委員会委員の推薦について
平成１９年１月末日現在、本会から推薦した県

及び関係団体委員会委員は次のとおりである。

委員会の審議に当っては本会方針の反映に努め

た。（一部本会推薦以外も含む）

〔鳥取県福祉保健部・医務薬事課〕

１ 鳥取県准看護師試験委員（至Ｈ２０．１０．７）

富長将人 天野道麿 明穂政裕

２ 鳥取県医療審議会委員（至Ｈ２１．３．１３）

岡本公男 宮�博実

３ 鳥取県精度管理専門委員（至Ｈ１９．１２．１８）

中井一仁 吉田眞人

４ 鳥取県地域医療対策協議会委員（至Ｈ

１８．８．４）

岡本公男 井藤久雄

石部裕一

鳥取県病院協会長

板倉和資 池田宣之

魚谷 純

５ 鳥取県医療安全推進協議会委員（至Ｈ

１８．１０．１４）

岡本公男

６ 鳥取県インフルエンザワクチン対策委員会

委員（任期：未定）

天野道麿

〔鳥取県福祉保健部・健康対策課〕

１ 鳥取県成人病検診管理指導協議会委員（至

Ｈ１９．３．３１）

胃がん部会

三浦邦彦 池口正英 秋藤洋一

謝花典子 西土井英昭 山口由美

（河本千鶴栄）

子宮がん部会

寺川直樹 井庭信幸 紀川純三

（生田季香）（分倉千鶴子） 皆川幸久

（冨山真弓）

循環器疾患等部会

重政千秋 富長将人 浦上克哉

大城陽子 中安弘幸 （山根信子）

（米谷典恵）

肺がん部会

清水英治 中村廣繁 杉本勇二

谷口玲子 （北窓妙子）（西尾憲子）

山家 武

乳がん部会

石黒清介 工藤浩司 廣岡保明

深田民人 （大久保ひとみ）

（北垣栄美子）（石田千晶）

大腸がん部会

古城治彦 宮�博実 岸 清志

木村 修 （山口和子）（丸山みゑ子）

山本寛子

成人病登録評価部会（がん登録委員会）

岸本拓治 吉中正人 大津千晴

能勢隆之 （岡本幹三）（国政清子）

（岩垣陽子）

肝臓がん抑制対策評価委員会

村脇義和 川�寛中 岸本幸廣

松田裕之 満田朱理 （安藤敦子）

（山崎千恵）

母子保健対策協議会

井庭信幸 神� 晋 大野耕策

笠木正明 （前田隆子）（植木芳美）

（廣田智子）

（ ）は非医師：参考

２ 鳥取県感染症危機管理対策協議会情報解析

部会委員（任期：未定）

田中 清 笠木正明

３ 鳥取県感染症危機管理対策協議会委員（任

期：未定）
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天野道麿

４ 鳥取県小児慢性特定疾患対策協議会委員

（任期：未定）

笠木正明

５ 鳥取県結核対策推進協議会委員（任期：未

定）

天野道麿

６ 地域がん診療拠点病院推薦検討会委員（至

Ｈ２０１．１．３１）

岡本公男 野島丈夫 富長将人

板倉和資 池田宣之 高見 徹

７ 鳥取県自殺対策連絡協議会委員（任期：未

定）

渡辺 憲

８ 鳥取県地域・職域連携推進協議会委員（至

Ｈ２０．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県福祉保健部・長寿社会課〕

１ 鳥取県介護保険審査会委員（至Ｈ１９．４．２９）

日笠親績 鎌田 修 谷口玲子

湯川喜美 細田庸夫

２ 鳥取県国民健康保険審査会委員（至Ｈ

２０．９．２０）

宮�博実

３ 鳥取県高齢者虐待防止協議会委員（任期：

未定）

渡辺 憲

４ 社会保険医療担当者指導員（至Ｈ１９．５．３１）

内 科：長谷川晴己 小田 大

石飛誠一 坂本雅彦

吉田明雄 古城治彦

外 科：吉津法爾 谷田 理

山家 武

整形外科：福島 明 大谷 武

阿藤孝二郎

小 児 科：白石眞博 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太郎

皮膚泌尿器科：西浦清一

５ 鳥取県国民健康保険診療報酬請求書審査会

委員（至Ｈ１９．５．３１）

「公益代表」

◎福島 明 吉田泰之 植木壽一

田村矩章 早田俊司 平尾正人

○渡邉賢司 谷田 理

「保険者代表」

伊藤久太朗 紀川純三 下田光太郎

古城治彦 藤田和寿 田中 潔

川上 伸 石飛誠一

「診療担当者代表」

池田茂之 田村公平 林 裕史

福永康作 浪花紳悟 中島公和

桜井克彦 白石眞博

◎会長 ○副会長

６ 鳥取県地域リハビリテーション推進協議会

委員（至Ｈ１９．１２．７）

明穂政裕

７ 鳥取県介護予防市町村支援委員会委員（至

Ｈ２０．１０．１０）

高見 徹

〔鳥取県福祉保健部：長寿社会課・医務薬事課〕

１ 鳥取県地域ケア整備構想検討委員会委員

（至Ｈ２０．３．３１）

渡辺 憲 松浦喜房

〔鳥取県福祉保健部・福祉保健課〕

１ 鳥取県社会福祉審議会委員（至Ｈ２１．８．２２）

吉田眞人 柏木 徹

２ 鳥取県社会福祉審議会心身障害福祉専門分

科会

（臨時委員）（至Ｈ２１．８．２２）

山家 武 藤田和寿 倉信耕爾

小坂博基 大源和彦 工藤浩史

３ 鳥取県社会福祉審議会児童福祉専門分科会

（臨時委員）（至Ｈ２１．８．２２）

中野英二

〔鳥取県福祉保健部・障害福祉課〕

１ 鳥取県障害者介護給付費等不服審査会委員

（至Ｈ１９．３．３１）

渡辺 憲 明穂政裕（障害福祉課）

〔鳥取県企画部・協働推進課〕

１ 鳥取県青少年問題協議会委員（至Ｈ

２０．１．２４）

岡本博文

２ 鳥取県青少年育成県民会議委員（至Ｈ

２０．６．２）

岡本公男

３ 思春期健康問題専門委員会助言者（任期：

未定）

竹内 薫

〔鳥取県生活環境部・男女共同参画推進課〕

１ 鳥取県男女共同参画審議会委員（至Ｈ
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１９．６．９）

庄司眞喜

〔鳥取県生活環境部・景観まちづくり課〕

１ 鳥取県ハートビル法条例制定検討委員会委

員（至Ｈ１８．３．３１）

明穂政裕

〔鳥取県防災局・防災危機管理課〕

１ 鳥取県防災会議委員（至Ｈ２０．３．２２）

野島丈夫

２ 鳥取県NBCR災害対処現地関係機関連絡会

議幹事（任期：未定）

谷口直樹（事務局長）

〔鳥取県防災局・消防課〕

１ 鳥取県メディカルコントロール協議会委員

（任期：未定）

野島丈夫

２ 鳥取県応急手当普及推進会議委員（任期：

未定）

野島丈夫

〔鳥取県総務部・人権局人権推進課〕

１ 鳥取県人権尊重の社会づくり協議会委員

（至Ｈ２０．３．１）

渡辺 憲

〔鳥取県総務部・福利厚生室〕

１ 鳥取県公務災害補償等審査会委員（至Ｈ

１９．１１．１０）

山本寛子

２ 鳥取県公務災害補償等認定委員（至Ｈ

１９．１１．１０）

田中香寿子

３ 地方公務員災害補償基金鳥取県支部審査会

委員（至Ｈ１９．１１．１０）

山本寛子

〔鳥取県病院局・総務課〕

１ 鳥取市立病院運営評議会委員（至Ｈ

２０．７．３１）

岡本公男

〔鳥取県教育委員会・福利室〕

１ 鳥取県教育委員会職員健康管理審査会委員

（至Ｈ１９．３．３１）

柏木 徹 田中 潔 長渕忠文

〔鳥取県教育委員会・体育保健課〕

１ 鳥取県結核対策委員会委員（任期：未定）

天野道麿

２ 鳥取県性教育推進委員会委員（至Ｈ

２０．３．３１）

長田昭夫

３ 学校・地域保健連携推進事業連絡協議会委

員（任期：未定）

岡本公男

〔鳥取県教育委員会・全国スポーツ・レクリエー

ション祭準備室〕

１ 第１９回全国スポーツ・レクリエーション祭

鳥取県実行委員会宿泊安全専門委員会委員

（至Ｈ１９．３．３１）

宮�博実

〔鳥取労働局〕

１ 労災保険診療費審査委員（至Ｈ２１．３．３１）

鱸 俊朗 大月健朗 那須吉郎

田中宏和 石田浩司 片桐浩史

２ 地方労災医員

鱸 俊朗 阿藤孝二郎 那須吉郎

川上 伸 佐藤武夫（至Ｈ２１．３．３１）

柏木 徹

幡 碩之 西田政弘（至Ｈ２０．３．３１）

３ 労災協力医（至Ｈ２０．３．３１）

坂本雅彦 中安弘幸 吉田泰之

日笠親績 藤田和寿 倉信耕爾

恩田健史 頼田孝男 藤原義夫

４ 母性健康管理指導医（至Ｈ２０．６．３０）

竹内 薫

〔鳥取社会保険事務局〕

１ 鳥取地方社会保険医療協議会委員

野島丈夫（至Ｈ２０．３．９）

板倉和資（至Ｈ１９．２．２８）

池田宣之（至Ｈ２０．３．９）

富長将人（至Ｈ１９．２．２８）

魚谷 純（至Ｈ１９．２．２８）

２ 鳥取県社会保険健康づくり事業推進協議会

委員（至Ｈ１９．３．３１）

宮�博実

〔鳥取大学〕

１ 鳥取大学地域学部倫理審査委員会委員（至

Ｈ２０．１１．３０）

岡本公男

２ 国立大学法人鳥取大学経営協議会委員（至

Ｈ２１．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県警察本部・警察県民課〕

１ 鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会副会長

（至Ｈ１８．８．総会）

谷口直樹（事務局長）
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〔鳥取地方裁判所・民事部〕

１ 専門委員（至Ｈ２１．３．３１）

山家 武 田中宏和 植木寿一

寺澤 誠 田中 清

〔鳥取刑務所〕

１ 視察委員会委員（至Ｈ２０．３．３１）

米本哲人

各種団体

〔鳥取県社会保険診療報酬支払基金〕

１ 鳥取県社会保険診療報酬支払基金幹事会幹

事（至Ｈ２０．８．３１）

岡本公男

２ 鳥取県社会保険診療報酬請求書審査会委員

（至Ｈ１９．５．３１）

「学識経験者」

◎長谷川晴己 小田 大 坂本雅彦

濱崎尚文 奈良井 栄 吉津法爾

山家 武 岸 清志 ○阿藤孝二郎

竹内裕美 西浦清一 恩田健史

「保険者代表」

竹久義明 中安弘幸 田中孝幸

中岡明久 濱田紀宏 松木 勉

村上 敏 森下嗣威 鱸 俊朗

井上明道 佐々木勇二 竹内 薫

「診療担当者代表」

天野道麿 横濱雄介 萬 秀男

吉田明雄 宮本二郎 谷口昌弘

松浦順子 大谷 武 田中宏和

梅澤潤一 麻木宏栄 助川鶴平

◎委員長 〇副委員長

〔社会福祉法人恩賜財団済生会支部鳥取県済生

会〕

１ 鳥取県済生会境港総合病院評議員（至Ｈ

１９．１１．１７）

魚谷 純

〔鳥取県看護協会〕

１ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会委員

（至Ｈ１９．３．３１）

明穂政裕

２ 鳥取県訪問看護推進協議会委員（至Ｈ

１９．３．３１）

野島丈夫

〔鳥取県公衆衛生協会〕

１ 鳥取県公衆衛生協会理事（至Ｈ２０．６．８）

岡本公男 野島丈夫 富長将人

宮�博実 渡辺 憲 天野道麿

神鳥高世

〔鳥取県社会福祉協議会〕

１ 鳥取県社会福祉協議会介護実習普及セン

ター運営委員会委員（至Ｈ１９．３．３１）

野島丈夫

２ 鳥取県社会福祉協議会介護実習普及セン

ター介護機器普及事業運営協議会委員（至Ｈ

１９．３．３１）

日笠親績

３ 福祉サービス運営適正化委員会委員（至Ｈ

２０．８．３１）

柏木 徹

４ 貸付審査等運営委員会委員（至Ｈ２０．３．３１）

谷口昌弘

５ 地域福祉権利擁護事業に係る契約締結審査

会委員（至Ｈ１９．１０．３１）

高田耕吉

〔鳥取県町村職員退職手当組合〕

１ 鳥取県町村非常勤職員公務災害補償等審査

会委員（至Ｈ２０．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県保健事業団〕

１ 役員（至Ｈ１９．３．３１）

理事長 岡本公男

理 事 宮�博実

〔財団法人結核予防会鳥取県支部〕

１ 財団法人結核予防会鳥取県支部支部長（至

Ｈ２１．３．２１））

岡本公男

〔鳥取県学校保健会〕

１ 学校保健会評議員（至Ｈ１９．３．３１）

会 長 岡本公男

理 事 天野道麿 笠木正明

２ 学校安全表彰審査会委員（至Ｈ１９．３．３１）

岡本公男（学校保健会長） 笠木正明

〔独立行政法人日本スポーツ振興センター〕

１ 独立行政法人日本スポーツ振興センター広

島支所業務運営委員会委員（至Ｈ１９．３．３１）

神鳥高世

〔鳥取県国民健康保険団体連合会〕

１ 鳥取県国民健康保険団体連合会理事（至Ｈ

１９．６．９）

長田昭夫

２ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護給付費

審査委員会委員（至Ｈ２０．４．３０）

神谷 剛 杉山長毅 谷口玲子
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３ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護サービ

ス苦情処理委員会委員（至Ｈ２０．３．３１）

吉田眞人

４ 常務処理審査委員（至Ｈ１９．５．３１）

植木壽一

〔財団法人鳥取県国際交流財団〕

１ 財団法人鳥取県国際交流財団理事（至Ｈ

２０．３．３１）

神鳥高世

〔財団法人暴力追放鳥取県民会議〕

１ 財団法人暴力追放鳥取県民会議理事（至Ｈ

２１．３．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県環境管理事業センター〕

１ 財団法人鳥取県環境管理事業センター参与

（至Ｈ１９．５．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県臓器バンク〕

１ 財団法人鳥取県臓器バンク理事長（至Ｈ

１９．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県人権文化センター〕

１ 鳥取県人権文化センター理事（至Ｈ

１９．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県薬剤師会〕

１ 鳥取県薬剤師会薬事情報センター運営委員

（至Ｈ２０．３．３１）

富長将人

〔鳥取県精神保健福祉協会〕

１ 鳥取県精神保健福祉協会理事（至Ｈ

１９．３．３１）

岡本公男

〔鳥取産業保健推進センター〕

１ 鳥取産業保健推進センター運営協議会会長

（至Ｈ１９．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県医療機関厚生年金基金〕

１ 鳥取県医療機関厚生年金基金理事長（至Ｈ

２０．４．１９）

長田昭夫

〔鳥取県立図書館〕

１ 県民のための健康情報サービス検討委員会

委員（至Ｈ１９．３．３１）

明穂政裕

〔日本医師会〕

１ 日本医師会定款・諸規程検討委員会委員

（至Ｈ２０．３．３１）

岡本公男

２ 日本医師会勤務医委員会委員（至Ｈ

２０．３．３１）

渡辺 憲

３ 日本医師会医師公衆衛生委員会委員（至Ｈ

２０．３．３１）

天野道麿

４ 日本医師会健康スポーツ医学委員会委員

（至Ｈ２０．３．３１）

明穂政裕

５ 日本医師・従業員国民年金基金第６期代議

員（至Ｈ２０．３．３１）

瀬川謙一

６ 日本医師会医業税制検討委員会委員（至Ｈ

２０．３．３１）

神鳥高世

〔その他〕

１ 山陰救急医学会幹事（任期：未定）

野島丈夫

２ 日本救急医学会中国四国地方会評議員（至

Ｈ１９．３．３１）

野島丈夫

３ 若年者心疾患対策協議会役員（任期：未定）

顧 問 岡本公男

理 事 坂本雅彦

評議員 石黒眞吾 奈良井栄

星加忠孝

４ 鳥取県柔道整復師会顧問

岡本公男

５ 鳥取県鍼灸師会顧問

岡本公男

６ 鳥取県手をつなぐ育成会保護者互助会運営

委員会委員（至Ｈ１８．５．３０）

下田光太郎

７ 鳥取県立中央病院研修管理委員会委員（任

期：未定）

渡辺 憲

８ 鳥取県難病医療連絡協議会委員（任期：未

定）

安部喬樹

９ 第２７回日本医学会総会登録推進委員（至Ｈ

１９．４．８）

岡本公男
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１０．各種会合について
平成１８年２月以降本年１月末日までに開催さ

れた総会、代議員会、その他各種会合は次のと

おりである。

１ 総 会（１回）

平成１８年度定例総会は、平成１８年７月１日

（土）、午後４時から米子全日空ホテルにお

いて開催し、平成１７年度庶務、会計事業報告

並びに平成１６、１７年度決算について、これを

承認された。

また、鳥取県医師会長表彰、鳥取医学賞並

びに特別講演「医療制度改革関連法案への対

応」（講師：参議院議員 武見敬三先生）を

行い盛会であった。詳細は、会報第６１３号へ

掲載した。

２ 代議員会（３回）

１）第１７０回（臨時）代議員会 平成１８年２

月１６日、鳥取市、ホテルニューオータニ鳥

取において開催し、任期満了に伴う役員選

挙を行った。詳細は、会報第６０９号へ掲載

した。

２）第１７１回（定例）代議員会 平成１８年３

月１８日、鳥取市、鳥取県医師会館において

開催し、平成１７年度会務報告の承認、平成

１８年度鳥取県医師会事業計画、予算等７議

案について原案どおり承認可決した。詳細

は、会報第６１０号へ掲載した。

３）第１７２回（臨時）代議員会 平成１８年７

月１日、米子市、米子全日空ホテルにおい

て開催し、代議員会正副議長を選出し、顧

問２名の委嘱を決定した。

平成１７年度鳥取県医師会収入支出決算５

議案等について承認した。詳細は、会報第

６１３号へ掲載した。

３ 常任理事会及び理事会

平成１８年２月以降本年１月までに開催した

常任理事会は９回、理事会は１２回、日常会務

の処理及び当面の重要問題の執行について協

議を行った。

なお、緊急を要する問題については、必要

により担当理事打合会を開催し、会務運営に

万全を期した。また、理事会会議状況等につ

いては、県医師会報及び県医師会メーリング

リスト並びにホームページ（会員用）への掲

載を以て、概要の周知を図った。

４ 会議メモ

２月２日 健対協母子保健対策専門委員会

〃 臨床検査精度管理委員会

４日 健対協大腸がん対策専門委員会

５日 健対協子宮がん対策専門委員会

７日 平成１７年度鳥取県医師会・鳥取県

教育委員会連絡協議会

８日 広島国税局と中国地区役員との懇

談会

９日 健対協アレルギー性疾患対策専門

委員会

〃 都道府県医師会医療関係者担当理

事連絡協議会

〃 鳥取県医療機関厚生年金基金理事

会・代議員会

１０日 都道府県医師会生涯教育担当理事

連絡協議会

１２日 平成１７年度第２回学校医・学校保

健研修会

１４日 鳥取県医療審議会

１５日 矯正医療に関する協議会

１６日 第１１回理事会

〃 第１７１回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 共済会運営委員会

〃 鳥取県医師国民健康保険組合第

１１１回臨時組合会

〃 鳥取県医師会第第１７０回臨時代議

員会

１７日 鳥取県臓器バンク理事会

〃 NBCR災害対処現地関係機関連絡

会議

１８日 健対協肺がん対策専門委員会

〃 平成１７年度日本医師会学校医講習

会

１９日 平成１７年度日本医師会乳幼児保健

講習会

〃 中国四国医師会連合常任委員会

〃 鳥取県医療情報研究会

２１日 第１回地域がん診療連携拠点病院

推薦検討委員会

〃 鳥取県済生会境港総合病院評議員

会

２３日 第４回鳥取県医師国民健康保険組

合理事会

２５日 健対協胃がん対策専門委員会

３月１日 都道府県医師会介護保険担当理事
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連絡協議会

２日 第１０回常任理事会

〃 倉吉看護高等専修学校卒業式

４日 鳥取看護高等専修学校卒業式

〃 健対協脳卒中登録対策専門委員会

５日 日医生涯教育講座：セミナー

「脳・心血管疾患講座」

６日 都道府県医師会社会保険担当理事

連絡協議会

８日 都道府県医師会共同利用施設担当

理事連絡協議会

〃 米子看護高等専修学校卒業式

９日 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

〃 点数改正打合せ会

〃 医事紛争処理委員会、医療安全対

策委員会、職業倫理・自浄作用活

性化委員会合同会議

１２日 日医認定健康スポーツ医学再研修

会

１６日 地方社会保険医療協議会

〃 第１７２回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 鳥取県成人病検診管理指導協議会

総合部会

〃 平成１７年度医師会立准看護師養成

所教務主任連絡会議

１８日 第１７１回定例代議員会

２０日 鳥取県性教育推進委員会

２３日 都道府県医師会情報システム担当

理事連絡協議会

２４日 鳥取県結核対策委員会

２８日 鳥取県保健事業団理事会

２９日 鳥取大学経営協議会

３０日 中国地区学校保健研究協議会鳥取

県実行委員会

〃 第１２回理事会

３１日 中国四国医師会連合常任委員会

４月１日 第１１４回日本医師会定例代議員会

２日 〃

６日 新旧会長による会務引き継ぎ

〃 会報編集委員会

〃 鳥取県医師国民健康保険組合第１

回理事会

１３日 鳥取県精神保健福祉協会理事会

〃 学校医部会運営委員会

１３日 産業医部会運営委員会

１６日 鳥取県鍼灸マッサージ師会通常総

会

２０日 第１回理事会

〃 第１７３回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 鳥取県保健・医療・福祉関係者観

桜会

〃 情報システム運営委員会

２５日 介護保険対策委員会

〃 鳥取医学雑誌編集委員会

２７日 生涯教育委員会

５月２日 鳥取県保健事業団理事会

１１日 第１回常任理事会

〃 会費減免申請の取り扱い基準に関

する検討会

〃 日本産婦人科医会鳥取県支部理事

会

〃 日本産科婦人科学会鳥取地方部会

理事会

１６日 日本医師会役員就任披露パー

ティー

１８日 第１７４回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 鳥取県糖尿病対策推進会議

２１日 日本産婦人科医会鳥取県支部・日

本産科婦人科学会鳥取地方部会総

会

２５日 第２回理事会

〃 健保指導計画打合せ会

〃 鳥取県保健事業団理事会

２７日 中国四国医師会連合総会常任委員

会

〃 中国四国医師会連合総会分科会

２８日 中国四国医師会連合総会

６月１日 鳥取県臓器バンク理事会

〃 鳥取県健康対策協議会理事会

２日 鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会

７日 鳥取県病院協会総会

８日 第２回常任理事会

〃 会費減免申請の取扱い基準に関す

る検討委員会

１５日 鳥取県公衆衛生協会理事会

〃 第１７５回鳥取県医師会公開健康講

座

１８日 鳥取県医師会春季医学会
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２０日 都道府県医師会長協議会

２２日 鳥取県医師会監事会

〃 第３回理事会

〃 鳥取県社会保険健康づくり事業推

進協議会

２５日 第１回産業医研修会

〃 鳥取県看護協会総会

２９日 中国地区学校保健研究協議大会実

行委員会

７月１日 第１７２回臨時代議員会

〃 定例総会

５日 鳥取県産業安全衛生大会

６日 第３回常任理事会

〃 鳥取県学校保健会理事会・評議員

会

９日 日医生涯教育協力講座「慢性呼吸

器疾患講座」

１３日 都道府県医師会個人情報保護担当

理事連絡協議会

〃 医師国保理事会

〃 医師国保監事会

〃 総合周産期母子医療センター設置

記念式典

２０日 第１７６回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 第４回理事会

〃 健対協母子保健対策専門委員会小

委員会

２１日 鳥取県公衆衛生学会

２３日 医師会活動説明会

２５日 鳥取県がん診療連携拠点病院推薦

検討委員会

２６日 都道府県医師会税制担当理事連絡

協議会

２７日 鳥取県防災会議

〃 健対協がん登録対策専門委員会

〃 健対協子宮がん対策専門委員会

２９日 第２回男女共同参画フォーラム

〃 鳥取県医師国民健康保険組合第

１１３回通常組合会

８月１日 鳥取県立病院運営評議会

３日 第４回常任理事会

〃 健対協肺がん対策専門委員会

５日 健対協循環器疾患等対策専門委員

会、基本健康診査従事者講習会

５―６日 第１９回全国有床診療所連絡協

議会総会

６日 産業医基礎前期研修会

１０日 健対協母子保健対策専門委員会

〃 健対協アレルギー性疾患対策専門

委員会

１６日 自殺対策連絡協議会

１７日 健対協胃がん対策専門委員会

〃 健対協肝臓がん対策専門委員会

〃 第１７７回鳥取県医師会公開健康講

座

１７―１８日 中国地区学校保健研究協議大

会

１９日 健対協乳がん対策専門委員会、同

検診従事者講習会及び同検診症例

研究会

２０日 平成１８年度中国四国学校保健担当

理事連絡会議・中国地区学校医大

会

２３―２４日 第５０回社会保険指導者講習会

２４日 第５回理事会

２６日 健対協大腸がん対策専門委員会、

同検診従事者講習会及び同検診症

例研究会

２７日 医師会活動説明会

３０日 県民のための健康情報サービス検

討委員会

３１日 薬事情報センター運営委員会

〃 都道府県医師会健診・保健指導担

当理事連絡協議会

〃 中国地区公衆衛生学会

９月１日 中国地区公衆衛生学会

２日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 中国四国医師会連合各種研究会

３日 中国四国医師会連合医学会

５日 鳥取県医療審議会

７日 第５回常任理事会

〃 平成１８年度鳥取県がん制圧大会

９―１０日 全国医師会共同利用施設総会

１０―１１日 第１回WMAアジア―大洋州

地域会議

１３日 鳥取大学関連管理型病院協議会

〃 日医定款・諸規程検討委員会

１４日 社会保障部常任委員会

〃 鳥取県成人病検診管理指導協議会

総合部会

〃 第２８回産業保健活動推進全国会議
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１５日 中国四国医師会事務局長会議

１６日 健康フォーラム２００６

１８日 日医生涯教育協力講座セミナー

『脳・心血管疾患講座』

１９日 都道府県医師会長協議会

２１日 第１７８回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 第６回理事会

〃 日本精神科病院協会学術教育研修

会

〃 地方社会保険医療協議会

２７日 鳥取県准看護師試験委員会

２８日 健対協乳がん対策専門委員会小委

員会

〃 厚生年金基金理事会・代議員会

１０月３日 鳥取県THP推進協議会

５日 第６回常任理事会

〃 感染症危機管理対策委員会実務者

会議

〃 中国地区学校保健研究協議大会実

行委員会総会

６日 第２２回放射線技師総合学術大会・

第３回日韓台合同学術大会

７日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 日本医師会臨時代議員会

１２日 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

〃 平成１８年度鳥取県産業保健協議会

〃 鳥取県インフルエンザワクチン対

策委員会

１５日 第２回産業医研修会

１９日 第７回理事会

〃 第１７９回鳥取県医師会公開健康講

座

２３日 鳥取県地域ケア整備構想検討委員

会

２４日 健対協若年者心臓検診対策専門委

員会

〃 民間被害者支援団体設立勉強会

２６日 平成１８年度鳥取県医師会・鳥取県

教育委員会連絡協議会

２８日 中国四国医師会救急担当理事連絡

会議

２８―２９日 指導医のためのワークショッ

プ

３１日 鳥取県糖尿病予防対策検討委員会

１１月２日 鳥取県准看護師試験委員会

〃 第７回常任理事会

〃 盲・聾・養護学校における医療的

ケア実施体制整備にかかる運営協

議会

〃 鳥取県医師国保組合第６回理事会

４日 全国医師会勤務医部会連絡協議会

９日 健対協疾病構造の地域特性対策専

門委員会

〃 母体保護法指定医師審査委員会

〃 小児救急医療に関する協議会

１１日 第３７回全国学校保健・学校医大会

１２日 秋季医学会［西部医師会館］

１３日 都道府県医師会勤務医担当理事連

絡協議会

１６日 第８回理事会

〃 広報・情報常任委員会

〃 鳥取県医師国保組合第１１４回組合

会

〃 第１８０回鳥取県医師会公開健康講

座

１９日 過重労働・メンタルヘルス対策及

び健康情報保護に関する研修会

〃 精神科医等のための産業保健研修

会

２０日 鳥取県応急手当普及推進会議

２１日 鳥取県地域・職域連携推進協議会

２２日 日本糖尿病対策推進会議総会

２５―２６日 中国四国合同産業衛生学会

２６日 鳥取県薬剤師会創立５０周年記念式

典

２７日 母体保護法指定医師指定証交付

２９日 母体保護法指定医師指定証交付

１２月１日 平成１８年度日医医療政策シンポジ

ウム

２日 平成１８年度家族計画・母体保護法

指導者講習会

７日 第８回常任理事会

〃 感染症危機管理対策委員会

９日 「医療安全対策委員会」「職業倫

理・自浄作用活性化委員会」合同

委員会

１０日 臨床検査精度管理調査報告会

１４日 健対協第１回新健診・保健指導検

討委員会

〃 医師会立看護高等専修学校連絡協
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議会

１４日 鳥取医学雑誌編集委員会

１７日 産業医研修会

１９日 県立病院運営評議会

２０日 鳥取県地域ケア整備構想検討委員

会

〃 健診・保健指導の指導者研修会

２１日 第９回理事会

〃 第１８１回鳥取県医師会公開健康講

座

２３日 健対協乳がん読影連絡協議会

〃 長田昭夫先生の叙勲受章祝賀会

１月１１日 第１０回理事会

〃 第５８回鳥取県医療懇話会

１２日 鳥取県狂犬病対策連絡会議

１３日 臨床検査精度管理委員会

１６日 都道府県医師会長協議会

１７日 国民保護策定に関する説明会

１８日 救急医療担当理事連絡協議会

〃 健対協公衆衛生活動対策専門委員

会

〃 第１８２回鳥取県医師会公開健康講

座

２０日 共済会運営委員会

〃 社会保障部委員会総会

２５日 平成１８年度学校保健及び学校安全

表彰審査会

〃 健対協大腸がん対策専門委員会

〃 母性健康管理研修会

〃 看護職員確保対策連絡協議会

２８日 日医生涯教育協力講座；セミナー

「脳・心血管疾患講座」

２９日 寄生虫予防会レセプション

６ 第２回日本医師会男女共同参画フォーラム

平成１８年７月２９日、大阪府医師会館におい

て開催され、宮�常任理事、細田幸子先生

（中部医師会）、長谷川真弓先生（西部医師

会）が出席した。唐澤日医会長は、挨拶の中

で日医は「女性医師バンク」を今年度中に創

設すると述べた。

保坂男女共同参画委員会委員長からの報告

「各都道府県での女性医師に関わる問題につ

いての取り組み状況および日医各委員会での

女性委員登用状況について」に続き、６名の

パネリストによるパネルディスカッション

「女性医師バンクに関する諸問題」、基調講

演「次世代育成支援と男女共同参画」～職場・

家庭・地域における希望を実現するために～

（猪口内閣府特命担当大臣少子化・男女共同

参画）が行われた。猪口大臣によると、今年

上半期の出生数は昨年の同時期に比べ、約

６，０００人増加しているとのことであった。

なお、日医には、４６委員会があるが、現在

までに委員が確定した４５委員会のうち、１人

以上の女性委員が入った委員会は１９委員会で、

委員総数６４１人中女性は４４人で６．８％である。

詳細は、会報第６１４号に掲載した。

７ 平成１８年度家族計画・母体保護法指導者講

習会

平成１８年１２月２日、日医会館において開催

され、井庭監事が出席した。特別講演「最近

の医療をめぐる動き～信頼される医療の構築

へ～」（唐澤日医会長）に続いて、「産婦人科

医療をめぐる法的諸問題」をテーマに、�医

師法第２１条について（樋口東京大学法科学院

教授）�診療行為に関連した死亡の調査分析

モデル事業について（深山東京大学大学院医

学系研究科人体病理教授）�分娩に関連する

脳性麻痺に対する障害保障制度について（木

下日医常任理事）�保健師助産師看護師法、

医師法１９条について（石渡茨城県医師会常任

理事）、の４講演と指定発言―行政の立場か

らが行われた。詳細については、会報第６１８

号に記載した。

８ 第２７回日本医学会総会の登録促進について

日本医学会総会は４年に１回開催されてお

り、今回は平成１９年４月６日（金）～８日（日）

に、「生命と医療の原点―いのち・ひと・夢―」

をメインテーマに大阪市において開催される。

全国的に参加登録が低調なため、多数の登

録をお願いしたいとして日医から通知がきて

いる。登録用紙は、県医師会報１２月号、日医

雑誌に綴じ込みで入っている。また、地区医

師会にも登録促進について協力依頼した。

なお、平成１９年３月１５日までに事前登録さ

れると当日受付登録より特別に割引される。

また、総会参加者には日医認定産業医、健康

スポーツ医をはじめ各学会が定める専門医、

認定医などの更新単位が取得できる。

１１．募金・義援金・寄付金
平成１８年５月２７日に発生した「ジャワ島地震」

について、日本医師会の呼びかけにより会員各
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位に義援金をお願いしたところ、１，７２１，５００円

（３８９件）の義援金をお寄せいただき、日医へ

送付した。日医全体では約５，５３６万円（６／１９現

在）。

１２．「往診、訪問診療等の際の駐車証」
「往診、訪問診療等の際の駐車証」について

会員から問い合わせがあり、平成１８年６月２日、

鳥取県警本部に照会した。内容は、６月１日よ

り民間の駐車監視員による放置駐車違反の確認

が行われているが、特例措置があることを周知

徹底する必要があり、これまで認められてきた

特例措置は、民間駐車監視員制度の導入に関わ

らず認められている。即ち、「救急医療マーク」

の表示のある車両は、駐車禁止の規制から除外

されるというものである。なお、本件について

は、日医より６月１９日付で各県において対応し

ていただくよう周知徹底の通知があった。

鳥取県においては、道路交通規則では駐車証

の標章の規定はないが、写真のマークを警察に

届け出しており、承認されている。なお、「救

急医療マーク」を希望される方は、鳥取県医師

会事務局まで。

１３．公益法人制度改革説明会
平成１８年１１月１日、県民文化会館において開

催され、事務局が出席した。辻総務省大臣官房

管理室公益法人行政推進室参事官補を講師に迎

えて、�公益法人行政の最近の動向 �公益法

人制度改革の概要、について説明があった。

現行の公益法人は、法律の施行日から５年間

の移行期間内に公益社団法人・公益財団法人へ

の移行の認定申請又は一般社団法人・一般財団

法人への移行の認可の申請をする必要がある。

認定を受けると、�「公益社団法人」「公益財

団法人」という名称を独占的に使用 �公益法

人ならびにこれに対する寄附を行う個人及び法

人に関する税制上の措置を受けられるが、遵守

事項として、�公益目的事業比率は５０／１００以上

�遊休財産額は一定額を超えないこと �寄附

金等の一定の財産を公益目的事業に使用・処分

�理事等の報酬等の支給基準を公表 �財産目

録等を備置き・閲覧、行政庁へ提出、などが守

らなければならない事項である。今後は、本会

として日医の方針・見解等に基づきながら、対

応していくこととした。

１４．会員録発行について
平成１８年６月１日現在にて１，６７０部発行、全

会員並びに関係諸方面に配付した。

なお、平成１７年４月１日より個人情報保護法

が施行されたことにより、個人情報の不正な流

出を防ぐため、配布時に文書で会員録の取り扱

いについて厳重に管理（処分を含む）していた

だくようお願いした。

経 理 関 係

１．平成１８年度歳入・歳出予算について
平成１８年度予算については、平成１８年３月１８

日開催の第１７１回（定例）代議員会において原

案どおり可決され、４月１日から施行になった。

また、本会特別会計については下記の如く認

められており、各予算はそれぞれの事業推進の

費途に充てられている。

１ 共済会

２ 鳥取県医師会会館修繕積立金会計

３ 生命保険取扱特別会計

２．平成１８年度会費減免について
平成１８年度会費減免については、第１７１回（定

例）代議員会及び第１７２回（臨時）代議員会［追

加分］において申請どおり承認になった。減免

申請の内訳は次のとおりである。

会費免除会員……１１９名（老齢５３名、病気療

養中５名、研修医６１名）

３．平成１７年度歳入・歳出決算について
平成１７年度一般会計及び特別会計決算並びに

財産目録等について、平成１８年６月２２日、県医

師会館において井庭、清水両監事によって厳正

なる監査が行われ、いずれも適正妥当であった

ことが認められた。

次いで、７月１日開催の第１７２回（臨時）代

議員会において承認された。

４．会費減免申請の取り扱い基準に関する検
討委員会
岡本会長から会費減免申請の取り扱い基準

（その他特別の事由の場合）に関して諮問を受

けたことにより、第１回目を５月１１日に、第２

回目を６月８日に開催し、岸本顧問税理士にも

ご指導をいただきながら、慎重に審議を重ねて
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今後の取り扱い基準について協議、意見交換を

行い、結論をまとめて本日、答申書を岡本会長

に提出した。

主な検討委員会のまとめは、下記のとおりで

ある。

○医業関連により得られる所得金額が５００万

円未満の場合のみ、減額をする。

○医業関連により得られる所得金額とは、確

定申告書による「営業等所得」、「給与所得」、

「雑所得」を合計したものとする。

○減額後の賦課額は月額４，０００円（年額４８，０００

円）とする。

○会費減免申請があった場合には、岸本顧問

税理士にも見ていただく。

医療安全対策・自浄作用活性化対策、診療情報提供関係

１．医療安全対策
１ 「医事紛争処理委員会」「医療安全対策委員

会」「職業倫理・自浄作用活性化委員会」合

同委員会

平成１８年３月９日、県医師会館において、

昨年度に引き続き、標記３委員会の合同委員

会を開催した。議事として、�都道府県医師

会医事紛争・自浄作用活性化担当理事合同連

絡協議会の出席報告 �中国四国医師会連合

医事紛争研究会の出席報告 �都道府県医師

会医事紛争担当理事連絡協議会の出席報告

�鳥取県内の医事紛争の処理状況 �医療安

全対策等に関するアンケート調査結果【詳細

は、会報第６１０号に掲載】 �鳥取県医療相談

支援センターの相談状況（県医務薬事課）

�適正な保険診療、などについて報告、協議、

意見交換を行った。

平成１７年度鳥取県内の医事紛争の処理状況

は、新規発生５件、示談解決３件（継続分２

件、新規分１件）、応訴中１件、均衡中８件

（継続分４件、新規分４件）となっている。

今後は、「医事紛争」「医療安全対策」「職

業倫理・自浄作用活性化」において、個人情

報保護も含め、さらに連携を密にして協議、

意見交換を繰り返しながら、患者さんに安全

な医療を提供するとともに、萎縮医療になら

ないように会員をサポートしていく。また、

医事紛争の事例に対応したマニュアル作成に

ついて検討することとした。

なお、個別指導の結果、「中断」との判断

がなされた医療機関に対し、自浄作用活性化

の観点から、注意文書を通知することとした。

詳細については、会報第６１０号に掲載した。

２ 「医療安全対策委員会」「職業倫理・自浄作

用活性化委員会」合同委員会

平成１８年１２月９日、県医師会館において外

部委員にもご参集いただき、２つの委員会を

合同で開催した。議事として、�医療安全対

策におけるアンケート集計結果等 �医療機

関における安全管理体制 �鳥取県医療相談

支援センターの相談状況 �適正な保険診療、

などについて報告、協議、意見交換を行った。

次回は、今年度中に監査の結果が出ると思

われるので、状況によっては、「医事紛争処

理委員会」との合同で開催する予定である。

詳細については、会報第６１９号に掲載した。

３ 「医療機関における防犯管理マニュアル」

の作成

平成１８年３月、各医療機関での自己採点あ

るいは防犯管理の参考にいていただく為に、

防犯管理マニュアルを作成した。詳細につい

ては、会報第６１０号に掲載した。

医学医術の研究奨励及び生涯教育関係

１．医 学 会
１ 春季医学会（学会長：鳥取赤十字病院 院

長 福島 明）

平成１８年６月１８日（日） 午前９時より鳥取

市・鳥取県医師会館において、鳥取赤十字病

院・東部医師会・鳥取県医師会共催により開

催した。

（出席者９６名）

１）研究発表…３４題

２）特別講演
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「電子レセプトの現状と今後」

講師 国民健康保険中央会 審議役

矢野周作

春季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３４

巻２号へ掲載した。

２ 秋季医学会（学会長：医療法人同愛会博愛

病院 院長 渡邊淳子）

平成１８年１１月１２日（日） 午前９時２５分より、

米子市・西部医師会館において、博愛病院・

西部医師会・鳥取県医師会共催により開催し

た。

（出席者５２名）

１）研究発表…２４題

２）特別講演

「医療構造改革における生活習慣病対策

現状と展望」

講師 株式会社 メディクオール代表

取締役社長・薬剤師 宮田武志

秋季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３４

巻４号へ掲載予定である。

２．日本医師会生涯教育制度への参加について
昭和６２年度より本制度として始まった「日医

生涯教育制度」も本年で１９年目となった。内容

は平成１７年度を踏襲している。

１ 平成１７年度申告状況（一括申告制を採用）

全県：８４．６％（前年度比０．４％減）

（東部８０．５％ 中部１００．０％ 西部８２．８％

鳥大８２．１％）

このうち、修了証取得者（評価基準：参加

証明、記録により年間１０単位以上の単位取得

者）は４８２名で、地区医師会経由送付した。

また、平成１５年度から１７年度までの３年連

続して「生涯教育修了証」を取得した方に交

付される日本医師会長の「認定証」交付者は、

１１０名（このうち新規取得者１２名）であった。

２ 生涯教育委員会

平成１８年４月２７日、県医師会館において開

催した。報告として、�春・秋医学会の開催

を始めとした平成１７年度生涯教育事業報告

�（１８．２．１０）平成１７年度都道府県医師会生

涯教育担当理事連絡協議会出席報告の後、�

平成１８年度日医生涯教育制度実施 �平成１８

年度日医生涯教育講座（案）について �平

成１８年度鳥取県医師会春季・秋季医学会の開

催 �日医生涯教育協力講座セミナー「脳・

心血管疾患講座」及び「慢性呼吸器疾患講座」

実施について �「第２回日本医師会指導医

のための教育ワークショップ；鳥取県医師会

主催」開催 �医師国家試験公募問題作成に

ついて、などについて協議、意見交換を行った。

詳細は、会報第６１１号へ掲載した。

３ 「日本医師会生涯教育講座」の開催について

定例総会・春季・秋季医学会のほか、次の

とおり開催した。

１８．２．１２ 第２回鳥取県医師会学校医・

学校保健研修会

３．５ ＊日医生涯教育協力講座 セミ

ナー「脳・心血管疾患講座」

（第３回）

「勤労者のための高血圧講

座」

６．２５ 第１回鳥取県医師会産業医研

修会

７．９ ＊日医生涯教育協力講座 セミ

ナー「慢性呼吸器疾患講座」

８．１９ ＊第５１回東部医師会医学セミ

ナー

８．２０ 平成１８年度中国地区学校医大

会

９．１８ ＊日医生涯教育協力講座 セミ

ナー「脳・心血管疾患講座」

（第４回）

「不整脈の診断と治療」

１０．１２ 禁煙指導医・講演医養成のた

めの講習会（西部）

１０．１５ 第２回鳥取県医師会産業医研

修会

１０．２８―２９第２回指導医のための教育

ワークショップ

１２．１７ 第３回鳥取県医師会産業医研

修会

１９．１．２８ ＊日医生涯教育協力講座 セミ

ナー「脳・心血管疾患講座」

（第５回）

「脳血管障害（脳梗塞）」

＊内科学会認定内科専門医単位

取得講座

４ 日医生涯教育協力講座；セミナー「脳・心

血管疾患講座」について

平成１６年度、日本医師会より平成１６年度か

ら１８年度までの３カ年に亘り１年に２回（但

し、１６年度は１回、計５回）標記セミナーの
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開催について要請があったので、本年度は次

の通り開催した。

［第３回］

日 時 平成１８年３月５日（日）

午後１時３０分～４時４０分

場 所 倉吉交流プラザ「視聴覚ホール」

倉吉市駄経寺町１８７―１

テーマ 勤労者のための高血圧講座

出席者 ６２名

「高血圧のオーバービュー」

講師 鳥取大学大学院医学系研究科再

生医療学 教授 久留一郎

シンポジウム

１．本態性高血圧の病態生理と血圧変動

（高血圧ガイドラインからのアプロー

チ）

講師 鳥取大学医学部病態情報内科学

講師 �田紀宏

２．本態性高血圧の診断と治療（動脈硬化

ガイドラインからのアプローチ）

講師 鳥取大学大学院医学系研究科再

生医療学助手 山本康孝

３．二次性高血圧の診断と治療（内科から

のアプローチ）

講師；山陰労災病院第三循環器科部長

太田原 顕

４．二次性高血圧の診断と治療（外科から

のアプローチ）

講師；鳥取大学医学部附属病院第二外

科講師 石黒清介

５．脳血管疾患に合併した高血圧の治療

（脳神経内科領域からのアプローチ）

講師；藤井政雄記念病院院長

荒賀 茂

６．高血圧合併症としての心血管イベント

の治療

（インターベンションからのアプロー

チ）

講師；垣田病院院長 坂本雅彦

［第４回］

日 時 平成１８年９月１８日（月・祝）

午前１０時～午後１時

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

テーマ 不整脈の診断と治療

出席者 ４８名

特別講演 「臨床医が知っておきたい不整脈

の診断と治療」

講師：鳥取大学医学部附属病院循

環器内科 助教授

井川 修

シンポジウム「心房細動のマネージメント」

１．心房細動治療のオーバービュー

講師；鳥取県立中央病院循環器科部長

吉田泰之

２．心房細動の電気的除細動の適応と実際

講師；鳥取生協病院 内科部長

岡田睦博

３．心房細動の薬物療法

講師；鳥取赤十字病院第三内科部長

縄田隆浩

４．心房細動における塞栓症予防

講師；鳥取県立中央病院循環器科医長

菅 敏光

［第５回］

日 時 平成１９年１月２８日（日）

午後１時３０分～４時４０分

場 所 まなびタウンとうはく［多目的

ホール］東伯郡琴浦町徳万

テーマ 「脳血管障害（脳梗塞）」

出席者 ４９名

「脳梗塞オーバービュー」

講師：藤井政雄記念病院 院長

荒賀 茂

シンポジウム

１．急性期脳梗塞の診断と治療

講師；鳥取県立中央病院 神経内科部

長 中安弘幸

２．慢性期脳梗塞の治療

講師；鳥取赤十字病院 神経内科部長

太田規世司

３．脳梗塞の外科的アプローチ

講師；鳥取県立厚生病院 脳神経外科

医長 竹内啓九

４．稀な脳梗塞危険因子について

講師；烏取大学医学部附属脳幹性疾患

研究施設脳神経内科部門講師

古和久典

５．無症候性脳梗塞

講師；鳥取県立厚生病院 神経内科医

長 森 望美

５ 第２回日本医師会「指導医のための教育

ワークショップ」（鳥取県医師会主催）開催
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について

平成１６年４月より新医師臨床研修制度が発

足したことにより、医学生・研修医を指導す

る会員が指導医としての教育能力を培うこと

を目的として、昨年度に続き次のとおり開催

した。

日 時 平成１８年１０月２８日（土）１０：００～

２９日（日）１６：３０

場 所 鳥取市戎町３１７番地「鳥取県医師

会館」

宿泊先 鳥取市戎町４７１番地「鳥取シティ

ホテル」

方 法 １泊２日の合宿形式によるワーク

ショップ

参加者 鳥取県医師会員 第１日；２２名

第２日；２１名

２日間修了者２１名に対し、日本医

師会長・厚生労働省医政局長・鳥

取県医師会長連名の修了証を発行

参加費 １０，０００円

ワークショップスタッフ

� ディレクター

武田 倬 鳥取県医師会理事（生

涯教育担当）

渡辺 憲 鳥取県医師会常任理事

（ 〃 ）

重政 千秋 鳥取県医師会理事

（ 〃 ）

宮� 博実 鳥取県医師会常任理事

� チーフタスクフォース

福井 次矢 聖路加国際病院院長、

京大名誉教授

� タスクフォース

福本 陽平 山口大学医学部附属病

院総合診療部教授

倉本 秋 高知大学医学部附属病

院病院長

荻野 和秀 鳥取大学医学部附属病

院卒後臨床研修セン

ター助教授

内田 博 鳥取県立中央病院麻酔

科部長

３．鳥取医学雑誌の発行について
本年度（平成１８年３・６・９月）発行した医

学雑誌は第３４巻１号～３号までで、収載論文数

は総数２９編（内訳：興味ある症例３編、総説３

編、原著７編、症例報告９編、報告４編、記録

３編）であった。なお、第３４巻４号（１２月）に

ついても、間もなく発行予定である。

本年度編集委員会は平成１８年１２月１４日県医師

会館において開催し、鳥取医学雑誌査読の現状、

アンケート集計結果に基づく鳥取医学雑誌編集

方針、投稿論文を増やす方策、などについて協

議、意見交換を行った。なお、投稿論文を増や

す方策として、現時点において投稿者は会員限

定（非会員は投稿料が必要）となっているが、

今後は非会員の論文掲載を無料にすることとし、

「鳥取医学雑誌投稿規定の一部改正について」

を第１０回理事会（１９．１．１１）において協議した。

その結果、共著者に１名以上の会員がある場合、

および編集委員会で認めたものは無料とする等

の一部改正案を承認した。詳細は、会報第６１９

号に掲載した。

［鳥取医学雑誌に関するアンケート調査実施に

ついて］

今後の鳥取医学雑誌編集の検討資料を得るた

め、平成１８年１１月、全会員を対象にアンケート

調査を実施した。送付数１，３５８名、回答数５６７名

で、回答率は４１．８％であった。集計結果は会報

第６１９号に掲載した。

４．平成１８年度在宅におけるがん終末期医療
推進のための実地研修事業について
厚生労働省委託事業として実施している標記

事業について、本年度も地区医師会との共催と

し、平成１８年６月７日付にて地区医師会へ実施

計画書を依頼した。実施に伴う経費として９９万

７千円が交付される予定。

地 域 社 会 活 動 対 策 関 係

１．感染症対策
１ 感染症対策について

１）感染症危機管理対策委員会

� 平成１８年１０月５日、県医師会館におい

て県および卸業協会に参集いただき、実

務者会議を開催した。議事として、１）
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平成１７年度インフルエンザ総合対策

２）平成１８年度インフルエンザワクチン

予防接種総合対策、などについて報告、

協議、意見交換を行った。詳細は、会報

第６１６号に掲載した。

� 平成１８年１２月７日、ホテルセントパレ

ス倉吉において県医務薬事課及び健康対

策課に参集いただき、開催した。１）今

冬のインフルエンザ総合対策について

（県医師会・地区医師会・鳥取県） ２）

インフルエンザ（H５N１）について ３）

感染症法改正について、などについて協

議・意見交換を行った。詳細は、会報第

６１８号に掲載した。

２）インフルエンザ総合対策について

本年も昨年と同じ要領で、県内における

ワクチン在庫状況等を把握するため、医療

機関、福祉施設、卸業者を対象に、１０月２０

日時点で「ワクチン予約状況調査」、１１月

１５・３０日、１２月１５日時点で「ワクチン在庫

状況等調査」を実施した。（診療所は県医

師会、病院及び福祉施設は県、卸業者は卸

業協会が実施）

詳細は、会報第６１７、６１８号に掲載した。

３）風疹ワクチンチラシの作成について

今年度も、県医師会・県小児科医会・日

産婦医会鳥取県支部連名で「風しんワクチ

ン未接種者に対するPRチラシ」を作成し、

啓発対象となる昭和５４年４月２日から昭和

６２年１０月１日生まれのワクチン未接種者へ

より一層効果的に啓発することを目的とし

て、昨年と同様に成人式の配布資料と併せ

て配布していただきたくよう、１月に成人

式を開催予定の１６市町村へ送付した。

４）子ども予防接種週間の実施協力について

日本医師会では、昨年同様、２００７年３月

１日（木）から３月７日（水）までの１週

間、子ども予防接種週間を実施することと

した。各協力医療機関において、種々の予

防接種の相談に応じるとともに、通常の診

療時間に予防接種が受けにくい人たちに対

し、特に、土曜日、日曜日を中心に予防接

種を行う。

このため、本会では地区医師会の協力を

得て、週間中に予防接種の実施が協力可能

な医療機関の取りまとめを行い日医へ報告

したほか、県健康対策課を通して各市町村

にて住民に対する子ども予防接種週間の実

施について情報提供をお願いした。

５）感染症だよりについて

予防接種対策、新型インフルエンザ、イ

ンフルエンザワクチンの安定供給対策、狂

犬病、腸管出血性大腸菌感染症等について

日本医師会感染症危機管理対策室、鳥取県

等より本会あて通知があり次第、本会会報

で会員に周知した。

２．地域保健活動の推進
１ 鳥取大学医学部附属病院総合周産期母子セ

ンター設置記念式典

平成１８年７月１３日、鳥大医学部附属病院に

おいて開催され、岡本会長が健対協会長とし

て祝辞を述べた。センター長は、神�鳥大医

学部周産期・小児医学教授で、県内初の施設

の完成を祝った。

同センターは、「母体・胎児」「分娩」「新

生児」の三部門からなり、リスクを有する妊

婦の分娩を病院内で行うことによって病的新

生児・早産時の初期治療を充実させ、新生児

搬送に伴うリスクを回避することができ、ま

た、ハイリスク妊娠分娩について妊娠早期か

ら母体・胎児・新生児の管理治療を一貫して

行うことが可能になった。

２ 喫煙健康被害予防対策の取り組みについて

昨年度に引き続き鳥取県医師会報及び日本

海新聞のコラムを利用して、喫煙健康被害予

防のキャンペーンを行ったほか、本会ホーム

ページ（一般）に掲載した「禁煙指導医・講

演医」を随時更新した。

また、平成１８年４月診療報酬改定により、

「ニコチン依存症指導管理料」が保険適応と

して新設され、続いて６月１日よりニコチン

パッチが保険適用となったため、ホームペー

ジ上に新たに「ニコチンパッチの処方が保険

適用となる医療機関」欄を設け、ニコチン依

存症管理料の施設基準に係る届出が受理され

た医療機関で、希望される会員について表示

した。

なお、１８年度禁煙指導対策委員会を平成１９

年３月２２日、開催予定である。

１）「ニコチン依存症管理料」に関するアン

ケート調査実施について

平成１８年４月診療報酬改定により、「ニ
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コチン依存症指導管理料」が新設されるこ

とを踏まえ、過去に医師会主催の「禁煙指

導医・講演医養成のための講習会」を受講

された会員を対象として、「ニコチン依存

症管理料」を算定される意向があるかどう

か、平成１８年３月３０日付けでアンケート調

査を行った。対象１１８医療機関・回答数８８

医療機関で、詳細は会報第６１３号へ掲載し

た。

２）「禁煙指導医・講演医」養成のための講

習会

地区医師会との共催により、次のとおり

開催した。

［東部地区］

日 時 平成１８年７月２８日（金）

午後７時

場 所 東部医師会館 鳥取市富安１―６２

演題及び講師

「第１３回タバコか健康か世界会

議（２００６年７月）に出席して」

兵庫県喫煙問題研究会副会長

薗 潤

出席者 ２８名

なお、東部医師会主催により、平成１９年

２月２４日東部医師会館において行われる

「東部医師会禁煙指導研究会講演会」を、

本会ホームページ（一般）の「禁煙指導医・

講演医」への掲載対象の講習会とした。

［中部地区］

日 時 平成１８年８月２４日（木）

午後５時

場 所 中部医師会館 倉吉市旭田町１８

演題及び講師

「禁煙治療の保険適用の意義と

方法」

大阪府立健康科学センター健康

生活推進部長 中村正和

出席者 １７名

［西部地区］

日 時 平成１８年１０月１２日（木）

午後７時

場 所 西部医師会館 米子市久米町

演題及び講師

１．「禁煙外来の現状と課題～

新設『ニコチン依存症管理料』

を算定して～」

市場医院院長 市場和志

２．「魅力ある禁煙支援に必要

な基礎知識～煙たい話の上手

な聞かせ方～」

鳥取大学医学部附属病院胸部外

科助教授 中村廣繁

出席者 ３７名

３ 石綿（アスベスト）について

１）石綿の除去等工事に係る融資について

今般独立行政法人福祉医療機構では、ア

スベスト除去等工事に関して、通常の融資

率（アスベスト除去等工事を行う部分に関

する融資率）を引き上げる優遇措置を平成

１７年度補正予算成立に伴い、平成２０年３月

３１日まで適用する旨の通知が日本医師会よ

りあった。

本件は、通常の融資率を５％ずつ引き上

げ、アスベスト対策に係る融資条件の緩和

を図るものであり、当該資金の利用希望者

に対してのみならず、本会会員にも周知し

た。詳細については、会報第６１０号に掲載

した。

２）医師、医療機関等に対する石綿による健

康被害救済制度について

標記制度の救済給付に係わる認定申請に

あたって、中皮腫等にかかっていることを

証明することができる医師の診断書等を提

出することが必要であるため、都道府県医

師会ならびに郡市区医師会に対する広報に

加え、改めて、医師、医療機関等に対する

広報を行い、制度の周知を行うことが目的

であり、地区医師会への周知ならびに貴会

機関誌やホームページへの掲載など、本会

会員への本制度の周知方について、日本医

師会より協力依頼があった。詳細について

は、会報第６１１号に掲載した。

３．糖尿病対策
１ 鳥取県糖尿病対策推進会議について

平成１７年１２月１日設置した「鳥取県糖尿病

対策推進会議」を、本年度は、平成１８年５月

１８日、県医師会館において開催した。議事と

して、平成１７年度県・地区医師会における取

り組みについて報告があった後、�日本糖尿

病協会（日糖協）登録医制度 �行政の取り

組み �平成１８年度県・地区医師会における

取り組み、などについて協議、意見交換を
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行った。

その結果、平成１８年度においても引き続き

専門医でない医師の研修を地区医師会におい

て行っていただくこととし、本会として取り

組みへの補助金を送るほか、必要に応じてテ

キスト「糖尿病治療ガイド」並びに「糖尿病

治療のエッセンス」を追加配布した。なお、

日本糖尿病協会登録医制度については、今後

さらに協議していくこととした。詳細は、会

報第６１２号に掲載した。

４．救急医療・防災対策対策
１ 救急医療担当理事連絡協議会

平成１９年１月１８日、県医師会館において開

催した。議事として、�各地区における救急

医療の取り組み �ACLS研修推進計画 �

鳥取県医師会災害救護マニュアルの作成 �

鳥取県応急処置推進会議への対応 �救急医

療情報システム（県医務薬事課）、などにつ

いて報告、協議、意見交換を行った。

また、国民保護法が平成１６年９月に施行さ

れたことにより、本会として医療の提供施設

（場所）や提供体制、医療関係者の派遣体制

などについての業務計画を作成していくこと

とした。詳細については、会報第６２０号に掲

載予定である。

２ 高度救命処置研修開催事業について（委託

事業）

平成１６年度より、医師、看護師、救急救命

士等を対象とした「高度救命処置研修開催事

業」を鳥取県から委託された。目的はメディ

カルコントロール協議会の中心となる

JPTECの概念の理解を得て、鳥取県下の

JPTECインストラクター・プレインストラ

クターの養成。

今年度は、「鳥取県医師会鳥取外傷セミ

ナーJPTECプロバイダーコース」を平成１８

年６月１８日（日）に西部地区、平成１８年９月

１７日（日）に中部地区で開催した。

３ 小児救急医師に関する協議会

平成１８年１１月９日、県医師会館において県

委託事業として初めて開催した。委員構成は、

県医師会から岡本会長、野島副会長、地区医

師会から１名ずつ、県および各地区小児科医

会、鳥大医学部（周産期小児医学、救急災害

医学）、救命救急センター、小児救急医療支

援事業実施病院であり、目的は、小児医療や

小児救急の提供体制を確立するために、医師

確保も含めた小児救急医療体制の現状や課題

等の様々な意見を伺いながら、県内の小児救

急医療体制の整備を図っていくことである。

今回の委員会での意見を踏まえ、年度内に

２回目の会議を開催し、アンケート結果など

を参考に今後の取り組みについて検討してい

くこととした。詳細については、会報第６１９

号に掲載した。

４ 鳥取県メディカルコントロール協議会

平成１８年９月２７日、倉吉市において開催さ

れ、野島副会長が出席した。この度、「ガイ

ドライン２００５における心肺蘇生法」が示され、

救急隊員が行う一次救命処置及び応急手当普

及啓発活動における応急手当講習が変更され

た。主な変更点は、�意識の確認⇒反応の確

認 �最初の換気回数と吹き込み時間２秒／

回⇒１秒／回 �最初の換気時の換気量１０

ml／�⇒６～７ml／� �脈が弱くて呼吸が

ない場合１２回／分⇒１０回／分 �心マッサージ

の位置 胸骨の下半分⇒胸骨と両乳頭ライン

の交叉点 �心マッサージ⇒胸骨圧迫と呼ぶ

�胸骨圧迫と換気の比例 大人１５：２⇒

３０：２、小人５：１⇒１５：２ 	心マッサー

ジと人工呼吸を行なう回数（セット数または

サイクル数）４回⇒５回、の８点である。

５ 鳥取県NBCR災害対処現地関係機関連絡会

議

平成１８年２月１７日、県庁において開催され、

長田会長が出席した。NBCRとは、Ｎ（核）

Ｂ（生物剤）Ｃ（化学剤）Ｒ（放射能）のこ

とで、会議のメンバーは、海上保安部、陸上

自衛隊、各地区消防局、県警察本部、日本赤

十字社鳥取県支部、県医師会、県市長会、県

町村会、県で構成されている。

議事として、�鳥取県NBCR災害対処現地

関係機関連携指針（幹事会案） �平成１８年

度の取り組み、などについて協議、意見交換

が行われた。主な協議内容は、テロに備えて

どのように対応するかということで、本事業

に関する細部事項および関係機関との連携な

どについては、今後さらに検討していくとい

うことであった。

６ 国民保護計画策定に関する説明会

平成１８年１月１７日、県庁において開催され、

事務局が出席した。国民保護法が平成１６年９
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月に施行され、指定公共機関では業務の範囲

内で独自に国民保護業務計画を作成すること

とされた。現時点では作成機関が少ないため、

出来るだけ早く作成して頂きたいとして国民

保護の仕組み、指定地方公共機関の役割、国

民保護業務計画の内容等について説明があっ

た。

７ 鳥取県防災会議

平成１８年７月２７日、県庁において開催され、

野島副会長が出席した。鳥取県地域防災計画

の修正について協議、意見交換が行われ、修

正の着眼点を、地震対策を中心とした検証

（１．「鳥取県地震防災調査研究報告書」の

地震被害想定 ２．新潟県中越地震の教訓

３．鳥取県西部地震以降の施策や課題）とし

た。

主な修正のポイントは、早急に災害時医療

の体制整備が必要なことから、�災害拠点病

院被災時の対応 �緊急搬送体制整備 �ト

リアージの実施体制整備 �災害派遣医療

チームの要請・受入体制（DMAT）、を挙げた。

５．情報ネットワークの推進
１ 情報システム運営委員会

平成１８年４月２０日、県医師会館において開

催した。議事は�会員情報管理システムの構

築について �日医TV会議システムについ

て �地域医療ネットワークについて �今

年度の鳥取県医療情報研究会の開催について、

などについて協議、意見交換を行った。詳細

は、会報第６１１号へ掲載した。

２ 都道府県医師会情報システム担当理事連絡

協議会

平成１８年３月２３日、日医会館において開催

され、事務局が出席した。議事として、�

TV会議システムの運用 �医療施設HPのガ

イドライン �ORCAプロジェクト �質疑

応答、が行われ、それぞれについて詳細な説

明があった。詳細は、会報第６１０号へ掲載した。

３ 医療情報研究会について

平成１８年２月１９日、鳥大医学部臨床講義室

において、講演「どうなる電子カルテ―諸外

国の電子カルテ事情と日本の医療IT政策―

事例紹介：静岡県版電子カルテ」と題し、�

IT化された夢の医療の再評価 �内外電子

カルテ事情 �日本の電子カルテに係る施策

（静岡県版電子カルテ） �電子化加算、を

主な内容とし、講師に木村通男浜松医科大学

医学部附属病院医療情報部教授（医療情報部

長、情報処理センター部長）を迎えて開催し

た。参加者は２０名。なお、講演内容を録画し

たビデオを県医師会HP（会員専用）で閲覧

することができる。

６．鳥取県臨床検査精度管理事業
１ 委員会

・平成１８年２月２日、県医師会館において開

催した。平成１７年度臨床検査精度管理事業

の実施報告では、平成１７年１０月１１日に８部

門（臨床化学、血液、一般、免疫血清、微

生物、生理、細胞学、病理）で実施し、参

加施設は５８施設であった。その結果につい

て資料をもとに説明があり、意見交換を

行った結果、HBs抗原測定検査の際、用手

法では試薬、温度、判定時間などの影響を

受けるので出来るだけ精密で行って欲しい、

鳥取県として統一基準値の設定へ向けた取

り組みを検討していくこと、などの意見が

あった。報告書は３月の発刊を予定してお

り、今年度も別に医師向けに要点をまとめ

たものを県医師会報第６０８号に掲載した。

・平成１９年１月１３日、県医師会館において開

催した。議事は１）平成１８年度臨床検査精

度管理事業の実施報告 ２）報告会の開催

報告 ３）報告書の編集について ４）平

成１９年度事業に向けての課題等について、

審議された。詳細については、会報第６２０

号に掲載予定である。

２ 報告会

・平成１８年１２月１０日、伯耆しあわせの郷にお

いて開催した。９月に実施したサーベイの

結果について臨床化学、免疫血清、血液、

生理、細菌、病理、細胞診、一般の各部門

で２会場に分かれて実績報告および質疑応

答が行われ、医師、技師、検査施設の担当

者など約７０名の出席者であった。

平成２０年度より新健診・保健指導が始ま

り検査値の標準化が重要になるため、県内

のどの医療機関で測定しても同じ値となる

よう精度管理に努めることが必要である。

また、今年度も医師向けの報告書を、会報

第６２０号へ掲載予定である。

７．共同利用施設対策
１ 都道府県医師会共同利用施設担当理事連絡
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協議会

平成１８年３月８日、日医会館において開催

され、吉中監事が出席した。議事として、報

告�医師会共同利用施設検討委員会の審議経

過（野坂医師会共同利用施設検討委員会委員

長） �介護保険法の改正と医師会共同利用

施設への影響（野中日医常任理事） �医師

会共同利用施設を巡る最近の動向（青木日医

常任理事）があった後、医師会共同利用施設

を巡る諸問題について協議が行われた。

鳥取県では、中部医師会立三朝温泉病院が

あるため、データ等を比較しながら、検討し

てみた。紹介率の高いことが、その地域で必

要な病院ということになる。紹介率が２０％く

らいだと少数の会員しか病院を利用していな

いことになり、病院への再投資の際、会員の

合意を得るのが難しいことから考慮する必要

があると思われる。また、日医総研に三朝温

泉病院のデータをある程度オープンとし、シ

ミュレーションをしていただく予定である。

２ 全国医師会共同利用施設総会

平成１８年９月９・１０日、長崎市において開

催され、吉中理事、池田中部会長、森尾中部

医師会立三朝温泉病院長が出席した。第１日

は、特別講演「医療制度改革と地域医療～日

本医師会の取り組み～」（唐澤日医会長）と

「医師会共同利用施設の新たなる展開へ向け

て」をメインテーマとした３つの分科会（第

１分科会「地域は医師会病院をどう捉えてい

るか」、第２分科会「検査・健診センターの

現状と今後の戦略」、第３分科会「介護保険

事業、今後の戦略」）、全体討議などが行われ

た。第２日は、施設見学が行われた。次回は、

平成２０年に岐阜県で開催される。詳細につい

ては、会報第６１６号に掲載した。

８．犯罪被害者支援対策
１ 鳥取県犯罪被害者連絡協議会

平成１８年６月２日、県庁において開催され、

事務局が出席した。議事として、�平成１７年

度活動結果報告 �平成１８年度活動計画（案）

�会則の一部改正 �役員の改選、などに

ついて報告、協議、意見交換が行われた後、

原田県立精神保健福祉センター所長の講演

「被害者カウンセリングについて」があった。

９．県及び関係諸団体の公衆衛生活動への協力
１ 第４９回鳥取県公衆衛生学会

平成１８年７月２１日、鳥取市、県民文化会館

において開催され、岡本会長が公衆衛生協会

長として挨拶を述べた。また、分科会「精神

保健」では渡辺常任理事が座長を務めた。

午前は、特別講演「高病原性鳥インフルエ

ンザと新型インフルエンザ」（大槻鳥取大学

特任教授）、午後は、２会場に分かれて７分

野「地域保健・その他」「学校保健・口腔衛

生」「成人保健・栄養」「精神保健」「食品・

環境衛生」「環境保全」「食中毒・感染症・医

動物」にわたり、研究発表（誌上発表を含む）

が行われた。なお、優秀な研究については、

中国地区公衆衛生学会で発表することになっ

ており、選考会で推薦演題を決定した。

２ 中国地区公衆衛生学会

平成１８年９月１日、県民文化会館において

開催され、岡本会長が出席した。岡本会長が

鳥取県公衆衛生協会長として挨拶特別講演

「感染症にまつわる最近のトピックス」（正

林厚労省健康局結核感染症課感染症対策企画

調整官）と２つの分科会「保健」「衛生・環

境」に分かれて活発な研究発表が行われた。

来年度は岡山県で開催される。

３ 鳥取県保健事業団理事会

・平成１８年３月２８日、県医師会館において開

催され、長田会長、岡本副会長が出席した。

長田会長は、理事長職務代行者として出席

した。議事として、平成１７年度補正予算、

平成１８年度事業計画・予算、などについて

協議、意見交換が行われた。昨年度から、

県から事業が離れて財団法人としてどのよ

うに運営していくかについて協議を重ねて

いる。兵庫県債やファンドを利用した資産

運用をされているが、ファンドの信用性が

どうなのか、次回理事会までに調査をして

いただくこととした。

・平成１８年５月２日、県医師会館において開

催された。長田前理事長職務代行者の辞任

に伴い、宮�常任理事が理事に選任され、

理事の互選により、理事長に岡本会長、副

理事長に荻野隆一先生がそれぞれ選出され

た。

・平成１８年５月２５日、県医師会館において開

催され、岡本会長、宮�常任理事が出席し

た。議事として、保健事業団寄附行為の変

更、平成１７年度事業報告・収支決算・剰余

鳥取県医師会報 ０７．５ 臨時号

82



金処分、保健事業団理事の選任、などにつ

いて協議、意見交換が行われた。平成１７年

度は鳥取市の広域合併により、集団検診が

減少したために大幅な赤字となった。一番

問題なのは検診受診者数が減少することで

あるため、今後は行政に対して方策等を提

言することとした。

４ 鳥取県臓器バンク理事会

・平成１８年２月１７日、県庁において開催され、

長田会長が理事長として出席した。議事と

して、�平成１７年度収支予算の変更（平成

１７年度事業概要含む） �平成１８年度事業

計画 �平成１８年度収支予算、などについ

て協議、意見交換が行われた。臓器提供者

を多くするよう啓発していくために県医師

会報へ掲載するなどしてPRしていくこと

とした。また、一昨年度から実務者会議を

開催しており、非常に活性化している。今

後は、事業に熱心な方にもっと協力してい

ただくことが必要ではないかと思われる。

・平成１８年６月１日、県医師会館において開

催された。井藤副理事長の挨拶後、理事

長・常務理事の互選、平成１７年度事業報

告・収支決算・収支差額の処分、平成１８年

度収支予算の変更、などについて協議、意

見交換が行われた。理事長に岡本会長、常

務理事に田中県福祉保健部長がそれぞれ選

出された。

最近、他団体においても剰余金の利殖に

ついて言われることが多い。我々は資産を

管理する組織であり、何か問題が生じた場

合に誰が責任をとるのか等のことがあるた

め、今後は慎重に対応していくことが必要

である。

また、臓器提供者を多くするよう啓発し

ていくために、医師会員に対して県医師会

報へ掲載するなどしてPRしていくことと

した。

１０．健康とっとりへの協力
１ 鳥取県地域・職域連携推進協議会

平成１８年１１月２１日、県医師会館において、

地域保健と職域保健の広域的な連携を図り、

地域の実情に応じた継続的な健康管理に関す

る支援体制を整備することを目的に初めて開

催され、岡本会長、宮�常任理事（オブザー

バー）が出席した。

事務局は県福祉保健部健康対策課で、「協

議会の設置目的と役割」「医療制度改革に伴

う生活習慣病対策」「今後のスケジュール」

について説明があり、議事として、�鳥取県

地域・職域連携推進事業のスケジュール等

�各保険者における保健事業の実施状況と健

康課題 �特定健診・特定保健指導の実施に

関する各団体等の取り組み �今後の取り組

み（健診対象者の把握、健診・保健指導に従

事する専門職の人材育成計画、生活習慣病予

防の啓発方法）、などについて協議、意見交

換が行われた。

健康診査管理指導事業関係

昨年度に引き続き鳥取県健康対策協議会（健対

協）を中心として次のとおり実施した。

１．がん登録

１）がん登録事業

昨年度に引き続き、鳥取県健康対策協議会

事業として、また、厚生労働省助成金による

がん研究班の一員として、登録事業を実施し

ている。

なお、県医師会報に毎号「腫瘍調査部だよ

り」欄を設け登録患者数、届出医療機関名を

登載し届出の奨励方促進している。がん登録

事業によせていただいた会員各位の絶大な協

力に対し感謝するものである。

平成１８年１月から１２月末日の鳥取県がん登

録届出件数は３，７４６件で、このうち、県内居

住者の新規登録者は２，７９３件である。また、

各医療機関より報告頂いた届出票の情報の正

確を期するため、不明な点について問い合わ

せたところ、１３０件の回答があった。

２）「鳥取県がん登録事業報告書」作成

平成１４年標準集計結果等を取りまとめた報

告書を７００部作成し、関係機関に配布した。

３）地域がん登録全国協議会第１５回総会研究会

参加

平成１８年８月３１日、９月１日、山形県庁に

おいて、第１５回総会研究会が開催され、岡本
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読影人員

（人）

読影回数

（回）

平均読影人数

（人）

東部 ９，３７８ ５１ １８４

中部 ６，１０２ ３７ １６５

西部 ７，１２８ ４６ １５５

計 ２２，６０８ １３４ １６９

幹三がん登録対策専門委員会委員が参加した。

「がん対策における地域がん登録の役割」

をメインテーマに、特別講演として、「国家

戦略としてのがん対策とがん登録の役割」と

題して、国立がんセンターがん予防・検診研

究センター情報研究部長の祖父江友孝先生の

講演、シンポジウムとして「がん対策におけ

る地域がん登録の役割」があった。また、初

めての試みとして市民公開講座「がん医療は

進んでいるのか―がん対策におけるがん登録

の役割―」が行われ、市民ら約６０名が受講し

た。詳細は鳥取県医師会報第６１６号に掲載し

た。

４）平成１８年度鳥取県がん征圧大会

平成１８年度鳥取県がん征圧大会は、平成１８

年９月７日、倉吉未来中心において開催され

た。対がん運動功労者として、山本敏雄先生

（倉吉市）と宮�博実先生（鳥取市）に鳥取

県保健事業団理事長感謝状が贈られた。

次に特別講演として、「鳥取県における乳

がん検診の現状およびマンモグラフィ併用検

診の意義と問題点そして自己検診の実際」と

題し、鳥取赤十字病院第１外科部長 工藤浩

史氏の講演があり、約２００名の参加者があり、

盛会であった。また、９月１日鳥取市・米子

市、９月２日倉吉市で、がん征圧月間キャン

ペーンを行った。

２．胃がん対策

１）平成１７年度胃がん検診実績及び１８年度実績

見込み

平成１７年度実績は、対象者数１７７，４２８人で、

このうち受診者数はＸ線検査１９市町村実施の

２５，７８４人、平成１２年度より導入した内視鏡検

査は１５市町村実施の１９，３３９人で合計４５，１２３人

であった。受診率は２５．４％であった。年々と

内視鏡検査の実施割合が増加している。平成

１６年度に比べ、対象者数が約９，５００人増、受

診者数は１，５０６人減少し、受診率も２．４ポイン

ト減少した。内視鏡検査受診者が昨年度に比

べ１，６７３人増加に対し、Ｘ線検査が３，１７９人も

減少している。

平成１８年度実績見込みはＸ線検査１９市町村

実施の２６，０６３人、内視鏡検査は１４市町村実施

の２０，１６７人で合計４６，２３０人である。

一次検診で内視鏡を実施する医療機関は、

胃がん検診精密検査登録医療機関とし、内視

鏡検査による撮影部位は２０枚撮影とする。

２）胃集検読影事業

昨年度に引き続き、東、中、西３地区にそ

れぞれ読影委員会を設置し、フィルムの読影

を行っている。

なお、平成１８年２月１７日、１８日に松江市に

おいて第３６回日本消化器集団検診学会中国四

国地方会及び第３６回中国四国地方胃集検の会

が開催され、各地区読影委員会より参加した。

鳥取県においては、シンポジウム「内視鏡検

診の現状から標準化への課題」２題、シンポ

ジウム「HCV検診の現状と問題点から求め

られる課題」１題、一般演題１題が発表された。

また、平成１８年１１月１１日に広島大学医学部

において第３７回日本消化器集団検診学会中国

四国地方会及び第３７回中国四国地方胃集検の

会が開催され、各地区読影委員会より参加し

た。

平成１８年１月～１２月末読影状況は次のとお

りであった。

３）検診発見胃がん患者確定調査

平成１７年度に発見された胃がん及び胃がん

疑い２０７例について確定調査を行い、現在集

計中である。

４）鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録実

施

平成１９年１月末現在で１９１精密検査機関を

登録し、実施している。

５）胃がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１８年２月２５日、倉吉交流プラザ「視聴

覚ホール」において、福岡大学病院放射線科

講師 北川晋二先生による「福岡地区におけ

る胃がん検診の現状と問題点―�線検査の役

割について―」の講演を行う他、各地区読影

会より症例を提出して症例検討を行った。関

係者１３０名が出席した。

６）各地区読影会での症例検討会
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各地区読影会においても症例検討会を開催

し、精度管理に努めている。

開催状況は、東部５回、中部２回、西部１

回であった。

７）バリウム副作用事例の発生対応について

鳥取県におけるバリウム副作用事例の発生

報告があり、胃・大腸がんエックス線検査に

おける留意点について文書にて通知すること、

「鳥取県胃がん検診実施要領」を改正のうえ、

問診事項にバリウムに関する項目を追加する

こととなった。また、集団検診における注意

喚起の内容について確認し、改善点などにつ

いて意見交換をした。症例によっては、内視

鏡検査を勧めることも今後検討していくこと

となった。

３．子宮がん対策

１）平成１７年度子宮頸部がん検診実績及び１８年

度実績見込み

鳥取県は、平成１７年度より対象者を２０歳以

上に引き下げ、原則として同一人について年

に１回行うものとすることとした。平成１７年

度実績は、対象者数１３９，２０３人、受診者数

２４，４１６人、受診率１７．５％で、大幅な受診者数

の増加が期待されたが、市町村合併により検

診方法の見直しが行われ、平成１６年度より受

診者数は約１，９００人減少した。平成１８年度実

績見込みは、対象者１１７，２０７人、受診者数

２３，８８４人で受診者数は減少傾向である。対象

者の把握方法、受診勧奨等について、県より

市町村に適切な指導を行って頂くよう要望し

ている。

２）鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録

実施

平成１９年１月末日現在で２４精密検査機関を

登録し、実施している。

３）検診発見子宮がん患者確定調査

平成１７年度は子宮頸部癌９例、異形成４３例

で、平成１６年度に比べ異形成が１９例も増加し

た。また、子宮体部癌３例、子宮内膜増殖症

２例であった。

４）子宮がん検診従事者講習会及び症例検討会

平成１８年２月５日、鳥取県中部医師会館に

おいて、鳥取大学医学部器官制御外科学講座

生殖機能医学分野助手 大石徹郎氏による

「子宮頚部初期病変」の講演を行う他、提示

症例の検討を行った。関係者４９名が出席した。

５）車検診における体部がん検診

平成７年度より車検診における要子宮がん

検診者は、頸部がん検診と同時に体部がん検

診を実施することになった。但し、やむを得

ない事情により体部がん検診ができない場合

は要精密検査者として扱い、「子宮体部がん

検査依頼書」により医療機関に紹介している。

４．肺がん対策

昨年度に引き続き、東・中・西部に肺がん検

診読影委員会と細胞診委員会を設置し、胸部Ｘ

線写真の読影と喀痰細胞診の判定を行っている。

１）平成１７年度肺がん検診実績及び１８年度実績

見込み

平成１７年度実績は、対象者数１８１，４１０人、

受診者数５１，０２０人で受診率は２８．１％で、平成

１６年度に比べ、受診者数が約９，０００人減少し、

受診率も６．１ポイント減少した。受診者数が

減少した要因としては、結核検診の対象者が

４０歳以上から、平成１７年度より６５歳以上に引

き上げられたことにより、検診自体を選択制

にした市町村もあったことが考えられる。ま

た、胸部�線検査の判定基準の見直しにより、

要精検率が全国平均並の３．０％となり、肺が

ん４５人、肺がん疑いのある者が８７人発見され

た。

平成１８年度実績見込みは対象者数１７８，３１４

人、受診者数５０，９７６人である。

２）喀痰検査実施あたっての留意事項を市町村

に周知

ここ近年、高危険群所属者の喀痰検査受診

者数が減少し、その反面、受動喫煙等を心配

して喀痰検査を希望する女性の受診者が多い。

高危険群所属者の喀痰検査で発見される癌は

扁平上皮癌がほとんどであり、受動喫煙等の

非高危険群所属者から発見される癌は末梢の

腺癌がほとんどであるため、非高危険群所属

者に喀痰検査を行っても効率が良いとは言え

ない。よって、県健康対策課は市町村担当課

に対し、高危険群所属者の定義の確認、受動

喫煙は高危険群所属者とはならないこと、ま

た、受動喫煙者に発生する肺がんの早期発見

のためには、胸部エックス線撮影が有効であ

ることを文書にて周知を行った。

３）肺がん検診精密検査医療機関登録実施

平成１９年１月末日現在で２０精密検査機関を

登録し、実施している。
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４）検診発見肺がん患者追跡調査

昭和６２年度から平成１７年度までに発見され

た肺がん又は肺がん疑いについて確定、予後

調査を行った結果、原発性肺癌７１４例、転移

性肺腫瘍９２例で、５年生存率３９．１％、１０年生

存率２２．１％であった。平成１７年度に発見され

た肺がん及び肺がん疑い１３２例について確定

調書を行った結果、原発性肺癌５６例、転移性

肺腫瘍６例であった。

５）肺がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１８年２月１８日、鳥取県中部医師会館に

おいて公立学校共済組合近畿中央病院放射線

科部長 栗山啓子氏を講師として、「肺癌の

早期診断」の講演を行う他、各地区読影会よ

り症例を提出して症例検討を行った。関係者

５６名が出席した。

６）第２２回肺癌検診セミナー

平成１８年１２月１６日、京都国際会議場におい

て、第２２回肺癌検診セミナーが開催され、中

村廣繁先生が参加した。

シンポジウム１「現状の肺がん検診 課題

と今後の方向」、シンポジウム２「低線量CT

検診における体制整備」等が行われた。社会

情勢を鑑みたエビデンスに基づいた検診ガイ

ドラインが求められており、今回の肺癌検診

セミナーでは、高危険群、胸部Ｘ線検診、喀

痰細胞診、胸部CT検診をキーワードとして

今後の方向性について議論された。詳細は鳥

取県医師会報第６１９号掲載。

７）鳥取県肺がん医療機関検診実施

鳥取県肺がん医療機関検診実施（一次）医

療機関は、平成１９年１月末日現在で１６２医療

機関が登録され実施している。平成９年度か

ら肺がん医療機関検診が実施されたことに伴

い、胸部Ｘ線直接撮影フィルムの読影を行う

肺がん個別検診読影委員会を各地区に設置し

ている。また、各地区とも読影委員を招集し

て、読影精度管理及び向上のため、年１回読

影委員会を開催している。

喀痰検査はすべて鳥取県保健事業団に委託

され、精度管理に努めている。

８）肺がん検診における新規腫瘍マーカー・分

子マーカー有効性検討

鳥取大学医学部分子制御内科学教室（主任

研究者：清水英治教授）が疾病構造の地域特

性調査研究の一つとして、平成１６年度より実

施。

平成１８年度は、新しい腫瘍マーカー、癌遺

伝子、癌抑制産物抗体や肺癌細胞特異的蛋白

などの新しい血中蛋白物質の測定が、肺癌検

診における新たな肺癌早期発見手段として有

用かどうかを前年度に引き続いて検討する。

早期肺癌検出マーカーとなりうる可能性のあ

る抗p５３抗体を測定し、その結果、cut off値

には至らないが、ProGRP軽度上昇傾向を示

す一群、ならびに抗p５３抗体陽性者があるこ

とを見出した。本年度研究では、これら一群

に注目し、癌登録事業結果によりフォローを

行うことで、これら両指標が肺癌早期診断に

貢献するかどうか検証する。

５．乳がん対策

１）平成１７年度乳がん検診実績及び１８年度実績

見込み

平成１７年度より４０歳以上を対象者とし、同

一人が隔年でマンモグラフィ併用検診を行う

こととなり、平成１７年度実績は対象者数

１１２，３８４人、このうち受診者数は１７，２３７人、

受診率１５．３％で対象者数、受診者数ともに１６

年度に比べ約１２，０００人の減少である。また、

マンモグラフィ併用検診の導入により要精検

率は１０．０８％で、これまでの３倍以上となり、

全国８％に比べても高い結果となった。また、

平成１８年度実績見込みは対象者数１０８，９４１人、

受診者数１３，４２９人である。

隔年検診のため、平成１７、１８年度の検診実

績を合計して、受診率の検討を行う。

２）乳がん検診精密検査医療機関登録実施

平成１９年１月末日現在で１５精密検査機関を

登録し、実施している。

３）鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス

線撮影）医療機関登録実施

平成１９年１月末日現在で１８医療機関が登録

されている。

４）乳がん一次検診医の登録実施

平成１９年１月末現在で１０６人が登録されて

いる。

５）マンモグラフィ読影体制整備に向けて

乳房エックス線フィルム判定の精度確保を

図るため、平成１６年１０月より鳥取県健康対策

協議会に鳥取県乳がん検診マンモグラフィ読

影委員会を設置し運営を行っている。委員会

のあり方を明確にするためにも、平成１９年度
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までには各地区に読影委員会を設置し、読影

体制を整備する方向で平成１８年９月２８日に乳

がん対策専門委員会小委員会、平成１８年１２月

２３日に乳がん読影連絡協議会を開催し、検討

を行った。その結果、各地区に読影委員会を

設置し、東部、西部は医師会館を読影会場に、

中部は、平成１９年度は鳥取県立厚生病院を会

場として行うこととなった。

６）検診発見乳がん患者確定調査

平成１７年度に発見された乳がん又は乳がん

疑いについて確定調査を行い、５３例が確定乳

がんで、マンモグラフィによる非触知乳癌の

発見が２５例（４７．２％）であった。マンモグラ

フィ発見乳癌のほうが有意に早期であった。

７）乳がん検診従事者講習会及び第１４回鳥取県

検診発見乳がん症例検討会・一次検診医登録

講習会

平成１８年８月１９日、鳥取県西部医師会館に

おいて乳がん検診従事者講習会及び第１４回鳥

取県検診発見乳がん症例検討会を開催し、大

阪大学医学部附属病院教授 玉木康博氏によ

る「乳癌の３D画像診断と手術―オーダー治

療を目指して―」の講演と症例検討会及び一

次検診医登録講習会を行った。関係者６９名が

出席した。

８）各地区症例検討会

昨年に引き続き検討法の復習、モデル使用

による触診法の研修、症例検討について各地

区症例検討会が開催された。

６．大腸がん対策

１）平成１７年度大腸がん検診実績及び１８年度実

績見込み

平成１７年度実績は、対象者数１８０，３６６人、

受診者数は５２，０４５人で、受診率２８．９％、要精

検者数４，４７６人、要精検率８．６％、精検受診者

数３，０９７人、精検受診率は６９．２％であった。

精検の結果、大腸がん又は大腸がん疑いのあ

る者は１４４人が発見され、がん発見率は

０．２８％であった。前年度に比べ受診者数は約

２，０００人減少、受診率は２．２ポイント減少した。

要精検者数、率、精検受診者、率、発見がん

数、がん発見率ともに平成１６年度より増加し

た。陽性反応適中度は３．２％であった。

平成１５年度から１日２個法を導入した１３市

町村は、受診者数４１，３４７人で、受診率２９．６％、

要精検率８．８％、精検受診率６９．４％、がん発

見率０．２９３％、陽性反応適中度３．３％であった。

また、平成１６年度から１日２個法を導入した

５町村は、受診者数３，９９７人で、受診率２８．９％、

要精検率７．５％、精検受診率７２．４％、がん発

見率０．２２５％、陽性反応適中度３．０％であった。

平成１７年度から１日２個法を導入した３市町

は、受診者数６，１９５人で、受診率２４．１％、要

精検率８．０％、精検受診率６６．１％、がん発見

率０．２１０％、陽性反応適中度２．６％であった。

２日法を実施した１町は、受診者数は５０６

人で、受診率４０．２％、要精検率５．３％、精検

受診率６３．０％、がん発見率０．１９８％、陽性反

応適中度３．７％であった。

平成１８年度実績見込みは対象者数１７４，３４６

人、受診者数５１，４４４人である。１日２個法は

全市町村で実施となる

２）「鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登

録」「鳥取県大腸がん検診注腸Ｘ線検査医療

機関登録」実施。

平成１９年１月日末現在で「鳥取県大腸がん

検診精密検査医療機関登録」は７７件、「鳥取

県大腸がん検診注腸Ｘ線検査医療機関登録」

は４８件を登録し、実施している。

３）検診発見大腸がん確定調査

平成１７年度に発見された大腸がん及び大腸

がん疑いについて確定調査を行った結果、確

定癌１４０例（地域検診４４例、施設検診９６例）

のうち早期がんは９３例で、早期癌率は６６．４％

で、全国集計とほぼ同様な結果であった。

４）各地区注腸読影会

昨年度に引き続き、各地区に大腸がん注腸

読影委員会を設置し、注腸Ｘ線写真の読影を

行っている。

５）大腸がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１８年８月２６日、鳥取県中部医師会館に

おいて、松山赤十字病院胃腸センター所長

小林広幸氏を講師として「大腸癌の�線診断」

について講演を行った他、各地区読影会より

症例を提出して、症例検討を行った。関係者

８９名が出席した。

７．肝臓がん対策

１）鳥取県肝臓がん検診等の実施状況

平成１７年度は国庫事業の肝炎ウイルス検査

は１６市町村実施、対象者数５１，３９２人、受診者

数５，１６７人で、受診率は１０．１％であった。検

査の結果、HBs抗原のみ陽性者は１１８人、
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HCV抗体のみ陽性者は４１人で、HBs抗原陽

性率２．３％、HCV抗体陽性率０．８％であった。

また、市町村単独事業は３市町実施で３０５人

である。

また、検診で発見されたHCV及びHBs検

査の陽性者のフォローアップ対象者に肝臓病

定期検査結果報告書及び「かんぞうの手帳」

を発行し、年１回の定期検査の受診勧奨を行

い、継続的なフォローアップ体制をとってい

る。

平成１８年度実施見込みは国庫事業の肝炎ウ

イルス検査は１７市町村実施で３，４７０人、市町

村単独事業は５町実施で８５６人である。

２）鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録

実施

平成１９年１月末日現在で１２９件を登録し、

実施している。平成１９年度は登録更新期に当

たるので、平成１８年度中に地区医師会経由で

新規・更新の手続きを行う。

３）検診発見肝臓がん追跡調査

平成１７年度肝炎ウイルス検査においては１

例のがんが発見され、定期検査においてはが

んが１０例発見された。また、平成７年度～１６

年度肝臓がん検診発見がん患者のうち、１８例

が確定癌であり、そのうち１７例は死亡、生存

中は１例であった。平成１０年度～１６年度定期

検査確定がんが４８例で、そのうち２７例が死亡、

２１例は生存中である。

４）肝臓がん検診従事者講習会及び症例研究会

平成１８年２月４日（土）午後４時より鳥取

県中部医師会館に於いて開催し、鳥取大学医

学部附属病院第一外科講師 廣岡保明氏によ

る「肝細胞癌に対する生体肝移植」の講演に

引き続き、各地区より症例を報告し、検討を

行った。関係者が８８名参加した。

８．若年者心臓検診

１）心臓検診

昨年度に引き続き、東部医師会館、鳥取県

立厚生病院、西部医師会館を会場として、東

部地区―県立中央病院、中部地区―県立厚生

病院、西部―鳥大医学部の担当により検査を

実施した。

結果は次表のとおり。検診後の事後管理と

して、検診医が必要とした児童・生徒につい

ては心臓手帳を無料で配布することにしてい

る。

２）心電図の検診事業は、鳥取県保健事業団と

山陰予防医学研究所で実施されている。

昨年度に引き続き心電図判読委員会におい

て判読に協力している。本年度心電図判読状

況と結果は次の通り。結果については小冊子

を発行している。

３）「至急受診」

突然死を防ぐため、心電図検査の結果によ

り心電図判読委員の判断で「至急受診」と判

定された者については、学校を経由して保護

者、学校医に連絡し、緊急に医療機関に受診

させることとしている。平成１８年度「至急受

診者」と判定された４６人は医療機関に受診し

た結果、異常なし１９人、管理不要２人、要観

察２５名であった。診断名としてQTc延長１９人、

心室性期外収縮５人、房室ブロック１人、そ

の他３人であった。

その場合、経費、精度管理等の理由により、

心臓疾患第１次精密検査受診結果合計

第一次精密

該 当 人 員

（人）

第一次精密

受 診 人 員

（人）

検 査 結 果

異常なし
（人）

管理不要
（人）

要 観 察
（人）

要 精 検
（人）

要 医 療
（人）

幼 稚 園 ３ ３ ２ ０ １ ０ ０

小 学 校 ３７７ ３６９ １４９ １６４ １８ ３８ ０

中 学 校 １５４ １５０ ６５ ６２ ７ １６ ０

高 等 学 校 ２０４ ２００ ９９ ６７ ９ ２５ ０

諸 ・ 学 校 １３ １３ ２ ９ ０ ２ ０

計 ７５１ ７３５ ３１７ ３０２ ３５ ８１ ０
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健対協が一次、二次心臓精密検査医療機関と

認定している県立中央病院、県立厚生病院、

鳥大医小児科・第２外科を専門医とする。

４）心臓検診の今後の実施体制について

平成１８年度実施に当たっては、対象者の中

には既に医療機関へ通院中の者や以前の一次

精密検査で「要観察」とされ、１年後・３年

後などにこの検診で経過観察とされた者も含

まれているので、一次検診対象者の見直しを

行い、ガイドラインを改訂して実施した結果、

対象者が平成１７年度に比べ約２００人の減少と

なった。平成１９年度は、昨年度と同様に東部

医師会館、鳥取県立厚生病院、西部医師会館

を検診会場にして県費事業で行う予定である。

しかし、平成２０年度以降、対象者約７００人が

直接医療機関で精密検査をすることになると、

受け入れの医療機関が混乱をきたすと思われ

る。よって、さらに対象者を絞り込むことを

検討した結果、心電図判読ガイドラインの

QS波の中には、ほとんど異常がないものも

ある。平成１８年度の一次精密検査結果を見て

も約８０％が異常なしか管理不要である。小児

循環器学会の基準と照らし合わせながら、

QS波のどの部分を要精検として一次精密検

査対象者とするのか、心電図判読基準の見直

しを現在行っている。詳細は鳥取県医師会報

６１７号掲載。

５）第３９回若年者心疾患対策協議会総会開催予

定

平成１９年２月４日、岐阜県民文化ホールに

おいて開催され、坂本雅彦先生（垣田病院長）、

星加忠孝先生（鳥取県立中央病院）、奈良井

栄先生（鳥取県立厚生病院）が参加される

予定。ワークショップ：「学校における心臓

検診と生活習慣病検診について―岐阜県の取

組み―」、特別講演：「学校検診と不整脈」、

心臓疾患第２次精密検査受診結果合計

第２次精密

該 当 人 員

（人）

第２次精密

受 診 人 員

（人）

検 査 結 果

異常なし

（人）

管理不要

（人）

要 医 療

（人）

要 観 察

（人）

学校生活規制面
からの区分（人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

幼 稚 園 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小 学 校 ３８ ３８ ２ ７ ０ ２９ ２９

中 学 校 １６ １６ ３ １ ０ １２ １２

高等学校 ２５ ２５ １ ９ ０ １５ １５

諸・学校 ２ ２ ０ ０ ０ ２ ２

計 ８１ ８１ ６ １７ ０ ５８ ５８

平成１８年度心電図学校別受診者数（総括表）

学校等区分 実施学校数
�

受診者数

結 果

正常範囲� 要精検�

小 学 校 １５３ （人）
１１，３９４

（人）
１０，９８１

（％）
９６．４

（人）
４１３

（％）
３．６

中 学 校 ６３ ５，９２９ ５，７３９ ９６．８ １９０ ３．２

高 等 学 校 ３４ ６，４９５ ６，２６０ ９６．４ ２３５ ３．６

盲・聾・養護学校 ９ ２６４ ２４０ ９０．９ ２４ ９．１

そ の 他 ５ ３２９ ３１７ ９６．４ １２ ３．６

計 ２６４ ２４，４１１ ２３，５３７ ９６．４ ８７４ ３．６
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教育講演「岐阜県の学校心電図検診に関する

研究」、パネルディスカッション「学校心臓

検診と事後管理のレベルアップを目指して」

が行われる予定。

平成２１年１月頃に、本協議会総会を鳥取県

で開催される予定である。

９．母子保健対策

昨年度に引き続き�乳幼児健診システム研究

調査�新生児の先天異常に関する調査�ハイリ

スク出生児の追跡調査の３項目について調査を

行った。

また、鳥取県母子保健対策協議会と健対協母

子保健対策専門委員会を合同で開催し、�母子

保健指標の推移�平成１７年度市町村母子保健事

業の実施状況�５歳児健診実施体制整備事業�

新生児聴覚障害支援事業などについて報告が

あった。

この他に、平成１８年度の鳥取県母子保健事業

の取り組みについて協議、意見交換を行った。

� 乳幼児健診システムの見直しについて

平成１８年７月２０に母子保健対策専門委員会

小委員会を開催し、１歳６ケ月児、３歳児健

診票に発達障害児の早期発見、虐待、子育て

支援等を盛り込んだ内容の見直しを行った。

現在検討中である。また、３歳児健診視力健

診については、弱視の見逃しを予防するため、

保護者への啓発文や問診内容項目の充実、視

力検査の方法について検討。また、聴覚検査

については、中等度難聴の見逃しを予防する

ため、平成１９年度より「ささやき声」検査導

入に向けて、保護者への啓発文や問診項目の

充実を図ることとなった。

� 鳥取県「総合周産期母子医療センター」の

設置について

鳥取大学医学部附属病院に「総合周産期母

子医療センター」が平成１８年７月に設置され

た。

同センターは、「母体・胎児」「分娩」「新

生児」の三部門からなり、リスクを有する妊

婦の分娩を病院内で行うことによって病的新

生児・早産時の初期治療を充実させ、新生児

搬送に伴うリスクを回避することができ、ま

た、ハイリスク妊娠分娩について妊娠早期か

ら母体・胎児・新生児の管理治療を一貫して

行うことが可能になった。

１０．疾病構造の地域特性対策

「鳥取県における大動脈瘤患者の発生頻度と

治療の調査」については平成１７年度で終了した。

平成１８年度は、従来の調査研究「鳥取県におけ

る透析患者の実態と治療に関する疫学調査」、

「肺がんの早期診断に関する調査」、「Ｂ型肝硬

変に対するラミブジン療法の有用性についての

調査」、「職場ですすめる健康づくりに関する研

究」に新たに取り上げた「鳥取県における手掌

多汗症の疫学と治療効果の調査」を加えた、５

項目の調査研究を行った。

１１．公衆衛生活動対策

１）昨年度に引き続き、健康フォーラムの開催、

日本海新聞に「保健の窓」、「健康なんでも相

談室；鳥取県医師会Ｑ＆Ａ」の掲載等、健康

教育活動を行っている。

また、本年度も毎月１回鳥取県健康会館に

おいて「鳥取県医師会公開健康講座」を開催

のほか、倉吉、米子市内で、それぞれ１回ず

つ開催した。なお、鳥取県の委託事業である

「生活習慣病対策セミナー」については平成

１７年度までは委託回数は年２４回だったが、平

成１８年度は年１２回となった。よって、鳥取県

医師会公開健康講座のうち６回を生活習慣病

セミナーにあて、３地区においても２回ずつ

同様のセミナーを実施した。

この他、鳥取県健康会館において、面談に

よる健康相談を継続実施。毎月第１木曜日は

精神科、第２及び第４木曜日は内科、第３木

曜日は小児科と整形外科で隔月に行っている。

２）新規抗菌素材による呼吸器ウイルス感染予

防法の検討：鳥取大学医学部統合内科学医学

講座分子制御内科学 清水英治教授（平成１６

年度より開始）

平成１８年１月～５月に急性ウイルス感染を

疑わせる症状で外来受診した患者で同意を得

た７０名を対象に、咽頭擦過液を採取し、RT―

PCR法を用いてウイルス検出した。その結果、

４月に６名、５月に１名からヒトメタニュー

モウイルスが検出された。そのうち、６名は

一つの老人保健施設での集団感染であったこ

とから、高齢者が多く入所する施設では他の

ウイルス感染と同様にヒトメタニューモウイ

ルスも念頭に置いた感染対策が必要であるこ

とが明らかとなった。

今回鳥取県で検出された７株のhMPVの遺

伝子解析を行ったところ、Ａ型が６株、Ｂ型
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が１株であった。ウイルス学教室の協力を得

て２株の培養樹立が出来たので、平成１９年度

はこの株を使用して、ドロマイトの効果を調

査し、また、山陰地方の主要な医療機関施設

に協力して頂いて、ウイルス感染の流行状況

を把握する。そして、臨床現場で有効に利用

出来るかどうかも含めて研究していく。

１２．循環器疾患等対策

１）平成１７年度基本健康診査実績及び１８年度実

績見込み

平成１７年度実績は、対象者数１７６，３９１人で、

受診者数６４，５５８人、受診率は３６．６％であった。

前年度より受診者数は４，７２７人、受診率は５．４

ポイント減少した。市町村合併の影響等によ

り健診方法の見直しなどが行われた結果では

ないかとのことだった。

検査の結果、異常認めず７，２９９人（１１．３％）、

要指導１６，０９８人（２４．９％）、未治療１０，０６１人

（１５．６％）、治療中３１，１００人（４８．２％）であっ

た。異常者の内訳として、上位の３疾病（高

脂血症、高血圧、心電図異常）は昨年と変わ

らなかった。

平成１８年度実績見込みは、基本健康診査受

診者数６４，６９０人、訪問健康診査は６市町村で

３５０人の合計６５，０４０人の実施予定である。

２）基本健康診査問診票に新たに加わった「基

本チェックリスト」、「生活機能評価」

平成１８年度より基本健康診査問診票に新た

に加わった「基本チェックリスト」、「生活機

能評価」の項目について、市町村より有効性

を問う質問が多く寄せられ、また生活機能評

価についても介護予防へつながる流れが分か

りにくいとの意見があったが、今年度から動

き出した制度であり、しばらく状況を見守る

こととし、市町村からの意見は厚生労働省に

伝えていくこととした。

３）基本健康診査実施要領の見直しについて

肝炎ウイルス検査は、国の当初計画では平

成１８年度で終了する予定であったが、平成１９

年度の１年間に限って、４０歳の者及び過去５

年間の肝炎ウイルス検査の対象者であって、

当該検査の受診機会を逃した者を対象にして

行うこととなった。よって、基本健康診査実

施要領を一部改訂することとなった。

４）基本健康診査従事者講習会

平成１８年８月５日、鳥取県西部医師会館に

おいて基本健康診査従事者講習会を開催した。

山陰労災病院第２循環器科部長 笠原 尚氏

による「虚血性心疾患の危険因子」の講演が

あった。関係者が２３名出席した。

５）平成２０年度始まる「特定健診・特定保健指

導」事業について

医療制度改革により、平成２０年４月からは、

健診・保健指導の重点化・効率化が図られ、

医療保険者（市町村等）に４０～７４歳の被保険

者・被扶養者を対象とする特定健診・特定保

健指導の実施を義務付けることとなった。健

診結果に基づいて生活習慣病の予備群や有病

者などを把握するとともに、健診を行った保

険者には健診後の保健指導が義務化されるこ

ととなる。政策目標は、平成２７年度には平成

２０年と比較して糖尿病等の生活習慣病有病

者・予備群を２５％減少させることとしており、

中長期的には医療費の伸びの適正化を図るこ

ととしている。新たな健診項目として、腹囲、

HbA１c値、LDLコレステロール、血清尿酸が

追加される。

また、昭和５７年度に作られた老人保健法は

平成１９年度で廃止され、老人保健法の目的や

趣旨を踏襲しつつ、それを発展させるものと

して、「高齢者の医療の確保に関する法律」

へと改正される。

１３．アレルギー性疾患対策

１）「食物アレルギー～きちんと知って上手に

つきあいましょう～」と題したパンフレット

を１万部発行した。県内医療機関、保健所、

市町村の保健担当者等に配布し、非常に好評

であった。県「健康対策課」のホームページ

（とりネット）にも掲載した。

１８年度は、「子どものアレルギー性疾患の

Ｑ＆Ａ」のパンフレットを作成中である。

２）アレルギー性疾患研修会

平成１８年２月９日、倉吉未来中心において、

鳥取大学医学部感覚運動医学講座皮膚病態学

分野講師 山田七子氏を講師として「食物が

関係する皮膚疾患」の講演があった。関係者

が４８名出席した。

１４．地域医療研修及び健康情報対策

医療制度改革を契機としてとらえ、生活習慣

病対策、医療計画改訂等に関する事項で、鳥取

県健康対策協議会として取り組むべき事業を検

討し実施予定。
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１５．鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会

昨年に引き続き、岡本会長を部会長に、循環

器疾患等・胃がん・子宮がん・肺がん・乳が

ん・大腸がんと肝臓がんの部会長、専門委員長、

がん登録対策専門委員会委員長の１６人で構成さ

れ、各検診の効果効率等を評価し、健診の実施

方法等の検討、精度管理の状況について協議を

行った。

１）平成１７年度実績は基本健康診査、各がん検

診とも、受診者数、受診率ともに大幅に減少

した。その原因の一つとしては、市町村の広

域合併による検診方法、自己負担額などの見

直しが行われたことである。特に車検診の受

診者数が減少しており、以前は各集落で行っ

ていたが、１会場とし（中央保健センター等

に定め）、他の検診とのセット検診で実施し

た所があり、若年層は検診方法が良くなった

という意見もあるが、高齢者にとっては不都

合であるという意見が多いようだ。

２）平成１８年度実績見込みは、各市町村ともに、

前年度実績を元に計画をおこなっており、受

診予定者数の伸び率は鈍化している。

３）各がん検診精密検査医療機関登録期間につ

いて

がん検診精密検査登録医療機関の更新期間

は３年間。また、肺がん医療機関検診実施

（一次検診）医療機関登録、乳がん医療機関

検診一次検診医登録の更新期間も３年間。

４）「鳥取県がん検診実績報告書」作成

平成１６年度の各がん検診実績と平成１７年度

に開催された症例検討会報告等をとりまとめ

た「鳥取県がん検診実績報告書」を作成し、

関係機関に配布した。

１６．新健診・保健指導検討委員会

平成２０年４月から始まる「新特定健診・特定

保健指導」事業実施に当たって、かかりつけ医

の役割、医師会の役割、健診・保健指導におけ

る質の問題等数々の課題がある。特に、鳥取県

版のマニュアル作成、医師、看護師、保健師等

の健診従事者の研修会の開催が急務である。

よって、健診の精度管理を担ってきた健対協が

中心となって、事業導入に向けての問題点を検

討する必要があり、平成１８年１２月１４日、第１回

新健診・保健指導検討委員会を開催し、検討を

行った。

１７．鳥取県健康対策協議会活動実績

１）理事会 ［１８．６．１］

２）がん登録対策専門委員会 ［１８．７．２７］

� 鳥取県がん征圧大会 ［１８．９．７］

� 地域がん登録全国協議会第１５回総会研究

会 ［山形市 １８．８．３１―９．１］

３）胃がん対策専門委員会

［１８．２．２５ １８．８．１７］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会胃がん部

会）

� 第３６回日本消化器集団検診学会中四国地

方会・第３６回中四国地方胃集検野会

［松江市 １８．２．１７―１８］

� 第３７回日本消化器集団検診学会中四国地

方会・第３７回中四国地方胃集検野会

［広島市 １８．１１．１１］

� 胃がん検診従事者講習会及ぶ胃がん検診

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１ Ｈ１８年度中 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１

肺 が ん 一 次 検 診 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中

乳 が ん 一 次 検 診 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１
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症例研究会 ［１８．２．２５］

４）子宮がん対策専門委員会

［１８．２．５ １８．７．２７］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会子宮がん

部会）

� 子宮がん検診従事者講習会及ぶ子宮がん

検診症例検討会 ［１８．２．５］

５）肺がん対策専門委員会

［１８．２．１８ １８．８．３］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会肺がん部

会）

� 鳥取県肺がん検診従事者講習会及び肺が

ん検診症例研究会 ［１８．２．１８］

� 第２２回肺癌検診セミナー

［京都市 １８．１２．１６］

６）乳がん対策専門委員会 ［１８．８．１９］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会乳がん部

会）

� 乳がん検診従事者講習会及び第１４回鳥取

県検診発見乳がん症例検討会［１８．８．１９］

� 乳がん対策専門委員会小委員会

［１８．９．２８］

� 乳がん読影連絡協議会 ［１８．１２．２３］

７）大腸がん対策専門委員会

［１８．８．２６ １９．１．２５］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会大腸がん

部会）

� 鳥取県大腸がん検診従事者講習会及び大

腸がん検診症例研究会 ［１８．８．２６］

８）肝臓がん対策専門委員会

［１８．２．４ １８．８．１７］

（鳥取県肝臓がん抑制対策評価委員会）

� 鳥取県肝臓がん検診従事者講習会及び肝

臓がん検診症例検討会 ［１８．２．４］

９）若年者心臓検診対策専門委員会

［１８．１０．２４］

� 第３９回若年者心疾患対策協議会総会

［岐阜市 １９．２．４開催予定］

１０）母子保健対策専門委員会

［１８．２．２ １８．８．１０］

（鳥取県母子保健対策協議会）

� 母子保健対策専門委員会小委員会

［１８．７．２０］

１１）疾病構造の地域特性対策専門委員会

［１８．１１．９］

１２）公衆衛生活動対策専門委員会［１９．１．１８］

１３）脳卒中登録対策専門委員会 ［１８．３．４］

１４）循環器疾患等対策専門委員会［１８．８．５］

（鳥取県成人病検診管理指導協議会循環器疾

患等部会）

� 基本健康診査従事者講習会［１８．８．５］

１５）アレルギー性疾患対策専門委員会

［１８．２．９ １８．８．１０］

� アレルギー性疾患研修会 ［１８．２．９］

１６）鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会

［１８．３．１６ １８．９．１４］

１７）第１回新健診・保健指導検討委員会

［１８．１２．１４］

地 域 医 療 対 策 関 係

１．地域医療対策
１ 全国有床診療所連絡協議会総会

平成１８年８月５・６日、浦安市において開

催され、神鳥常任理事が出席した。本協議会

は、全国３４都道府県に設置されているが、中

四国では鳥取県および島根県、香川県、高知

県には設置されていない。

１日目は総会が行われ、２日目は「有床診

輝ける明日のために」をメインテーマに５名

のシンポジストによるシンポジウムが行われ、

熱心な討論が展開された。次に、講演「これ

からの診療所における経営戦略と財務管理～

その基本戦略と具体的対応～」（鈴木ヘルス

ケアマーケティング研究所代表取締役所長）、

特別講演「日本医師会の現況と課題～地域医

療の将来展望をめぐって～」（唐澤日医会長）

が行われ、大変盛会であった。次回は鹿児島

県で開催される。

今後は、有床診療所の４８時間入院規制が撤

廃されたことが療養病床数にどのように影響

するのか、県内有床診療所を対象に調査を行

い、要望をとりまとめる予定である。詳細は、

会報第６１５号に掲載した。

２ 鳥取県医療審議会

・平成１８年２月１４日、県庁において開催され、

長田会長、岡本副会長が出席した。議事と
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して、周産期医療体制の整備と西部保健医

療圏の一般病床の配分について協議、意見

交換が行われた。報告として、�医療法人

の設立、解散認可の申請状況�平成１８年度

福祉保健部当初予算�医療法改正に係る国

の動向�看護職員の需給見通し、があった。

・平成１８年９月５日、県庁において開催され、

岡本会長、宮�常任理事、渡辺常任理事

（医療法人協会会員が出席し、岡本会長は

鳥取県医療審議会の会長に選任された。

議事として、�現在の医療計画期間中の

病床の配分�鳥取県保健医療計画の改定�

一部の病棟を休止した病院への対応方針、

などについて協議、意見交換が行われ、看

護師不足や医師不在を理由に一部の病棟を

休止している病院に対し、病棟再開のめど

が立たない場合には今後、病床数の削減を

指導することとした。

また、報告事項として、�医療法人の設

立、解散認可の申請状況�鳥大医学部附属

病院総合周産期母子医療センターの開設�

ドクターバンクの開設�サマーセミナーの

開催�看護の専門性に関するシンポジウム

及び在宅ホスピスケアフォーラムの開催、

があった。

３ がん診療連携拠点病院推薦検討会

平成１８年７月２５日、県医師会館において開

催され、岡本会長、天野常任理事が出席した。

検討会長は長田前会長。東部のがん拠点診療

連携病院として推薦する病院の順位（１．県

立中央病院 ２．鳥取市立病院 ３．鳥取赤

十字病院）を付けた。県は今後、複数の病院

が推薦できないか確認した上で、８月上旬に

国に推薦する方針である。

４ 県立病院運営評議会

平成１８年８月１日、県庁において開催され、

岡本会長が評議会の会長に互選された。議事

として、検証・評価項目�県立病院の概要・

交付金の推移�各病院のビジョン、県立病院

として果たすべき役割、などについて報告、

協議、意見交換が行われた。

・平成１８年１２月１９日、県庁において開催され、

岡本会長が評議会長として出席した。議事

として、�平成１９年度以降の経営推計�県

立２病院と同規模・自治体立病院との比較

�経費節減の主な取組�平成１９年度の予算

要求方針�各病院における目標と検証項目、

などについて協議、意見交換が行われた。

なお、この会は、一般の方からいろいろ

な意見を聞く会でもある。７対１看護基準

については賛成が多く、もっと広い範囲で

意見を聞いたらどうか、病院の医師数が少

ないのではないか、などの意見があった。

今後は、意見を参考にしながら、運営を進

めていく。

２．医師確保対策
１ 女性医師アンケート調査

平成１８年５月２４日付で、県医師会員として

登録されている女性医師１７１名を対象に実施

した女性医師アンケート調査を実施した。そ

のアンケートの集計結果については、１１８名

から回答があり、回答率は６９％。また、それ

以外に各病院にお願いして県医師会には加入

していない方にも回答をお願いしたところ、

更に４８名からご協力いただき、回答総数は

１６６名であった。集計結果の詳細については

会報第６１６号に掲載した。

社 会 保 障 医 療 対 策 関 係

１．医療保険制度対策について
平成１８年度の診療報酬改定の内容に関する説

明会並びに伝達を行うため、都道府県医師会社

会保険担当理事連絡協議会が、平成１８年３月６

日に日本医師会で開催された。

今回の改定については、３．１６％のマイナス改

定という厳しい結果となった。主な改定内容は、

次のとおりである。

領収証の発行

正当な理由がない限り、点数表の各部単位

で金額の内訳が分かる領収証を無償で交付す

ることが義務化された（六カ月の経過措置あ

り）。しかし、正当な理由のなかには、患者

さんが希望しない場合も含まれており、その

場合には交付する必要はない（その際には、

署名を記した表示を文書で残すことが望まし
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い）。なお、支払側が強く求めていた明細書

の発行は、患者さんが求めた場合に有償で対

応する努力規定。

処方せん様式の見直し

「処方は医師にとって最も大切なものの一

つであり、その変更は医師のみができるもの

である」と主張してきたが、財政上の理由か

ら見直しを行うことになり、「備考」欄中に

新たに「後発医薬品への変更可」の保険医署

名欄を設けることになった。しかし、従来の

処方せん様式は引き続き使える。

入院基本料の要件追加

院内感染防止対策実施、医療安全管理体制、

褥瘡対策実施が要件となり、未実施、未整備

の場合、有床診療所でも入院基本料そのもの

が算定不可となる。

初・再診料

支払側は大幅な引き下げを求めてきたが、

「医療機関にとって、初・再診料は最も基本

的なものであり、認めることはできない」と

強く反発。議論の結果、引き下げ幅を最小限

に食い止められた（初診料は病診格差を是正

し、二百七十点に統一。再診料は二百床未満

病院で一点、診療所で二点引き下げ、継続管

理加算を廃止）。

医学管理等

国民に理解できる診療報酬体系とするため

に、日医社会保険診療報酬検討委員会からの

指摘も踏まえ、「指導料」を「管理料」に変

更した。

在宅医療

新たに診療報酬上の制度として、「在宅療

養支援診療所」を創設。一つの診療所でも、

医師一人、看護職員一人での対応を可能とし

た。

また、在宅時医学総合管理料を新設。在宅

支援診療所と両方の届出を行っている診療所

は、患者さんの症状により、点数の選択が可能。

小児医療・産科医療

財源が少ないなかで、小児入院医療につい

ては大幅な引き上げを行った。ま、産科医療

では、ハイリスク分娩の増加に対応し、ハイ

リスク分娩管理加算などを新設した。

リハビリテーション

施設基準により区分していた現行体系を四

つの疾患（�脳血管疾患等�運動器�呼吸器

�心大血管疾患）別の評価体系に改変。集団

療法は廃止、個別療法のみとし、おのおのに

算定日数の上限を設定し、その間は逓減制の

適応はないものとした。算定日数の上限を超

えた場合の対応が今後の課題と考えている。

なお、消炎鎮痛等処置の逓減制も合わせて廃

止した。

その他

透析医療の夜間・休日加算は当初廃止の方

向性が示されていたが、その復活を強く求め

た結果、三百点ではあるが、引き続き算定で

きることとなった。

また、医療上の問題があるとして、その是

正を求めてきた不適切な超長期の投薬につい

ては、今回、厚生労働省から事務連絡が出さ

れ、各審査委員会における審査の判断材料と

なった。なお、適切な長期投薬は評価し、こ

れまで四十五点であった特定疾患処方管理加

算は六十五点に引き上げた。

２．社会保障医療対策について
１ 第５０回社会保険指導者講習会

本年度講習会は、平成１８年８月２３・２４日の

２日間、日本医師会館において「実践救急医

療」を主題に開催された。本会から富長・野

島両副会長、八木鳥大医学部救急・災害医学

分野教授が出席した。

１日目は、「救急医療・総論」「気道確保、

AED」「救急のプライマリケア」�ショック、

不整脈�意識障害、痙攣�呼吸困難�吐血・

下血、急性腹症、について６名の講師による

講演が行われた。２日目は、「小児の救急」

「高齢者の救急」の２講演と総合討論という

形で締めくくられた後、厚生労働省より医療

制度改革および診療報酬制度に関する解説が

あった。各地区医師会で伝達講習を行った。

詳細は、会報第６１５号へ掲載した。

２ 社会保障部委員会総会

平成１９年１月２０日、鳥取市、ホテルニュー

オータニ鳥取において開催し、医療保険関係

諸会議の報告後、支払基金、国保連合会、労

災保険審査委員会からそれぞれ審査の現況と

医師会への要望が述べられた。内容の詳細に

ついては、別途会報に掲載する。

また、平成１８年１１月、全医療機関を対象に、

社会保険審査委員会及び国保審査委員会への

審査に対する要望事項のアンケートを行った
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結果、３８件の意見が寄せられ、行政に対する

意見等、本会の趣旨にそぐわないものは割愛

し、３２件の意見について協議、意見交換を

行った。内容の詳細については、後日、社会

保障部だよりに掲載する。

３ 社会保障部常任委員会

平成１８年９月１４日、県医師会館において開

催し、健保・生保の指導計画打合せ会報告、

日医・中国四国ブロックの医療保険関係の諸

会議報告を行った後、�規程�総会の開催�

社会保障部常任委員会のあり方�医療保険に

おける医師会の自浄作用活性化策�保険指導

のあり方（対象者等）�いわゆる５５年通知�

電算化と１７５円ルール	医療費通知と個人情

報保護、などについて協議、意見交換を行っ

た。なお、社会保障部委員会総会を平成１９年

１月２０日（土）にホテルニューオータニ鳥取

において開催することとした。

その他、基金および国保から、近年資格喪

失者が受診されるケースなど、資格関係の誤

りが非常に多いため、各医療機関において月

初めだけでなく、毎回保険証を提示していた

だき、確認をお願いしたいとの要望があった。

詳細は、会報第６１６号へ掲載した。

４ 社会保険指導実施について

平成１８年５月２５日、鳥取社会保険事務局と

「平成１８年度保険医療機関指導計画打合会」

等を、また、平成１７年６月９日、鳥取県福祉

保健課と「平成１８年度生保指導計画打合会等

を開催して本年度指導計画について了承、こ

れに基づいて下記のとおり実施した。詳細は、

会報第６１２号・６１３号に掲載した。

〔生保個別指導〕

１８．２．２０ 東部地区１件（病）

１８．２．２２ 東部地区１件（病）

１８．７．２７ 西部地区１件（病）

１８．８．２１ 西部地区２件（病）

１８．９．２８ 西部地区２件（病）

１８．１０．２５ 中部地区２件（病）

１８．１０．２６ 西部地区１件（病）

１８．１１．２９ 東部地区１件（病）

１８．１２．２５ 東部地区１件（病）

１８．１２．２８ 東部地区１件（病）

〔健保個別指導〕

１８．２．３ 西部地区１件

１８．２．１４ 中部地区２件

１８．２．１７ 西部地区１件

１８．２．２３ 西部地区１件

１８．３．３ 東部地区３件

１８．３．１０ 西部地区３件

１８．５．３０ 西部地区１件

１８．８．１０ 西部地区１件

１８．８．３１ 東部地区３件

１８．９．２７ 中部地区３件

１８．１０．４ 中部地区１件

１８．１０．３１ 中部地区３件

１８．１２．５ 西部地区１件

１８．１２．７ 西部地区３件

１８．１２．２５ 東部地区３件

１９．１．２５ 東部地区１件

〔集団的個別指導〕

１８．２．７ 東部地区１件

１８．３．１５ 西部地区１件

１８．１１．２ 中部地区６件

１８．１１．３０ 東部地区１５件

１８．１２．２１ 西部地区１３件

１９．１．３０ 中部地区１件

〔健保個別指導・新規〕

１８．５．１１ 中部地区１件

１８．５．１９ 東部地区３件

１８．５．２６ 西部地区３件

１８．６．２９ 西部地区２件

〔健保新規集団指導〕

１８．７．２３ 西部地区２８件

１８．８．２７ 東部地区１６件

１８．９．２６ 西部地区１件

〔社会保険医療担当者の監査〕

１８．６．８―９ 西部地区１件

１８．６．２７―２８ 西部地区１件

１８．７．１２―１３ 西部地区１件

１８．８．１７ 西部地区１件

１８．８．１８ 西部地区１件

１８．８．２１ 西部地区１件

１８．１０．１２ 西部地区１件

１８．１０．１７ 西部地区１件

１８．１０．１９ 西部地区１件

５ 平成１８年度改定に対する「緊急レセプト調

査」について

日医では、平成１８年４月からの診療報酬マ

イナス改定の影響を検証するために、平成１８

年度診療報酬改定の実態を把握し、今後の診

療報酬改定のための重要な基礎資料とするこ
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とを目的に「緊急レセプト調査」を実施する

として、その協力依頼があったので協力する

こととした。調査の内容は、平成１７年と平成

１８年の６～９月診療分の請求書データ（入院、

入院外、老人保健、国保単独・公費併用別の

件数、実日数、点数）を記入し、FAXで毎

月、日医保険医療課あてに送る。調査客体と

して抽出された２病院と１９診療所あてに協力

をお願いした。

３．県及び関係団体との連絡強調について
１ 鳥取県社会保険健康づくり事業推進協議会

平成１８年６月２２日、白兎会館において開催

され、宮�常任理事が出席した。主な議題は、

生活習慣病改善指導であった。鳥取県では、

昨年度に保険者協議会が設置され、医療改革

制度関連法案が国会で承認されたことにより、

２年後からは医療保険者が中心となってメタ

ボリック症候群の健診及び保健指導を行うこ

とから、医師会の関与が少なくなる可能性が

あるため、アウトソーシングの際には医師会

が受け皿になるようにしていく必要があると

思われる。

また、被保険者の対象者の把握について、

現在健対協でも問題になっているが、特に市

部では、市町村合併もありそれぞれが独自の

方法で行われている。本協議会では、被扶養

者の健診を高めていくことを目標に置かれて

おり、健対協の健診対象者と重なることから、

是非留意していただくことを申し入れた。そ

の他、受診勧奨方法等について協議、意見交

換が行われた。

２ 地方社会保険医療協議会

平成１８年９月２１日、さざんか会館において

開催され、野島副会長、富長副会長、板倉東

部会長、池田中部会長、魚谷西部会長が出席

した。保険医療機関の指定（医科）では、新

規９件、組織変更３件、交代２件、更新７１件

で計８５件あった。

また、社会保険医療協議会法が改正される

ことにより、医師、歯科医師及び薬剤師を代

表する委員が８名から７名となり、委員任命

についての各関係団体の推薦に係る規定を廃

止した。

３ 鳥取県社会福祉審議会

平成１９年１月２５日、県民文化会館において

開催され、吉田理事が出席した。議事として、

�社会福祉法人の認可�平成１９年度国庫補助

協議を伴う社会福祉施設整備�利用者負担の

見直しによる障害福祉サービス利用の実態調

査�障害者自立支援法の円滑な運営のための

改善策�特別医療費助成制度の見直し�「認

定こども園」の鳥取県認定基準（条例）の制

定等�療養病床再編及び地域ケア整備構想	

心身障害福祉専門分科会決議事項
児童福祉

専門分科会決議事項、などについて報告、協

議、意見交換が行われた。

特別医療費助成制度の見直しについては、

県からパブリックコメントが求められている。

平成２０年４月より就学前児童の総医療費の原

則１割が自己負担となるが、月額負担上限額

が１医療機関（薬局を含む）につき、通院費

１，０００円、入院費５，０００円となっているため、

院内処方と院外処方でかなり差が出ると思わ

れる。本件については、他県の状況等を参考

にしながら、県に要望することとした。

４．社会保険通信、社会保障部だよりの発行
１ 社会保険通信発行について

本年度の社会保険通信は、資料第１０６９号か

ら第１０７９号までの１１回であった。発行部数は

８２０部で、社会保険諸法令の改正、保険診療

及び保険請求に必要な事項について、その都

度連絡している。

２ 社会保障部だより発行について

昭和６０年より発行している「社会保障部だ

より」を本年は平成１９年１月末で、計４回発

行した。

５．介護保険制度対策
１ 都道府県医師会介護保険担当理事連絡協議

会

平成１８年３月１日、日医会館において開催

され、野島副会長、渡辺常任理事、飛田義信

先生（西部医師会）が出席した。議題として、

�介護保険委員会（答申）について（嶋田介

護保険委員会委員長）�講演「介護保険制度

改正に伴う報酬改定等について」（三浦厚生

労働省老健局老人保健課長）�介護報酬改正

（平成１８年４月実施）等について（野中日医

常任理事）、などがあった。

介護報酬は平成１８年４月に改定が予定され、

介護予防サービスや地域密着型サービス等の

新たなサービス体系が創設される他、既存の

サービスについては、サービス提供の実態、
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利用者や保険料を負担する者の視点を踏まえ

つつ、効率化・適正化の観点から見直しが行

われる。

今回の改正の主なポイントは、中重度者へ

の支援強化、介護予防・リハビリテーション

の推進、地域包括ケア・認知症ケアの確立、

サービスの質の向上、医療と介護の機能分

担・連携の明確化である。なお、今回改正さ

れる主な点については、３月２３日に各地区で

開催される点数改正説明会において担当理事

より解説・説明することとした。内容の詳細

については、会報第６０９号に掲載した。

２ 介護保険対策委員会

平成１８年４月２５日、県医師会館において県

長寿社会課に出席していただき、開催した。

議事として、�介護予防事業の進め方（地域

支援事業の創設、予防給付の見直し）�認知

症対策の進め方�地域包括支援センターの鳥

取県内における設立状況�地域における介護

予防ならびに認知症対策についての県医師会

および地区医師会における平成１８年度事業計

画、などについて報告、協議、意見交換を

行った。今回の制度改正に併せて老人保健法

に基づく基本健康診査の項目等が見直され、

健康受診時に高齢者の生活機能評価を行うこ

ととなった。なお、平成１８年度の事業計画は、

介護予防ならびに認知症予防対策に関わる

ネットワークへの積極的関与、地域における

会員ならびに住民への情報提供の推進などを

重点的に進めていくこととした。詳細につい

ては、会報第第６１１号に掲載した。

３ 地域ケア整備構想検討委員会

平成１８年１０月２３日、県庁において開催され、

渡辺常任理事が出席した。国は療養病床の再

編成を、�療養病床は全部廃止されるのでは

なく、医療サービスの必要性の高い方を対象

とした医療病床は存続する�介護療養病床の

廃止は６年後であり、その間に老健施設等へ

の転換を進める�療養病床の再編成を踏まえ、

地域のサービスニーズに応じたケア体制の整

備を計画的に進める、とし、このことにより、

次の効果が期待されるとした。�高齢者の状

態にふさわしいサービスを提供する。�限ら

れた医療保険・介護保険財源を効率的に活用

することで約３，０００億円程度の給付費の削減

が期待される。�医師・看護師などの人材の

効率的な活用が図られる。

なお、都道府県は、来年秋までに「地域ケ

ア整備構想」をまとめるように求められてい

る。また、鳥取県は「現に高齢化率が高い地

域」として厚労省モデルプラン作成自治体に

選ばれている。

医 政 対 策 関 係

１．日医との連携
１ 日医代議員会

・平成１８年４月１・２日、日医会館において

開催され、岡本会長、魚谷代議員会議長、

野島副会長、宮�常任理事、長田前会長が

出席した。

第１日は、任期満了に伴う役員選挙等が

行われ、正副議長では、議長に石川岩手県

医師会長、副議長に有山奈良県医師会長が

無投票で選出された。役員選挙では、代議

員３５０名による投開票が行われ、植松前日

医会長と唐澤東京都医師会長の一騎打ちと

なった会長選は、唐澤氏が１９８票を獲得し、

４６票差で植松氏を破り当選した。また、中

国四国ブロックからは理事に藤原山口県医

師会長、村山高知県医師会長、裁定委員に

藤井康宏先生（山口県）が当選された。

第２日は、唐澤会長所信表明、会務報告、

議事として、�平成１７年度日本医師会会費

減免申請�平成１８年度日本医師会事業計画

�平成１８年度日本医師会一般会計予算�平

成１８年度医賠責特約保険事業特別会計予算

�平成１８年度治験促進センター事業特別会

計予算�日本医師会会費賦課徴収�日本医

師会役員功労金支給の件（該当者１４名）、

の７議案についての審議が行われ、代表質

問４件、個人質問９件について活発な質疑

応答が行われた。議案は何れも原案どおり

可決、承認された。

・平成１８年１０月７日、日医会館において開催

され、岡本会長、魚谷代議員会議長が出席

した。唐澤会長の所信表明後、会務報告が

鳥取県医師会報 ０７．５ 臨時号

98



あり、議事に入った。内容は、第１号議

案：平成１７年度日本医師会一般会計決算の

件、第２号議案：平成１７年度医賠責事業特

別会計決算の件、第３号議案：平成１７年度

日医総研事業特別会計決算の件、第４号議

案：平成１７年度治験促進センター事業特別

会計決算の件、第５号議案：平成１８年度治

験促進センター事業特別会計予算補正の件、

第６号議案：平成１８年度医師再就業支援事

業特別会計予算の件、第７号議案：日本医

師会会費賦課徴収の件、であり、提出され

た議案については、それぞれ内容に応じて

予算委員会、決算委員会に審議が付託され、

原案通り承認された。

また、代表質問６件、個人質問１７件につ

いて、それぞれ担当役員から答弁があった。

２ 都道府県医師会長協議会

第１回：平成１８年６月２０日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長が出席した。各県か

ら寄せられた提出議題について協議等が行わ

れた。鳥取県医師会からは、先般医療問題弁

護団が厚生労働大臣あてに手術時のビデオ撮

影を義務づける趣旨の要望書を提出されたこ

とにより、「ビデオ撮影に関する要望書」に

対する日医の見解について伺ったところ、医

事紛争の証拠目的としての手術時のビデオ撮

影は反対であるとの見解であった。

他に、�世界保健機構（WHO）次期事務

局長立候補支援（日医）�DPCに関する日

医の見解（佐賀）�日医認定産業医制度にお

ける「テレビ会議システム」を利用した産業

医学研修会の承認（島根）�看護職員の確保

（香川）�医師確保対策（山口）�医師不足、

医療過疎地域における医師確保事業（沖縄）

�医療計画（愛媛）	終末期医療に関するガ

イドライン―日医独自のガイドライン策定を

求める―（石川）
経団連、経済同友会等経

済界への対応（埼玉）�地域がん診療連携拠

点病院の指定（秋田）�居宅介護支援等の介

護報酬改定及び老人保健事業における基本健

康診査と基本チェックリスト（三重）日医

総研の活性化（岡山）�医療制度改革関連法

案への日医執行部の対応（大阪）�国民医療

推進協議会（京都）�ジェネリック医薬品の

取り扱い（京都）�開業医が目指す理想的な

「かかりつけ医」像（岐阜）、について協議、

意見交換が行われた。

第２回：平成１８年９月１９日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長した。各県医師会か

ら提出された９議題、�勤務医の日本医師会

入会促進（山口）�日本と外国の医療費及び

療養費の比較資料の作成（沖縄）�標準的な

健診・保健指導プログラムの問題点（石川）

�健診・保健指導（福岡）�分娩に関連する

脳性麻痺に対する障害補償制度（新潟）�医

師の適正配置（岐阜）�医療資源の集約化・

重点化と病院の拠点化（秋田）	医療費通知

と個人情報保護（鳥取）
世界保健機構

（WHO）次期事務局長立候補支援（日医）、

について協議が行われ、唐澤会長およびそれ

ぞれの担当理事から回答がなされた。

鳥取県から、「保険者の医療費通知と個人

情報保護の問題」について提起し、日医は、

「医療費通知自体は法的に整備されたもので

はないため、本人に確認した上で通知するの

が原則だ」と指摘された。

第３回：平成１９年１月１６日、日医会館にお

いて開催された。日医から、「地域産業保健

センター事業について」説明があった後、各

県から提出された１２議題について、唐澤会長

及び担当常任理事からそれぞれ回答があり、

討論があった。

本会から、「医療における控除対象外消費

税の解消に向けての対応」について、損税解

消に向けて抜本的な方策を検討する必要があ

り、鳥取県議会に対し請願し採択となったこ

とから、日医の考え方と進捗状況を伺った。

日医の回答は、この負担を解消するために平

成１９年度の税制改正要望においてゼロ税率、

軽減税率の要望を出しており、自民党では消

費税を含む税体系の抜本的見直し議論を夏の

参議院議員選挙後の秋からとなるが、後手に

ならないよう昨年の夏以降国会議員、関係省

庁と議論、勉強会をしており、全国に広めて

いきたいということであった。

３ 医療政策シンポジウム

平成１８年１２月１日、日医会館において開催

され、野島副会長、神鳥常任理事が出席した。

基調講演「国家財政と社会保障」（神野直彦

東京大学大学院経済学研究科教授）、講演�

「米国型モデルは正しいか」（金子勝慶応義

塾大学経済学部助教授）、講演�「社会保障
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財源の安定的確保と財政健全化」（土居丈朗

慶應義塾大学経済学部助教授）、講演�「デー

タに基づいた医療政策」（井伊雅子一橋大学

国際・公共政策大学院教授）、講演�「新し

い福祉ガバナンスの展望―所得保障から参加

保障へ―」（宮本太郎北海道大学公共政策大

学院教授）、講演「国家財政と社会保障―国

家財政を破綻させた原因はどこにあるのか

―」（前田由美子日医総研主席研究員）、パネ

ルディスカッション「国家財政と社会保障」

などが行われた。詳細については、会報第

６１９号に掲載した。

４ 都道府県医師会税制担当理事連絡協議会

平成１８年７月２６日、日医会館において開催

さ、明穂理事が出席した。�平成１９年度税制

改正要望�一人医師医療法人�控除対象外消

費税問題（いわゆる損税問題）、などについ

て協議が行われた。平成１９年度税制改正に向

け、いわゆる消費税損税の解消策の一つとし

て医薬品や医療材料などを現在の課税から非

課税に改める要望を与党や厚生労働省などに

提出することとした。また、平成１９年４月１

日以降に設立する一人医師医療法人について

も診療所経営が阻害されないように健全な運

営を求めた。詳細については、会報第６１４号

に掲載した。

５ 都道府県健診・保健指導担当理事連絡協議

会

� 平成１８年８月３１日、日医会館において開

催され、宮�・天野両常任理事（日医公衆

衛生委員会委員）が出席した。報告�「医

療構造改革における生活習慣病対策の推

進」（中島厚労省大臣官房参事官）�「標

準的な健診・保健指導プログラム（暫定

版）」（矢島厚労省健康局総務課生活習慣病

対策室長）が行われた後、内田日医常任理

事から、健診・保健指導における医師会の

関わりについて説明があった。

平成２０年度から実施される健診・保健指

導の目的は、糖尿病等の生活習慣病有病

者・予備群を平成２０年度と比べ平成２７年度

には２５％減少させることである。健診で生

活習慣病有病者・予備群を抽出し、保健指

導の徹底が図られる。つまり、保健指導に

重点のおかれた事業となる。詳細は、会報

第６１５号に掲載した。

� 平成１８年１２月２０日、日医会館において、

「健診・保健指導の指導者研修会」が開催

され、松浦東部医理事が出席した。内容の

詳細については、会報第６１９号に掲載して

あるので、今後の参考にして頂きたい。な

お、平成２０年度から医療保険者に義務付け

られて実施される「特定健診・保健指導」

については、本会として会員へ随時情報提

供をしていく予定である。

６ 都道府県医師会個人情報保護担当理事連絡

協議会

平成１８年７月１３日、日医会館において開催

され、野島副会長が出席した。個人情報保護

法の全面施行後の状況について説明があった

後、本年３月に日医が制定した２つの指針

「日医診療に関する個人情報の取扱い指針」

と「日医診療に関する相談事業運営指針」の

制定の経緯やその概要について解説が行われ

た。なお、この２つの指針は平成１９年１月１

日より施行される。詳細については、会報第

６１４号に掲載した。

７ 第１回世界医師会（WMA）アジア―太洋

州地域会議

平成１８年９月１０・１１日、東京において世界

医師会と日本医師会との共催により、開催さ

れ、野島副会長が出席した。地震や津波と

いった自然災害への対処とそれに伴う感染症

の問題が主要テーマとして取り上げられ、最

近アジア諸国で起こっている自然災害及び感

染症に対して医療関係者がいかに対応すべき

か討論された。又、今日の医師としてのあり

方についても活発な討論がなされた。

１０日は、基調講演�「鳥インフルエンザと

地球規模での感染症対策について」（尾身

茂WHO西太平洋事務局長�「今日の医師―

ドイツにおける医師のストライキについて」

（Dr. Otmar KloiberWHA事務総長）が行わ

れた。１１日は、基調講演�「災害への備えと

対応、地震と津波」（Dr. Dougchun Shin韓国

医師会常任理事）�「地震津波発生のメカニ

ズムと対策」（都司嘉宣東京大学地震研究所）

�「災害発生連絡の対応」（山本保博日本医

科大学救急医学）�「感染症の危機管理―新

型インフルエンザの現状と対策」（葛西 健

WHO西太平洋事務局）が行われた。詳細に

ついては、会報第６１６号に掲載した。
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２．中国四国医師会連合との連携
１ 中四国医師会連合出席諸会議

１８．３．３１ 中国四国医師会連合常任委員会

［品川プリンスホテル］

５．２７ 中国四国医師会連合常任委員会

［岡山市・ホテルグランヴィア岡

山］

５．２７ 中国四国医師会連合分科会［岡山

市・ホテルグランヴィア岡山］

５．２８ 中国四国医師会連合総会［岡山

市・ホテルグランヴィア岡山］

９．２ 中国四国医師会連合常任委員会

［高知市・高知新阪急ホテル］

９．２ 中国四国医師会連合各種研究会

［高知市・高知新阪急ホテル］

９．３ 中国四国医師会連合医学会［高知

市・高知新阪急ホテル］

９．１５ 中国四国医師会事務局長会議［岡

山市・ラヴィール岡山］

１０．７ 中国四国医師会連合常任委員会

［日医］

１０．２８ 中国四国医師会救急担当理事連絡

会議［岡山市・ホテルグランヴィ

ア岡山］

２ 平成１８年度中国四国医師会連合総会―岡山

県医師会担当

［５月２７日（土）］

� 常任委員会

� 分科会

分科会�「介護保険」

助言者 日本医師会常任理事 天本 宏

分科会�「医療保険」

助言者 日本医師会常任理事 鈴木 満

分科会�「地域医療」

助言者 日本医師会常任理事 内田健夫

分科会�「医業経営」

助言者 日本医師会常任理事 羽生田俊

［５月２８日（日）］

総 会

総会議事のほか、特別講演�「時事雑感」

参議院自由民主党幹事長 片山虎之助先生、

特別講演�「日本医師会の現況と課題」日

本医師会長 唐澤�人先生があった。詳細

は、会報第６１２号へ掲載した。

３ 第４０回中国四国医師会連合医学会

［９月２日（土）］―岡山県医師会担当

� 常任委員会

� 各種研究会

「医療保険・介護保険」

助言者 日本医師会常任理事 天本 宏

「地域医療・その他」

助言者 日本医師会常任理事 内田健夫

「医事紛争」

助言者 日本医師会常任理事 木下勝之

日本医師会参与 畔柳達雄

〃 医賠責対策課長 高島 昇

［９月３日（日）］―高知県医師会担当

� 医学会総会

� 特別講演�

「医療制度改革の光と陰」

参議院議員 武見敬三

� 特別講演�

「最近の医療情勢～医療制度改革と日本医

師会の取り組み～」

日本医師会長 唐澤 �人

４ 中国四国医師会救急担当理事連絡会議

平成１８年１０月２８日、岡山市において岡山県

医師会の主催で初めて開催され、野島副会長

が出席した。本連絡会議は、先般高知市で開

催された「中国四国医師会連合各種研究会（地

域医療・その他研究会）」において、山口県

から問題提起された中国四国ブロックにおけ

る大規模災害時での医療救護班派遣体制の整

備について、さらに協議を深めようというこ

とで開催された。今後の活動方針としては、

まず各県において医師会と行政との協議を重

ねていき、その後山口県医師会と九州医師会

連合との協定を参考にして大規模災害発生時

における「連絡体制」「緊急時の出動体制」「後

方での受け入れ体制」について中国四国医師

会連合としての協定を作成し、作成した協定

は行政とも協議していくこととした。詳細に

ついては、会報第６１７号に掲載。

３．県及び関係団体との連携
１ 第５８回医療懇話会

平成１９年１月１１日、県医師会館において開

催した。県医師会からは、�特別医療費の審

査・支払い事務�診療行為に関連した死亡の

調査分析モデル事業�アレルギー疾患対策�

感染症集団発生時の対応�乳幼児へのインフ

ルエンザ予防接種料金の助成�乳幼児医療費

助成事業の対象拡大、について議題を提出し、
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県からは、�特別医療費助成制度の見直し

〈障害福祉課、子ども家庭課、健康対策課〉

�鳥取県における医師確保への取り組み〈医

務薬事課〉�医療制度構造改革の本県におけ

る取組状況（鳥取県保健医療計画の改訂作業

〈医務薬事課〉、地域ケア整備構想の策定〈長

寿社会課〉、鳥取県における生活習慣病対策

〈健康対策課〉）について議題が提出され、

報告、協議、意見交換等を行った。詳細につ

いては、会報第６２０号へ掲載予定である。

２ 鳥取県人権文化センター理事会

平成１８年５月１６日、ウェルシティ鳥取にお

いて開催され、事務局長が代理出席した。議

事として、�役員の選任�平成１７年度事業報

告及び収入支出決算�平成１８年度事業計画及

び平成１８年度当初収入支出予算補正予算書�

他団体との統合に関する協議、などについて

協議、意見交換が行われた。理事として長田

前会長の辞任に伴い、岡本会長が選任された。

３ 鳥取県教育委員会との連絡協議会

平成１８年１０月２６日、鳥取市・白兎会館にお

いて開催し、双方から提出された議題、�体

育保健課（性教育の推進、心や性等の健康問

題対策事業）�福利室（鳥取県公立学校教職

員の休職者の状況）�障害児教育室（特別支

援教育、医療的ケアが必要な幼児児童生徒学

習支援事業）�県医師会（「学校保健委員会」

の設置状況と活性化、学校伝染病に対する対

応の学校格差、学外における対外試合に関る

健康診断書、平成１８年度中国四国学校保健担

当理事連絡会議）、などについて協議、意見

交換を行った。本会から提出した「学校保健

委員会」の設置状況と活性化については、例

年医師会との合同で２月に開催する研修会の

席上で、よい事例を紹介するなどして議論の

場を設ける方向で検討していくこととなった。

また、医師会として、教職員の休職に関連

したうつ病対策等について広報で取り上げる

など、今後方策を検討することとした。詳細

は、会報第６１７号に掲載した。

４ 矯正医療に関する協議会

平成１８年２月１５日、鳥取刑務所において開

催され、明穂理事が出席した。現在の問題点

として、受刑者の高齢化と収容人員の増加が

挙げられる。また、常勤医師及び非常勤医師

のいない施設があり、募集してもなかなか集

まらないということであった。

５ 鳥取県結核対策委員会

平成１８年３月２４日、県庁において開催され、

天野常任理事が出席した。議事として、�平

成１７年度結核健康診断結果報告�平成１７年度

結核精密検査実施状況と課題�平成１８年度の

結核精密検査の流れ等�平成１８年度使用書類、

などについて報告、協議、意見交換が行われ

た。平成１７年度は、小学校及び中学校とも精

検結果は全員異常なしであったが、高校で２

人結核が発症したが、現在のところ集団発生

はしていない。

結核精密検査の検査項目として、「エック

ス線直接撮影」と「喀痰検査」のみを実施し、

これ以上の検査が必要な場合は個人負担で検

査を実施することになっているが、平成１８年

度は、ツ反検査を検査項目に入れることを検

討しているところである。

６ がん診療連携拠点病院推薦検討委員会

平成１８年２月２１日、県医師会館において開

催され、長田会長、岡本副会長が出席し、委

員長に長田会長が選任された。東部拠点病院

の指定が難航しているため、選考に改めて着

手し、診療体制、研修体制などの新基準のほ

か、従来の基準や県独自の調査基準を設置し、

客観的に幅広く、かかりつけ医の意見等も反

映しながら調査していくこととした。今年８

月頃に推薦病院を決め、平成１９年４月の国に

よる指定を目指す。また、すでに県立厚生病

院、米子医療センターが指定されているが、

平成２０年４月に見直すということであった。

なお、委員の編成は、来年度も同様とした。

７ 鳥取県精神保健福祉協会理事会

平成１８年４月１３日、白兎会館において開催

され、岡本会長が出席した。議事として、�

平成１７年度事業実績及び歳入歳出決算�平成

１８年度事業計画及び歳入歳出予算（案）�鳥

取県精神保健福祉協会役員の選出、などにつ

いて協議、意見交換が行われた。今後は、本

会として、鳥取県精神保健福祉協会に対し、

さらに連携・協力していくことが必要だと思

われた。

また、本年４月から障害者自立支援法が施

行されたことにより、福祉の対応が期待され

るため、医師会に対し、情報提供していきた

いという意見もあった。
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８ 鳥取県人権尊重の社会づくり協議会

平成１８年４月７日、ウェルシティ鳥取にお

いて開催され、渡辺常任理事が出席した。今

後は、県医師会として本協議会に対して積極

的に関与していくことが必要なため、協議会

の内容・方針については、会報等で紹介する

予定である。

９ 鳥取県地域リハビリテーション推進協議会

・平成１８年８月２３日、倉吉シティホテルにお

いて開催され、明穂理事が出席した。�各

組織、団体の地域リハビリテーション推進

体制に関する取組状況�診療報酬の改定に

係る地域リハビリテーションサービスの課

題（制度改定の概要）、について報告があ

り、平成１８年度の地域リハビリテーション

推進事業についてワーキングチームの活動

を中心に協議、意見交換が行われた。

・平成１９年１月３０日、倉吉体育文化会館にお

いて開催され、明穂理事が出席した。今年

度の地域リハビリテーション推進事業の実

施状況について報告があった後、�圏域地

域リハビリテーション支援センターの指定

更新�今後の鳥取県の地域リハビリテー

ション推進事業、などについて協議、意見

交換が行われた。

現在の指定の期限は平成１９年度末となっ

ており、平成２０年度からの圏域支援セン

ターの指定・委託事業の内容を考える必要

があることから、平成１９年度は推進協議会

内に、「地域リハの方向性を考えるワーキ

ング」を立ち上げ、�地域リハ推進事業の

方向性�県・局・圏域支援センター各々の

役割�圏域支援センターの指定に係る具体

的な作業、について検討することとした。

１０ 自殺対策連絡協議会

平成１８年８月１６日、県庁において開催され、

渡辺常任理事が出席した。�鳥取県の自殺の

現状�平成１７年度自殺予防対策検討会の概要

�自殺対策基本法の成立�先進地取組み事例、

について報告があった。自殺者は年間約３万

人（鳥取県は約１８０人）もあり、交通事故死

の３～４倍となっている。

協議事項として、自殺対策における関係機

関の役割と連携について、�予防啓発活動

（一次予防）�早期発見・早期介入（二次予

防）�未遂者・遺族ケア（三次予防）、に分

けて現状・課題・今後の取組みが行われた。

今後は、医師会として積極的に自殺予防対策

に関して関係機関と連携しながら取組むべき

であると思われる。

４．県議会への請願書について
現在、社会保険診療等は非課税とされ、患者

さんから消費税を預かっていないが、医薬品、

医療材料や設備投資などの仕入取引に対しては

消費税を払っており、その税額は納税額の計算

上控除することができない（いやゆる控除対象

外消費税）。

また、公定価格の社会保険診療報酬には、仕

入取引にかかった税額を適正に賦課することが

できず、結果として医療機関に多大な負担が生

じている。

以上のことから、国民・県民のための地域医

療を確保するため、医療におけるいわれなき負

担、控除対象外消費税を早急に解消することが

喫緊の重要課題であるため、平成１８年１１月２０日

付で本会から鳥取県議会議長宛に請願書を提出

した。平成１８年１１月定例県議会において、採択

され、国に意見書が提出された。

医 療 経 済 対 策 関 係

１．医業経営対策
１ 広島国税局と中国地区医師会との懇談会

平成１８年２月８日、広島市において開催さ

れ、明穂理事が出席した。各県医師会から提

出された８質疑事項について広島国税局の担

当者から回答があり、協議、意見交換が行わ

れた。なお、開催時期及び懇談会の内容等に

ついて今後検討することとなった。

２ 医師会活動説明会について

新規に保険医登録した医師を対象とする新

規集団指導の機会を利用して医師会活動説明

会を２回開催している。第１回は平成１８年７

月２３日に米子市文化ホールで開催した。第２

回は平成１８年８月２７日に県民ふれあい会館で

開催した。

３ 税制大綱
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平成１９年度税制大綱等の医療関係では、�

社会保険診療報酬に対する事業税非課税の特

例措置を存続すること。�医療法人の事業税

については、特別法人としての事業税率によ

る課税措置を存続すること。�社会保険診療

報酬の所得計算の特例措置（いわゆる四段階

税制）を存続すること。�健康保険法・医療

法改正に伴う療養病床の特定施設等への転換

時および経過措置中における改修に係る特別

償却制度の創設。�医療法の構造設備基準に

適合する病院用建物への建替えおよび有床診

療所の療養病床の建替えに係る特別償却制度

の適用期限延長。�病院等の医療用機器に係

る特別償却制度の適用期限を延長すること。

以上６項目が実現することとなった。

２．看護職員対策
１ 准看護師養成事業に対する県補助金

今年度の准看護師養成事業に対する県補助

金は下記のとおり各学校に交付される予定で

ある。

鳥取看専 ９，０２６，０００円

倉吉看専 ９，７８９，０００円

米子看専 ８，９３４，０００円

２ 看護高等専修学校卒業生の表彰

昨年３月、鳥取・倉吉・米子の各看護高等

専修学校の卒業式にはそれぞれ関係役員が出

席、祝辞を述べた。また、成績優秀な卒業生

１名に対し、県医師会長表彰として表彰状と

記念品を贈った。

３ 日本医師会医療関係者担当理事連絡協議会

平成１８年２月９日、日医会館において都道

府県医療関係者担当理事連絡協議会が開催さ

れ、富長副会長と引田倉吉看護高等専修学校

長が出席した。青木日医常任理事の「看護職

を巡る最近の動向について」の解説に続き、

田村厚生労働省医政局看護課長より「諸問題

に対する厚生労働省の考え」が示され、質疑

応答が行われた。内容の詳細については、会

報第６０９号に掲載した。

４ 鳥取県准看護師試験委員会

・平成１８年９月２７日、県庁において開催され、

富長副会長、天野常任理事、明穂理事が出

席した。議事として、�平成１８年度准看護

師試験（実施要綱、試験実施、試験問題作

成要領、今後のスケジュール）�准看護師

の行政処分事案、などについて協議・意見

交換が行われた。今年度の試験日は平成１９

年２月１５日、合格発表は平成１９年３月１２日

である。

・平成１８年１１月２日、県医師会館において開

催され、富長副会長、明穂理事とともに出

席した。議事として、病院内から向精神薬

を盗んだとして先に刑事処分を受けた准看

護師の行政処分について協議が行われた結

果、２４ケ月の業務停止処分とすることとし

た。

５ 医師会立看護高等専修学校連絡協議会

平成１８年１２月１４日、県医師会館において開

催した。議事として、�教務主任会議の開催

報告（試験日：平成１９年２月１５日）�准看護

師の行政処分�看護師の現況及び需給状況�

各看護学校の運営状況及び課題等、などにつ

いて報告、協議、意見交換を行った。准看護

師に対する行政処分は業務停止２年とし、県

および地区医師会へ通知があった。なお、処

分に反して看護師業務に従事した場合は免許

取消しになる。詳細については、会報第６１９

号に掲載した。

６ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会

平成１９年１月２５日、看護研修センターにお

いて開催され、明穂理事が出席した。平成１７

年度看護職員確保対策連絡協議会の概要説明

があった後、�看護職員確保対策�平成１８年

度ナースセンター事業実施状況、などについ

て協議、意見交換が行われた。

今後は、ハローワークにナースセンターポ

スターの掲示やリーフレットを置いたり、

ナースバンク事業について県医師会報に掲載

して周知するなど、よりよい方策を検討する

こととした。

３．一人医師医療法人について
県内の一人医師医療法人による法人数は２１０

（医科）である。
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広 報 活 動 関 係

１．県医師会報の発行について
県医師会報は本会広報の主力をなすものであ

り、県医師会報の充実を目途に広報活動の強化

に努めた。編集方針は、情報の伝達、執行部の

意見開陳のほか、随筆等発表の場としている。

平成１８年２月１５日から本年１月１５日までの発

行回数は、第６０８号から第６１９号の１２回と臨時号

３回の計１５回であった。毎月の発行部数は

１，５９０部で、全会員のほか日医及び各都道府県

医師会、報道関係等へ送付した。

２．会報編集委員会
平成１８年４月６日、県医師会館において開催

した。今後の鳥取県医師会報の編集方針につい

て協議、意見交換を行った。「表紙」「目次」「諸

会議報告」「会員の栄誉、訃報」「研修病院だよ

り」「県・日医よりの通知」「随筆」「会員数一

覧」「保険証の無効」の取り扱いを変更し、「病

院めぐり（一巡後）」「会員のひろば」「講習会・

研修会掲示板」を廃止することとした。また、

新コーナーとして、「特集（仮称）」「県民の声

（仮称）」を掲載する予定である。詳細につい

ては、会報第６１１号に掲載した。

３．鳥取県医師会メーリングリストについて
本会では、地域における医師会情報・医療情

報の共有と会員同士の親睦を目的に次の６つの

メーリングリストを運営している。

１．総合メーリングリスト（一般的な話題）

２．連絡用メーリングリスト（医師会からの連

絡など）

３．緊急用メーリングリスト（医師会のサーバ

が使えない緊急時に用いるもの）

４．パソコンメーリングリスト（パソコン等の

情報関係の話題）

５．ORCAメーリングリスト（ORCAに関連し

た話題）

６．学校医メーリングリスト（学校保健等の話

題）

４．鳥取県医師会ホームページ
平成９年１１月に開設し、対外的（一般の頁）

かつ対内的（会員用の頁）に情報提供を行って

いる。一般の頁では、公開健康講座の案内、県

医からのお知らせ等を掲載し、会員用の頁では、

データ化された県医会報の他、電子名簿など

様々な情報を会員に提供している。

本年４月よりトップページをリニューアルする。

５．対外広報について
昨年度に引き続き、日医ニュース及び県医師

会報を関係方面に送付し、日医及び県医活動の

PRにつとめた。

なお、昭和５５年９月より日本海新聞に掲載し

ている「保健の窓」は１，０３６回となった。また、

平成６年２月より日本海新聞に掲載している

「健康なんでも相談室『鳥取県医師会Ｑ＆Ａ』

は４０１回となった。

１ 健康フォーラム２００６開催について

昨年度に引き続き、「健康フォーラム２００６」

を新日本海新聞社との共催により次のとおり

開催した。（聴講者４３０名）

なお、「健康セミナー」との通算では２１回

目となる。

日 時 平成１８年９月１６日（土）

午後２時～４時４０分

会 場 鳥取大学医学部 記念講堂

米子市西町８６

講演および講師

１．認知症診療―最近の話題

鳥取大学医学部附属脳幹性疾患研究施設

脳神経内科部門教授 中島健二

２．脳神経外科領域における認知症

鳥取大学医学部附属脳幹性疾患研究施設

脳神経外科部門教授 渡辺高志

２ 鳥取県医師会公開健康講座・医療相談

平成３年４月、鳥取県健康会館竣工に伴い

ひろく県民の健康教育を図るため、同年５月

１６日より毎月１回第３木曜日の午後２時から

鳥取県健康会館において「鳥取県医師会公開

健康講座」を開催した。但し、このうち２回

については昨年度同様、米子・倉吉でそれぞ

れ１回開催した。

本年度の実績は次のとおりであるが、これ

の広報については日本海新聞「保健の窓」欄

およびNHKを利用して周知したほか、日医

白クマ通信、各新聞社、連合婦人会等へも

PRしている。

なお、平成７年度より鳥取県立生涯学習セ

ンターが行う「とっとり県民カレッジ・健康

スポーツコース」の連携講座として協力して

いる。
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また、毎月１～４の各木曜日の午後１時間

３０分から１時間実施している面談による医療

相談については次のとおり実施した。

第１週：精神科、第２・４週：内科、第３

週（隔週）：小児科・整形外科。本年度相談

件数は、各科合計７８名であった。

「本年度開催した公開健康講座」

第１７１回 平成１８年２月１６日

「頭痛の原因とその治療」

鳥取大学医学部附属脳幹性疾患研究施設脳

神経内科部門教授 中島健二

第１７２回 平成１８年３月１６日

「増え続ける糖尿病―その克服に向けて―」

鳥取県医師会常任理事 富長将人

第１７３回 平成１８年４月２０日

「介護予防とパワーリハビリテーション～

健やかな人生を求めて～」

森本外科・脳神経外科医院

院長 森本益雄

第１７４回 平成１８年５月１８日

「ストレス社会と心の健康～『うつ』・う

つ病・うつ反応～」

鳥取県立精神保健福祉センター所長

原田 豊

第１７５回 平成１８年６月１５日

「みみの話―耳垢から補聴器まで―」

鳥取県医師会理事 阿部博章

第１７６回 平成１８年７月２０日

「生活『悪』習慣病」

野島病院健診センター 細田庸夫

第１７７回 平成１８年８月１７日

「怖い生活習慣病―特に動脈硬化症につい

て―」

鳥取産業保健推進センター 産業医学担当

相談員 山家 武

第１７８回 平成１８年９月２１日（於米子市文化

ホール「イベントホール」）

「健康診断と循環器疾患―心血管病の予防

のために―」

都田内科医院 都田裕之

第１７９回 平成１８年１０月１９日

「中高年者の肩の痛み」

鳥取県立中央病院整形外科部長 鱸 俊朗

第１８０回 平成１８年１１月１６日（於新日本海新

聞社中部本社）

「冬場の感染症～呼吸器感染症を中心に～」

藤井政雄記念病院総院長 引田 亨

第１８１回 平成１８年１２月２１日

「冬に流行するウイルス感染症」

鳥取県立中央病院内科部長 杉本勇二

第１８２回 平成１９年１月１８日（木）

「白内障は怖くない」

鳥取赤十字病院眼科部長 恩田健史

部 会 活 動 関 係

１．母体保護法指定医部会
１ 母体保護法指定医師審査委員会

平成１８年１１月９日、県医師会館において開

催した。母体保護法指定医の現況及び人工妊

娠中絶・不妊手術実施状況について報告後、

「母体保護法指定医師書換え申請」、「指定証

様式」、「新指定証交付要領」、「鳥取県医師会

母体保護法指定医師審査規程及び鳥取県医師

会母体保護法指定医師審査規程細則の一部改

正」、などについて協議、意見交換を行った。

なお、「鳥取県医師会母体保護法指定医師

審査規程及び鳥取県医師会母体保護法指定医

師審査規程細則の一部改正」については、日

医「母体保護法指定医師の指定基準」モデル

修正に沿って改正し、理事会において協議す

ることとした。詳細については、会報第６１８

号に掲載した。

２ 指定証の交付

今年度は、母体保護法指定医師書換え申請

の年にあたり、３地区において指定証の交付

を行った。

平成１９年１月末日現在、指定医師数は４２名

（東部１５名、中部９名、西部１６名、鳥大２

名）で、昨年同期に比して１名の増である。

本年度の新規指定は、３名であった。

２．学校医部会
１ 学校医部会運営委員会

平成１８年４月１３日、県医師会館において開

催した。鳥取県結核対策委員会及び第５２回中

国地区学校保健研究協議大会鳥取県実行委員
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会の出席報告があった後、�平成１８年度中国

地区学校医大会及び中国四国学校保健担当理

事連絡会議開催�平成１８年度鳥取県医師会が

行う研修会の開催�平成１８年度全国学校保

健・学校医大会�日医学校医講習会と地区医

師会での伝達講習会、などについて協議、意

見交換を行った。詳細は、会報第６１１号に掲

載した。

２ 鳥取県医師会学校医・学校保健研修会

１）平成１８年２月１２日（日）倉吉市 倉吉未

来中心「セミナールーム３」において鳥取

県学校保健会と共催にて開催。

出席者 １７９名（内訳；医師４１名 学校

関係者１２８名、看護師等１０名）

� 平成１８年度第１次心臓精密検査体制に

ついての説明会

講師 鳥取県立中央病院小児科部長

星加忠孝

（鳥取県健康対策協議会若年者心臓検診

対策専門委員会委員）

� シンポジウム テーマ「軽度発達障害」

○コーディネーター 鳥取県小児科医会

会長 岡本博文

○シンポジスト

「発達障害者支援法について」

鳥取大学地域学部地域教育学科発達科学

講座教授 小枝達也

「軽度発達障害ってどんな子？」

鳥取県立総合療育センター医長

汐田まどか

「小中学校の現場における取り組み」

鳥取市立末恒小学校教諭（LD等専門員）

中西毅暢

○討論参加者

鳥取市立修立小学校校長 盛本裕子

日野町立黒坂小学校養護教諭 高山愛子

３ 中国地区学校医大会

平成１８年８月２０日（日）、鳥取県医師会の

担当により鳥取県医師会館において開催した。

参加者は６８名（県内医師３４名、県外医師２６名、

養護教諭等８名）であった。

初めに、岡本会長挨拶の後、唐澤�人日本

医師会長（代読；内田健夫日本医師会常任理

事）、中永廣樹鳥取県教育委員会教育長（代

読；福井伸一郎鳥取県教育委員会教育次長）

より祝辞を頂いた。続いて、各県研究発表５

題を行い、鳥取県からは「鳥取県中部地区内

児童の脂質調査―報告および今後の課題―」

の演題で、中部医師会学校医部会幹事会委員

妹尾磯範先生が発表した。次に、特別講演１

「小児保健法への取り組み」（松平隆光日本

小児科医会副会長）、特別講演２「学校保健

の現状と課題」（内田健夫日医常任理事）を

行い、最後に次期担当県医師会である岡山県

医師会末長 敦会長が引き受け挨拶（１９．８．

２６岡山市にて開催）を行って閉会した。

なお、同日午前１１時から鳥取県医師会館に

おいて「中国四国学校保健担当理事連絡会議」

を開催し、各県から提出された１０議題につい

て協議、意見交換を行い、内田日医常任理事

からコメントを頂いた。本県からは、「仮称

『指定学校医制度』について」を提出したが、

これに先立ち、趣旨説明の基礎資料とするた

め、平成１８年６月、鳥取県医師会所属の学校

医を対象に「学校医活動に関するアンケート

調査」を実施した。アンケート配布２３０人、

回収１６６人、回収率７２．２％であり、集計結果

は学校医へ送付した。詳細は、会報第６１５号

に掲載した。

４ 第３７回全国学校保健・学校医大会

平成１８年１１月１１日、島根県松江市、ホテル

一畑・ホテル白鳥において開催され、岡本会

長・天野常任理事・笠木理事他出席した。今

年度は、「立ち上がれ学校医！！未来を担う

子供達の健康を守ろう」をメインテーマに、

４分科会（からだ、こころ１・２、耳鼻咽喉

科、眼科）での研究発表、表彰式、シンポジ

ウム「学校医による健康教育の実践」、特別

講演「小泉八雲と松江：早稲田大学教授・同

国際言語文化研究所所長 池田雅之氏」など

が行われた。来年度は香川県医師会の担当で、

平成１９年１１月１０日に開催される。詳細は、会

報第６１８号に掲載した。

５ 鳥取県医師会・鳥取県教育委員会連絡協議

会

平成１８年１０月２６日、鳥取市・白兎会館にお

いて開催し、双方から提出された議題、�体

育保健課（性教育の推進、心や性等の健康問

題対策事業）、�福利室（鳥取県公立学校教

職員の休職者の状況）、�障害児教育室（特

別支援教育、医療的ケアが必要な幼児児童生

徒学習支援事業）、�県医師会（「学校保健委
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員会」の設置状況と活性化、学校伝染病に対

する対応の学校格差、学外における対外試合

に関る健康診断書、平成１８年度中国四国学校

保健担当理事連絡会議）、などについて協議、

意見交換を行った。本会から提出した「学校

保健委員会」の設置状況と活性化については、

例年医師会との合同で２月に開催する研修会

の席上で、よい事例を紹介するなどして議論

の場を設ける方向で検討していくこととなっ

た。

また、医師会として、教職員の休職に関連

したうつ病対策等について広報で取り上げる

など、今後方策を検討することとした。詳細

は、会報第６１７号に掲載した。

６ 健康相談活動支援事業、学校・地域保健連

携推進事業への協力について

鳥取県教育委員会より、平成１８年度健康相

談活動支援事業及び平成１８年度学校・地域保

健連携推進事業（文部科学省が平成１６年度よ

り３年間の国庫補助事業として実施）に対す

る講師及び指導助言者の推薦依頼があったの

で、産婦人科医３名、泌尿器科医２名、精神

科医４名、小児科医８名、呼吸器科医等２１名

のほか、今年度新たに整形外科医９名を推薦

した。

また、平成１８年度ヘルスカウンセリングア

ドバイザーとして産婦人科医６名を推薦した。

３．産業医部会
平成２年度より発足した「日本医師会認定産

業医制度」による認定産業医は、本年１月現在

３７０名（東部１４４、中部５５、西部１５５、鳥大１６）

である。

１ 産業医部会運営委員会

平成１８年４月１３日、県医師会館において開

催し、平成１７年度事業報告、平成１８度事業計

画などについて協議、意見交換を行った。詳

細は、会報第６１１号へ掲載した。

平成１８年９月１４日、「産業保健活動推進全

国会議」が日医会館において開催され、吉田

理事が出席した。詳細は、会報第６１６号へ掲

載した。

２ 産業医研修会

〔第１回〕【基礎研修（前期）：７単位】

日 時 平成１８年８月６日（日）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 ２８名（県内１５名、県外１３名）

〔内容〕

� 『最近の労働衛生の諸問題について』

鳥取産業保健推進センター副所長

仲浜弘昭

� 『健康診断の実施と事後措置について』

三洋エプソンイメージングデバイス株

式会社鳥取事業所

健康管理室専属産業医 中山健二

� 『有害業務管理について』

鳥取産業保健推進センター産業衛生工

学相談員 米田明真

� 『作業環境管理について』

鳥取産業保健推進センターカウンセリ

ング相談員 芦村 浩

� 『健康診断の実施とその活用法―作業関

連疾患を中心に―』

鳥取県医師会理事 吉田眞人

� 『勤労者のメンタルヘルスケア』

鳥取産業保健推進センターメンタルヘ

ルス相談員 渡辺 憲

� 『作業管理について』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 松浦喜房

〔第２回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：４単位】

日 時 平成１８年６月２５日（日）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 １１１名（県内１０９名、県外２名）

〔認定産業医９０名、未認定産業医１９名〕

〔内容〕

� 『これからの産業保健について―安衛法

改正を中心に―』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課課長

澤川岩雄

� 『過重労働対策について』

鳥取大学医学部環境予防医学分野教授

岸本拓治

� 『石綿（アスベスト）取扱作業の健康管

理について』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 山家 武

� 『勤労者のメンタルヘルス対策について

―事例検討―』

鳥取県立中央病院精神科部長

松林 実

〔第３回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯
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研修（更新・実地・専門）：４単位】

日 時 平成１８年１０月１５日（日）

場 所 西部医師会館

出席者 １０６名（県内９５名、県外１１名）

〔認定産業医７９名、未認定産業医１６名〕

〔内容〕

� 『これからの産業保健について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課課長

澤川岩雄

� 『過重労働対策について』

鳥取大学医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一

� 『勤労者のメンタルヘルス対策について

―事例検討―』

メンタルケア＆カウンセリングはまざ

きクリニック院長 浜崎 豊

� 『石綿（アスベスト）取扱作業の健康管

理について』

鳥取産業保健推進センター産業医学相

談員 山家 武

〔第４回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：４単位】

日 時 平成１８年１２月１７日（日）

場 所 まなびタウンとうはく

出席者 ５１名（県内４７名、県外４名）

〔認定産業医３７名、未認定産業医１０名〕

〔内容〕

� 『これからの産業保健について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課課長

澤川岩雄

� 『過重労働対策について』

鳥取大学医学部環境予防医学分野教授

岸本拓治

� 『働く女性の健康管理について』

鳥取大学医学部附属病院女性診療科

片桐千恵子

� 『勤労者のメンタルヘルスと精神障害』

鳥取医療センター精神科医長

松島嘉彦

［その他］

� 日医生涯教育協力講座セミナー「脳・心

血管疾患講座」

【基礎（後期）＆生涯（専門）：３単位】

日 時：平成１８年３月５日（日）

場 所：倉吉交流プラザ

出席者：４１名（県内：４０名、県外：１名）

〔認定産業医３２名、未認定産業医８名〕

〔内容〕

○『高血圧のオーバービュー』

鳥取大学大学院医学系研究科再生医療

学教授 久留一郎

○シンポジウム

� 『本態性高血圧の病態生理と血圧変動（高

血圧ガイドラインからのアプローチ）』

鳥取大学医学部病態情報内科学講師

�田紀宏

� 『本態性高血圧の診断と治療（動脈硬化

ガイドラインからのアプローチ）』

鳥取大学大学院医学系研究科再生医療

学助手 山本康孝

� 『二次性高血圧の診断と治療（内科から

のアプローチ）』

山陰労災病院第三循環器科部長

太田原 顕

� 『二次性高血圧の診断と治療（外科から

のアプローチ）』

鳥取大学医学部附属病院第二外科講師

石黒清介

� 『脳血管疾患に合併した高血圧の治療（脳

神経内科領域からのアプローチ）』

藤井政雄記念病院院長 荒賀 茂

� 『高血圧合併症としての心血管イベント

の治療（インターベンションからのアプ

ローチ）』

垣田病院院長 坂本雅彦

� 総合討論

� 過重労働・メンタルヘルス対策及び健康

情報保護に関する研修会

【基礎（後期）＆生涯（専門）：４．５単位】

日 時 平成１８年１１月１９日（日）

場 所 鳥取県立倉吉体育文化会館

出席者 ４５名（認定産業医３４名、未認定医

１１名）

［内容］

� 労働安全衛生法の一部改正に伴う過重労

働対策の進め方

鳥取大学医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一

� 労働安全衛生法の一部改正に伴う面接指

導の手法

鳥取大学医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一
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� 労働安全衛生法の一部改正に伴うメンタ

ルヘルス対策の進め方

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲

� 個人情報保護法の施行に伴う健康情報の

保護

鳥取大学医学部環境予防医学分野教授

岸本拓治

� 精神科医等のための産業保健研修会【基

礎（後期）＆生涯（専門）：３単位】

日 時 平成１８年１１月１９日（日）

場 所 鳥取県立倉吉体育文化会館

出席者 ７名（認定産業医２名、未認定医

５名）

［内容］

� 産業保健概論 過重労働・メンタルヘル

ス対策等

鳥取産業保健推進センターカウンセリ

ング相談員 芦村 浩

� メンタルヘルス事例研究

鳥取大学医学部精神行動医学分野教授

中込和幸

� 中国四国合同産業衛生学会産業医部会研

修会【生涯（専門）：２．５単位】

日 時：平成１８年１１月２５日（土）

場 所：鳥取大学医学部

出席者：４０名（県内２２名、県外１８名）

［内容］

テーマ：「第５回事例に学ぶ職場改善ワーク

ショップ」

� 介護施設における腰痛対策の事例

広島文教女子大学教授 宇土 博

� 高温暑熱作業改善の事例―熱中症の対応

―

大王製紙健康保険組合産業医

竹崎雅之

� 中国四国合同産業衛生学会産業衛生技術

部会研修会【生涯（専門）：２．５単位】

日 時：平成１８年１１月２５日（土）

場 所：鳥取大学医学部

出席者：６名（県内３名、県外３名）

［内容］

テーマ：「産業衛生技術部会に関連する最近

の話題」

� 屋外作業場等における作業環境管理に関

するガイドライン

日本作業環境測定協会調査研究部部長

小西淑人

� EAP機関に求められるサービスと課題

について

�淳風会メンタルサポートセンター室

長 峰山幸子

� 中国四国合同産業衛生学会特別講演【生

涯（専門）：１．５単位】

日 時：平成１８年１１月２６日（日）

場 所：鳥取大学医学部

出席者：３０名（県内１６名、県外１４名）

［内容］

「職域における過労死とその対策」

前厚生労働省労働衛生課課長

阿部重一

３ 鳥取産業保健協議会

平成１８年１０月１２日、鳥取市、ウェルシティ

鳥取において県医師会産業医部会運営委員・

地域産業保健センター・県福祉保健部・鳥取

産業保健推進センター・鳥取労働局など関係

者が集まり、産業保健事業の課題、アスベス

トを巡る現況及び課題、地域保健と職域保健

との連携、労働衛生行政の現状及び労災補償

の現状などについて、また、県医師会より産

業医部会の１７年度事業報告と１８年度事業計画、

産業保健活動推進全国会議出席報告を行い、

協議、意見交換を行った。詳細は、会報第

６１７号へ掲載した。

４ 第３８回産業医学講習会

平成１８年７月６日～８日、日医会館におい

て開催された。

５ 第３４回鳥取県産業安全衛生大会

平成１８年７月５日、米子市文化ホールにお

いて開催され、富長副会長が出席した。席上、

永年産業医功労により山田晴成先生（米子市）、

細田庸夫先生（南部町）、福井幸子先生（米

子市）に鳥取県医師会長表彰を授与した。

大会では各企業から活動事例発表、特別講

演などが行われた。

６ 鳥取産業保健推進センター

センター主催、県医師会共催による産業医

研修会を下記のとおり各地区で開催し、本会

から日医認定産業医制度指定研修会として申

請し、承認を受けている。

実地研修（職場巡視）

［第１回］【基礎研修（実地）＆生涯研修（実

地）：２単位】
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日 時 平成１８年１１月１６日（木）

場 所 山陰アシックス工業株式会社

出席者 １１名（認定産業医５名、未認定医

６名）

［第２回］【基礎研修（実地）＆生涯研修（実

地）：２単位】

日 時 平成１９年１月１８日（木）

場 所 株式会社勝原製作所・大同端子製

造株式会社

出席者 １６名（認定産業医１０名、未認定医

６名）

母性健康管理研修会【基礎研修（後期）＆生

涯研修（更新・専門）：３単位】

日 時 平成１９年１月２５日（木）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 ２３名（認定産業医１８名、未認定医

５名）

［内容］

� 「管内の働く女性の現状」

「男女雇用機会均等法における母性健康

管理の措置」

「労働基準法における母性保護規定」

鳥取労働局雇用均等室室長 早水恵子

� 「母子保健の理念」

「妊娠中の症状等に対応する措置」

母性健康管理指導医（鳥取労働局）

鳥取赤十字病院産婦人科部長

竹内 薫

� 「職場における妊産婦の健康管理と産業

医等産業保健スタッフ等の役割」

�北海道労働保健管理協会健康管理部

部長 川崎能道

４．スポーツ医部会
平成３年度より発足した日本医師会認定健康

スポーツ医は、平成１９年１月末現在７８名である。

１ 健康スポーツ医学講習会

〔日本医師会主催〕於日本医師会館

前期：平成１８年１０月２８日・２９日 後期：平

成１８年１１月２５日・２６日

この他、�日本体育協会公認スポーツドク

ター養成講習会受講者の推薦依頼があったの

で、受講希望のあった会員を報告した。

２ 健康スポーツ医学再研修会

１）〔鳥取県医師会主催〕取得単位１単位

期 日：平成１８年３月１２日

場 所：米子市・天満屋フィットネスクラブ

パジャ

２）〔鳥取臨床スポーツ医学研究会主催〕取

得単位１単位

期 日：平成１８年３月１８日

場 所：米子市・米子全日空ホテル

３）〔鳥取スポーツ研究会主催〕取得単位１

単位

期 日：平成１９年１月１３日

場 所：鳥取市・ホテルモナーク鳥取

５．勤務医部会
１ 平成１８年度全国医師会勤務医部会連絡協議

会

平成１８年１１月４日、大宮市において開催さ

れ、渡辺日医勤務医委員会副委員長、武田・

重政両理事が出席した。「勤務医のアンガー

ジュマンを求める」をメインテーマに、唐澤

日医会長による特別講演「国民医療と医療制

度改革～日本医師会の新しい取り組みから

～」、日医勤務医委員会報告、埼玉県医師会

勤務医アンケート調査報告、シンポジウム

（テーマ「勤務医の労働条件」「勤務医と医

政活動」）など盛り沢山な内容で盛会であっ

た。来年度は、沖縄県医師会の担当で平成１９

年１０月１３日（土）に開催される。詳細につい

ては、会報第６１８号に掲載した。

２ 平成１８年度都道府県医師会勤務医担当理事

連絡協議会

平成１８年１１月１３日、日医会館において開催

され、渡辺日医勤務医委員会副委員長、重政

理事が出席した。議事として、�全国医師会

勤務医部会連絡協議会�都道府県医師会から

の勤務医活動報告（宮城県、山梨県、愛知県、

長崎県）�協議、意見交換（医師の過重労働、

臨床研修後の医師の教育、男女共同参画）が

行われた。

鳥取県医師会における勤務医会員の構成割

合は６７．３％で全国１位である。また、日医会

員における勤務医会員の構成割合は４６．６％で、

鳥取県では４１．７％である。詳細については、

会報第６１９号に掲載した。
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融 資 期 間
協力貯蓄

融資利率

勤務会員協力

貯蓄融資利率

１ 年 以 内 １．８３０％ ２．１８０％

１年超 ３年以内 １．９３０％ ２．２８０％

３年超 ５年以内 ２．０３０％ ２．３８０％

５年超 １０年以内 ２．２３０％ ２．５８０％

１０年超 １５年以内 ２．４３０％ ２．７８０％

１５年超 ２０年以内 ２．６３０％ ２．９８０％

２０年超 ２５年以内 ２．８３０％ ３．１８０％

会 員 福 祉 対 策 関 係

１．共済会の運営
県医師会共済会は、昭和４８年１０月発足、３３年

５カ月を経過し、真に本会会員福祉事業の中核

として、果たしている役割は極めて大きなもの

がある。

平成１８年１２月現在、共済会会員及び給付状況

は次のとおりである。

共済会会員数 開業会員４０３名、同一家族会

員５１名、勤務会員１７名、会費免除会員５３名、計

５２４名で、昨年同期に比し開業会員２名増、同

一家族会員６名増、勤務会員２名増、会費免除

会員７名増である。

なお、そのうち正額会員３２１名（６１％）、半額

会員１５０名（２９％）、免除会員５３名（１０％）であ

る。

共済会給付状況

病気療養見舞金 ６，３７５，０００円（１４件）

弔 慰 金 ３，８００，０００円（８件）

退 会 慰 労 金 ３２９，１７０円（１件）

共済会積立金

普 通 預 金 １３０，０７０，０００円

２．協力貯蓄の推進
１ 協力貯蓄の運営状況

協力貯蓄は、平成１５年５月より第９次の積

立（平成２０年４月まで）を開始している。

平成１８年１２月末現在会員数は、東部１０４名、

中部２７名、西部６１名、計１９２名である。

融資利率は、短期プライムレート及びそれ

に連動する長期プライムレートを基準にして

いるが、昨今の金利情勢より平成１８年１０月１１

日以降の新規貸付分より長期貸出基準金利が

０．２５％引き上げられた。

２ 勤務会員協力貯蓄の運営状況

勤務会員協力貯蓄は、平成１７年５月より第

８次の積立（平成２２年４月まで）を開始して

いる。平成１８年１２月末現在加入会員数は、東

部５５名、中部１９名、西部３５名、大学２０名、計

１２９名である。

融資利率は、協力貯蓄と同じく、短期プラ

イムレート及びそれに連動する長期プライム

レートを基準にしているが、昨今の金利情勢

により平成１８年１０月１１日以降の新規貸付分よ

り長期貸出基準金利が０．２５％引き上げられた。

３．医事紛争対策
１ 「医事紛争処理委員会」「医療安全対策委員

会」「職業倫理・自浄作用活性化委員会」合

同会議

平成１８年３月９日、県医師会館において、

昨年度に引き続いて標記３委員会の合同会議

を開催した。議事として、�都道府県医師会

医事紛争・自浄作用活性化担当理事合同連絡

協議会の出席報告�中国四国医師会連合医事

紛争研究会の出席報告�都道府県医師会医事

紛争担当理事連絡協議会の出席報告�鳥取県

内の医事紛争の処理状況�医療安全対策等に

関するアンケート調査結果�鳥取県医療相談

支援センターの相談状況（県医務薬事課）�

適正な保険診療、などについて報告、協議、

意見交換を行った。

平成１７年度鳥取県内の医事紛争の処理状況

は、新規発生５件、示談解決３件（継続分２

件、新規分１件）、応訴中１件、均衡中８件

（継続分４件、新規分４件）となっている。

今後は、「医事紛争」「医療安全対策」「職

業倫理・自浄作用活性化」において、個人情

報保護も含め、さらに連携を密にして協議、

意見交換を繰り返しながら、患者さんに安全

な医療を提供するとともに、萎縮医療になら

ないように会員をサポートしていく。また、

医事紛争の事例に対応したマニュアル作成に

ついて検討することとした。

なお、個別指導の結果、「中断」との判断

がなされた医療機関に対し、自浄作用活性化

の観点から、注意文書を通知することとした。

詳細については、会報第６１０号に掲載した。
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第一 １５５件 日本 １８７件

明治安田 ６１件 住友 ５５件

グループ ８１９件 富国 ２０件

Ｔ＆Ｄフィナンシャル ２４件 退職共済 ４１件

損保ジャパン １８９件 三井 ５５件

２ 中国四国医師会連合・医事紛争研究会

平成１８年９月２日、岡山県医師会担当によ

り、高知市の高知新阪急ホテルにおいてブ

ロック会議の研究会として開催された。各県

医師会の医事紛争担当役員、顧問弁護士、日

本医師会から木下勝之常任理事、畔柳達雄参

与（弁護士）、高島昇医賠責対策課長が出席

し、各県から寄せられた７題の議題について

意見交換するとともに、日医への提言・要望

事項について、日本医師会のコメントがあっ

た。本県からは、岡本会長、野島副会長、宮

�・神鳥常任理事、井庭監事が出席した。詳

細は、会報第６１５号へ掲載した。

４．日医医師賠償責任保険
日医医師賠償責任保険は、昭和４８年７月から

発足し、現在１４５名の勤務会員も加入している

が、現行の日医医賠責保険でカバーできない部

分について、日医Ａ会員が任意で加入できる

「日医医賠責特約保険」が平成１３年度より創設

された。平成１８年７月１日～平成１９年７月１日

までの期間の加入者は、１５３名である。

５．損保ジャパン医師賠償責任保険加入会員
平成１９年１月末日現在、医師賠償責任保険加

入会員数は５４６名で、地区別に示すと次のとお

りである。総数は、昨年より３０名の減である。

東部２１５名 中部９０名 西部２０１名 大学４０名

計５４６名

６．日本医師会医師年金の加入
平成１８年９月末現在、本県会員の医師年金加

入者は１５３名で、加入者数を地区別に示すと次

のとおりである。

東部７０名 中部１９名 西部６２名 鳥大２名

計１５３名

この他に年金受給者は

東部６１名 中部２９名 西部７０名 鳥大１名

計１６１名

７．日本医師従業員国民年金基金
日医が設立母体となり、平成３年４月創設、

同年５月１４日設立認可を得て発足し、本県加入

総数５２名である。（平成１８年１２月３１日現在）

８．生命保険加入代理店の業務
第一、日本、明治安田、住友、富国、Ｔ＆Ｄ

フィナンシャル、損保ジャパン、三井の８社と

契約を締結存続し、会員福祉向上に努めている。

平成１９年１月末日現在、各社の契約件数は次の

とおりである。

９．鳥取県医療機関厚生年金基金への対応
平成５年４月１日に発足した「鳥取県医療機

関厚生年金基金」について、加入者数は５，１９７

名、加入事業所は１４５である。（平成１８年１２月３１

日現在）

１０．鳥取県医師国保組合事業の協力
昨年度に引き続き、同組合事業の円滑なる推

進に協力し、会員の健康福祉の増進に努めてい

る。

加入者数は、組合員５３０人、家族１，０７３人、准

組合員３６８人、計１，９７１人である。（平成１８年１２

月３１日現在）

１１．独立行政法人福祉医療機構
開業医承継支援事業について、独立行政法人

福祉医療機構は、継続的な地域医療の確保に資

するため、高齢等の事情により引退を考えてい

るものの後継者がいない事業譲渡希望医に開業

希望医を紹介し、一般診療所の存続を支援する

「開業医承継支援事業」を実施している。

この事業を利用して譲渡希望医及び開業希望

医の紹介を受けようとする場合は、あらかじめ

機構に登録しておく必要がある。詳しくは独立

行政法人福祉医療機構のホームページをご覧い

ただくか、企画指導部 経営指導課へお問い合

わせください。

独立行政法人福祉医療機構

企画指導部 経営指導課

ホームページアドレス：

http:／／www.wam.go.jp

TEL：０３―３４３８―９９３２ FAX：０３―３４３８―０３７１

E-mail：kaigyou@wam.go.jp

１２．図書斡旋
２００７年医師日記を希望会員に斡旋した。
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会費減免申請の詳細

【傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 A１ 石 井 厚 史 鳥取市布勢 病気療養中

西 部 A１ 竹 田 明 米子市昭和町 〃

第１号議案 平成１８年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成１８年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追加分）

申請理由

地 区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ０ １ ０ ０ １ ２ １６０，０００

中 部 ０ ０ ０ ０ １ １ １０８，０００

西 部 ０ １ ０ ０ ０ １ ６５，０００

大 学 ０ ０ ２ ０ ０ ２ １６，０００

計 ０ ２ ２ ０ ２ ６ ３４９，０００

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

鳥取大学 Ｂ 持 田 茂 鳥取大学医学部附属病院 鳥取大学 Ｂ 岡 田 泰 司 鳥取大学医学部附属病院

【その他特別の事由】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 A１ 清 水 治 八頭郡八頭町稲荷 特別の事由

中 部 A１ 豊 田 昭 倉吉市東町 〃
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１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策・自浄

作用活性化対策、診療

情報提供の推進

� 医療安全対策

� 自浄作用活性化対

策

� 診療情報提供の推

進

＊地区医師会との緊密な連携のもと、医師の良識と

社会的使命を基盤として医の倫理の高揚に努め

る。

＊聖職の自覚、医師相互間の社会性の確立、医師会

団体秩序の維持に努める。

＊県民の医療に対する更なる信頼の確立に努める。

＊日医提唱の「医師の職業倫理規程」の普及促進を

図る。

＊医療安全対策の検証と啓発を行う。

＊医療安全対策の経験交流研修会を開催する。

＊自浄作用活性化の推進を図る。

＊日本医師会「自浄作用活性化推進に向けて」を周

知するともに、実践の推進を図る。

＊診療情報提供の推進を図る。

＊日本医師会「診療情報の提供に関する指針（第２

版）」を周知するとともに実践の推進を図る。

＊医療相談窓口を設置し、県民からの相談にあたる

とともに地区医師会相談窓口との連携を図る。

○ 医療安全対策委員会

○ 職業倫理・自浄作用

活性化委員会

○ 診療情報提供推進委

員会

第２号議案 平成１９年度鳥取県医師会事業計画について

平成１９年度鳥取県医師会事業計画

〈基本方針〉

人口が減少に転じ、団塊の世代が定年退職を迎え、少子・高齢化が加速度的に進む社会にあって、

医療費抑制策の一つとして４０歳以上７５歳未満の国民を対象とした特定健診・保健指導が平成２０年度

から医療保険者に義務付けられることとなった。

また、平成１６年から開始された臨床研修医制度が医師の地域的偏在や産科、小児科等の減少など

診療科の偏在を生むとともに、平成１８年の診療報酬改定で新設された７対１看護基準を満たすため

に大病院が看護師を大量募集するなど、地域医療の根幹とも言える医療提供体制に歪みが生じてき

ている。

このような常に変動する社会情勢、医療環境の中にあって、学術専門団体の立場から保健、医療、

福祉の各分野における行政施策に対しては積極的に提言していくとともに、医の倫理、医療安全の

確保、生涯教育の推進など県民の医療に対する更なる信頼を確立するため、下記５項目を重点的に

実施する。

記

１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策・診療情報提供の推進

３．生涯教育の推進

４．勤務医及びかかりつけ医のあり方対策

５．医師・看護職員確保対策

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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� 個人情報保護法対

策

３．医学医術の研究奨励

及び生涯教育の推進

� 定例総会の開催

� 医学会の開催

� 日本医師会生涯教

育制度の推進

� 生涯教育の推進、

医学講演会及び研究

会の開催

� 新医師臨床研修制

度への対応

� 鳥取大学及び医学

諸団体との連絡協調

� 医学研究の奨励

	 鳥取医学雑誌の発

行

４．地域社会活動対策

� 健康診査管理指導

事業

＊県の医療相談窓口「医療相談支援センター」との

情報交換、連携を図る。

＊法の規定により遵守すべき事項の周知を図り、個

人情報の適正な取扱いに努める。

＊永年在任役職員表彰、医業５０年会員表彰、鳥取医

学賞の授与、特別講演などを行う。

＊春季医学会、秋季医学会を開催し、会員の研究発

表を行うことにより、医学・医術の向上を図る。

＊日本医師会生涯教育講座を開催し、生涯教育の推

進を図る。

＊インターネット活用による生涯教育の推進を図る。

＊日医提唱のリカレント教育の推進を図る。

＊新医師臨床研修制度へ協力する。

＊指導医のための教育ワークショップを開催する。

（第３回 １９．１１．３―４）

＊国立大学法人鳥取大学（医学部及び附属病院）を

はじめ医学諸団体との連携を強化する。

＊鳥取医学賞の選定を行う。

＊会員研究発表、医学会の特別講演を鳥取医学雑誌

へ掲載する。

＊総説論文の寄稿を依頼する。

＊投稿規定を改正し、積極的な投稿を呼びかける。

＊鳥取県健康対策協議会と共同で下記事業を実施す

る。
�
��
�
�
�
��
��
�

がん登録事業の継続、追跡調査の継続、調査結

果の報告、がん検診研究会、読影委員会及び細

胞診判定委員会との連絡強化、がん検診精密検

査医療機関登録

（胃がん、肺がん、乳がん、子宮がん、大腸が

ん、肝がん）

＊臨床検査精度管理事業の推進を図る。

○ 定例総会

○ 春季医学会（倉吉市

１９．６．２４）

○ 秋季医学会（鳥取市）

○ 中国四国医師会連合

医学会（岡山市 １９．

１０．２０―２１）

○ 生涯教育委員会

○ 卒後臨床研修対策委

員会

�外 鳥取大学経営協議会

�外 鳥取大学関連管理型

病院協議会

�外 鳥取大学医学部附属

病院研修管理委員会

�外 県立病院運営評議会

○ 鳥取医学雑誌編集委

員会

○ 臨床検査精度管理委
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� 特定健診・保健指

導への対応

� 地域保健活動の推

進

� 糖尿病対策

� 情報ネットワーク

の推進

� 環境対策

� 救急医療・防災対

策

＊鳥取県が実施する衛生検査所の立入検査、精度管

理に協力する。

＊平成２０年度からの実施に向けて、研修会の開催、

健診・保健指導受託など諸準備を整える。

＊母子保健・医療、少子化対策事業などに協力する。

＊「総合周産期母子医療センター」の運営に協力す

る。

＊疾病構造の地域特性に関する調査、乳幼児・児童

生徒の心臓検診を推進する。

＊「生活習慣病」対策の推進を図る。

＊在宅医療の推進のための実地研修事業を実施す

る。

＊禁煙指導医、禁煙講演医養成のための研修会の開

催及びニコチン依存症治療に関する情報提供を行

うなど、禁煙指導を推進する。

＊がん撲滅をめざす�がん征圧運動�に協力する。
＊糖尿病の発症予防、合併症予防等の対策を推進す

る。

＊医師向けの研修会開催、県民向けの啓発活動を行

う。

＊糖尿病専門医以外の医師のレベルアップ、治療の

標準化を図る。

＊鳥取県医師会IT化を推進する。

＊地域医療情報ネットワークの構築を推進する。

＊日本医師会テレビ会議システムへ参加する。

＊会内テレビ会議システムの導入を検討する。

＊情報システムに関する講演会を開催する。

＊環境保全対策、医療廃棄物対策、地球温暖化防止

対策を図る。

＊鳥取大学医学部付属病院の「救命救急センター」

の運営に協力し、救急医療体制の確保・充実に努

める。

＊ACLS、JPTECの研修会を開催する。

＊AEDの更なる普及を推進する。

＊救命救急センター、救急告示医療機関、平日夜間

及び休日急患診療所、病院群輪番制の連携により

救急医療体制の充実を図る。

＊救命救急医療体制、へき地医療対策、空港におけ

る救急医療体制の整備を検討する。

＊国民保護法による指定地方公共機関として国民保

護業務計画を策定し、武力攻撃やテロ発生時の国

民保護医療に努める。

員会

�外 鳥取県精度管理専門

委員会

�外 地域・職域連携推進

協議会

�外 鳥取県母子保健協議

会

�外 若年者心疾患対策協

議会

［研究会・総会］

○ 禁煙指導対策委員会

�外 鳥取県がん征圧大会

○ 糖尿病対策推進会議

○ 情報システム運営委

員会

○ 日医医療情報システ

ム協議会

○ 鳥取県医療情報研究

会

�外 鳥取県環境管理事業

センター参与会

○ ACLS委員会

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等

鳥取県医師会報 ０７．５ 臨時号

117



	 メンタルヘルス対

策


 犯罪被害者支援対

策

� 麻薬対策

� 感染症対策

 県及び関係諸団体

の公衆衛生活動への

協力

� 共同利用施設対策

� 健康とっとりへの

協力

５．地域医療対策

＊防災体制に協力する。

＊消防防災ヘリコプター体制に協力する。

＊中国四国医師会の緊急連絡体制の整備を検討す

る。

＊メディカルコントロール体制に協力する。

＊県内でNBCR災害が発生した場合に備え、平素か

ら関係機関相互の連携を図る。
�
�
�
�
�

「NBCR災害」とは、核（Nuclear）、生物剤（Bio-

logical）、化学剤（Chemical）及び放射能（Ra-

diological）による災害をいう。

�
�
�
�
�

＊地域におけるうつ病並びに自殺予防対策につい

て、鳥取県並びに鳥取大学医学部と連携して推進

する。

＊民間被害者支援団体の設立に協力する。

＊麻薬事故防止対策、麻薬・覚せい剤乱用防止運動

（麻薬・向精神薬の説明会、新入会員の指導）を

展開する。

＊SARSをはじめとする各種感染症対策を図る。

＊感染症サーベイランス、Ｂ型及びＣ型肝炎対策、

MRSA対策、院内感染対策の充実を図る。

＊各種予防接種医療機関を登録する。

＊感染症予防法及び県予防計画の周知と協力を行

う。

＊県との連携によりインフルエンザワクチンの安定

供給に努める。

＊新型インフルエンザ高病原性インフルエンザへの

対応に努める。

＊麻しん等集団発生時の対応についてのマニュアル

システムの構築に向けて検討する。

＊関係団体等との連携を図る。
�
�
�
�
�
�
�

公衆衛生協会、保健事業団、社会福祉協議会、

社会福祉審議会、献血推進協議会、交通対策協

議会、環境審議会、医療情報研究会、山陰地区

感染症懇話会、臓器バンク

＊医師会立の医療関連施設の充実対策を推進する。

＊「健康とっとり計画」の推進に努める。

�外 鳥取県防災会議

○ 救急医療担当理事連

絡協議会

�外 鳥取県メディカルコ

ントロール協議会

�外 鳥取県NBCR災害対

処現地関係機関連絡会

議

�外 鳥取県犯罪被害者連

絡協議会

�外 薬物乱用防止推進本

部会議

○ 感染症危機管理対策

委員会

○ 日医感染症危機管理

対策会議

�外 エイズ対策専門家会

議

�外 エイズ対策委員会

�外 鳥取県感染症危機管

理対策協議会

�外 鳥取県インフルエン

ザワクチン対策委員会

�外 鳥取県抗インフルエ

ンザウイルス薬対策委

員会

○ 全国医師会共同利用

施設総会

�外 職域保健連絡協議会

�外 健康とっとり推進協

議会
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� 医師確保対策

� 地域医療計画対策

� 地域医療連携推進

対策

� 老人保健福祉対策

� 医療法改正対策

６．社会保障医療対策

� 医療保険制度対策

� 介護保険制度対策

� 社会保障医療対策

� 県及び関係団体と

の連絡協調

＊日本医師会女性医師バンク事業等と連携し、地域

医療体制安定化のため医師確保対策に取り組む。

＊保健医療計画の改定に伴う対策を進める。

＊地域医療体制の安定化を推進する。

＊有床診療所対策を図る。

＊在宅療養支援診療所の普及を推進する。

＊基準病床数の算定見直しへの対応を図る。

＊診診連携、病診連携、病病連携の推進を図る。

＊保健・医療・福祉の連携充実を図る。

＊老人保健福祉計画の見直しへの対応を図る。

＊老人福祉施設対策を図る。

＊老人訪問看護制度の対応を検討する。

＊改正医療法への対応を検討する。

＊医療特区、混合診療導入反対、国民皆保険制度堅

持の運動を引き続き展開する。

＊社会保障制度の抜本的改正対策を検討する。

＊医療保険制度改革対策を図る。

＊特別医療制度・障害者自立支援制度改革への協力

を図る。

＊薬剤定価・給付基準額制への対策を図る。

＊社会保険診療報酬改定への対応を推進する。

＊高齢者医療制度創設の対応を検討する。

＊在宅療養支援診療所の推進を図る。

＊介護保険の運営に伴う対策の検討を行う。

＊介護支援専門員組織との連携を推進する。

＊介護保険事業計画の改正に伴う対策を図る。

＊地域支援事業（介護予防事業）に協力する。

＊療養病床再編計画への対応を検討する。

＊適正診療、適正審査の推進を図る。

＊請求事務適正化対策等の調査検討を行う。

＊健保・生保・国保の指導、監査、集団指導、自主

的指導計画を検討する。

＊関係法令の周知と地区医師会との連絡強化を図

る。

＊新規開業医療機関の医事研修を行う。

＊介護保険診療に伴う個別指導への対応を検討す

る。

＊基金、国保連等との連絡強化を図る。（基金幹事

会、国保連業務運営委員会、基金・国保審査委員

会など）

＊県などの各種委員会ヘ委員等を派遣する。（地方

�外 鳥取県医療審議会

�外 保健医療推進会議

�外 全国有床診療所連絡

協議会

�外 老人保健福祉計画推

進委員会

�外 介護実習普及セン

ター運営委員会

○ 介護保険対策委員会

�外 地域ケア整備構想検

討委員会

○ 社会保障部委員会

［総会・常任委員会」

○ 社会保険指導者講習

会

○ 社会保険事務局との

打合会

○ 福祉保健課との打合

会

○ 健保組合との懇談会

○ 国保連合会との懇談

会
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� 社会保険通信、社

会保障部だよりの発

行

７．医政対策

� 日医との連携

� 中国四国医師会連

合との連携

� 県及び関係団体と

の連携

� 三師会との連携

� 国際交流の推進

� 日医連及び県医連

との連携

� 国民のための医療

推進協議会とっとり

の推進

８．医療経済対策

� 医業経営対策

� 看護職員対策

社会保険医療協議会、社会福祉審議会など）

＊健保、国保、結核予防、生保、特別医療など医療

保険関係情報の周知徹底を図る。

＊新入会員への啓発研修を行う。

＊日医での諸会議へ役員を派遣し、情報収集、連携

強化を図る。

＊中国四国医師会連合各県との連携強化を図る。

＊県及び関係団体の諸会議、諸行事に協力する。

＊県教育委員会との連携を推進する。

＊県警察本部との連携を図る。

＊県人権文化センターとの連携を図り、人権擁護活

動を推進する。

＊三師会の連携強化を図る。（当番：鳥取県医師会）

＊医療保険対策の連携を図る。

＊国際交流事業に協力し、外国人バリアフリーの推

進に協力する。

＊医師連盟との連携強化を図る。

＊協議会の構成団体の連携により国民のための医療

を守るため、講演会等を開催する。

＊医業経営に関する情報提供を行う。（麻薬、保険、

協力貯蓄、共済会、医師年金、日本医師従業員国

民年金基金、医療機関厚生年金基金、調査統計

等）

＊各種の税制対策に関する情報収集に努める。

＊控除対象外消費税の解消に努める。

＊看護職員養成対策の強化を図る。

○ 日医代議員会

○ 都道府県医師会長協

議会

○ 日医の各担当理事連

絡協議会

○ 日医の各種委員会

○ 日医医療政策シンポ

ジウム

○ 中国四国医師会連合

総会（山口市 １９．５．

２６～２７）

○ 中国四国医師会連合

各分科会

○ 中国四国医師会連合

常任委員会

○ 中国四国医師会連合

各種研究会

○ 医療懇話会

○ 県教育委員会との連

絡協議会

�外 鳥取県人権文化セン

ター理事会

�外 鳥取県国際交流財団

理事会

○ 医師会活動説明会

○ 広島国税局との懇談

会

○ 日医医療関係者担当
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� 地域社会活動に対

する協力制度の確立

９．広報活動の充実

� 医師会報の発行

� 広報の強化

� 報道関係など対外

広報との連絡

� 県民健康教育

１０．部会活動の強化

� 母体保護法指定医

部会

� 学校医部会

＊看護高等専修学校との連携強化、情報交換を図る。

＊訪問看護ステーション、ナースセンター運営事業

へ協力する。

＊各種検診料、検査料等医師報酬の適正化、事故対

策を検討する。

＊取材活動の拡充、編集方針の検討、会報の充実を

図る。

＊医師会サーバによる情報発信の充実を図る。

＊会員向けの広報を徹底する。

＊県民向けの広報活動を強化する。

＊ホームページをリニューアルし、コンテンツの充

実を図る。

＊報道関係との連絡、各種団体対外広報との連携を

図る。

（医師会報、日医ニュース、その他各種資料の配

布）

＊公開健康講座及び健康フォーラムの開催、「保健

の窓」「健康なんでも相談室」を新聞に掲載し、

県民健康教育の充実を図る。

＊生活習慣病対策セミナーを地区医師会の協力のも

と開催する。

＊健康相談（毎週木曜日）を継続運営する。

＊県民カレッジ事業へ協力する。

＊母体保護法指定医師の指定審査を行う。

＊学校医活動の強化を図る。

＊学校医研修会を開催し、学校医の資質向上を図る。

＊学校保健会報等広報の充実を図る。

＊鳥取県学校保健会との連携強化を図る。

＊日医学校医講習会、全国及び中国地区学校医大会

への出席と伝達講習を行う。

理事連絡協議会

○ 看護高等専修学校連

絡協議会

�外 准看護師試験委員会

�外 看護職員確保対策協

議会

�外 ナースセンター事業

運営委員会

○ 広報委員会

○ 会報編集委員会

○ 健康フォーラム

○ 公開健康講座１２回

（２回程度は出張講座

とする）

○ 母体保護法指定医師

審査委員会

○ 家族計画母体保護法

指導者講習会

○ 学校医部会運営委員

会

○ 学校医・学校保健研

修会

○ 日医学校医講習会

○ 日医乳幼児保健講習

会

○ 全国学校保健・学校

医大会（高松市 １９．
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� 健康スポーツ医部

会

� 労災指定医部会

� 産業医部会

� 病院部会

� 勤務医部会

	 自賠責部会

１１．会員福祉対策

� 医師国保組合との

連絡提携

� 生命保険、損害保

険団体業務の継続

� 協力貯蓄の推進

＊「日医認定健康スポーツ医」の認定審査、申請を

行う。

＊健康スポーツ医学再研修会を開催し、健康スポー

ツ医の資質向上を図る。

＊鳥取労働局との連絡協調を図る。

＊労災保険情報センター（RIC）との連携強化を図

る。

＊労災保険研修会を開催する。

＊産業医活動の強化を図る。

＊産業医研修会を開催し、産業医の資質向上を図る。

＊日医認定産業医の審査、申請を行う。

＊各地域産業保健センターの活動を支援する。

＊鳥取産業保健推進センターの活動に協力する。

＊医療業務の向上、病院経営の改善を支援する。

＊鳥取県病院協会との連携強化を図る。

＊勤務医の入会を促進し、会員増強対策、部会活動

の充実を図る。

＊医師会活動説明会を開催し、加入促進を図る。

＊過重労働、医療安全など勤務医の諸問題解決に向

けて協議するとともに、勤務医部会総会、講演会

等を開催する。

＊自賠責保険診療費算定基準の推進を図る。

＊自賠責保険研修会を開催する。

＊自賠責保険診療費におけるトラブルの解決処理に

あたる。

＊医師国保組合事業に協力する。

＊医師賠償責任保険、所得補償保険の募集を行う。

＊グループ保険の募集を行う。

＊第９次協力貯蓄を推進する。（銀行の指定制等）

１１．１０）

○ 中国地区学校医大会

（岡山市 １９．８．２６）

○ 健康スポーツ医委員

会

○ 日医健康スポーツ医

学講習会

○ 健康スポーツ医学再

研修会

�外 日体協スポーツ医学

講習会

�外 労災保険運営協議会

�外 労災保険診療費審査

委員会

�外 労災診療協議会

○ 産業医部会運営委員

会

○ 産業医研修会

○ 産業保健活動推進全

国会議

�外 鳥取県産業保健協議

会

�外 産業保健推進セン

ター運営協議会

�外 鳥取県産業安全衛生

大会

○ 全国医師会勤務医部

会連絡協議会（那覇市

１９．１０．１３）

○ 鳥取県自動車保険医

療連絡協議会
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� 勤務医協力貯蓄の

推進

� 独立行政法人福祉

医療機構の業務の周

知

� 共済制度の継続運

営

� 医事紛争対策

	 医師賠償責任保険

の継続


 日医医師年金等へ

の加入促進

� 鳥取県医療機関厚

生年金基金への対応

� その他の会員福祉

１２．地区医師会との連絡

強化

� 地区医師会との連

携

� 地区医師会事務局

との連携

１３．諸規程改正

１４．創立６０周年記念事業

＊第８次勤務医協力貯蓄を推進する。（銀行の指定

制等）

＊施設整備資金融資の制度内容、融資利率などの情

報提供を行う。

＊共済会制度を推進する。

＊勤務医会員の加入を推奨する。

＊日医医師賠償責任保険及び日医特約保険との連絡

を図る。

＊研修会を開催する。

＊医師賠償責任保険、施設賠償責任保険の加入を推

奨する。

＊勤務医会員の加入を推奨する。

＊日医特約保険の加入を推奨する。

＊日医年金、日本医師・従業員国民年金基金への加

入を推奨する。

＊運営等現状の分析を図る。

＊救済事業（カウンセリング等）、表彰弔慰を行う。

＊「女性医師の会（仮称）」の設立を検討する。

＊各種の連絡会議を開催し、連携強化を図る。

＊各医師会事務局間相互の連携強化を図る。

＊公益法人制度改革に伴い、定款、諸規程の見直し

を検討する。

＊平成１９年１１月に創立６０周年を迎えるので、記念事

業について具体的項目を決定し実施する。（式典

１９．１１．１０）

○ 共済会運営委員会

○ 医事紛争処理委員会

○ 中国四国医師会医事

紛争研究会

（担当：山口県）

○ 各地区医師会との懇

談会

○ 地区医師会長協議会

○ 地区医師会各担当理

事連絡協議会

○ 事務局職員連絡協議

会

○ 諸規程改正検討委員

会
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会費減免申請の詳細

【高齢・傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 渡 辺 元 鳥取市東町 老齢会員（明治４４年２月１２日生）

〃 Ｂ 井 � 太 郎 〃 吉方温泉 〃 （大正３年１月２４日生）

〃 A１ 西 尾 吉兵衛 〃 富安 〃 （大正７年１２月２５日生）

〃 Ｂ 星 野 信 敏 〃 青葉町 〃 （大正８年４月１４日生）

〃 A１ 桑 田 岩 雄 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正８年１２月１日生）

〃 Ｂ 松 本 安 博 〃 〃 〃 〃 （大正９年１月２日生）

〃 A１ 松 岡 京 子 鳥取市行徳 〃 （大正９年６月１８日生）

〃 Ｂ 林 暁 〃 用瀬町鷹狩 〃 （大正１１年６月７日生）

〃 A１ 縄 田 隆 淑 〃 元町 〃 （大正１２年３月３１日生）

〃 Ｂ 坂 本 紀美子 〃 〃 〃 （大正１２年４月９日生）

〃 Ｂ 井 � 成 子 〃 吉方温泉 〃 （大正１２年１２月７日生）

〃 Ｂ 巨 島 怜 子 岩美郡岩美町浦富 〃 （大正１３年１月１日生）

〃 Ｂ 森 田 昌 功 鳥取市吉成南町 〃 （大正１３年１月３日生）

〃 Ｂ 村 尾 ちさと 〃 二階町 〃 （大正１３年３月１１日生）

〃 Ｂ 大 槻 正 巳 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正１３年６月２９日生）

〃 Ｂ 野 津 登志子 鳥取市卯垣 〃 （大正１４年７月２０日生）

〃 Ｂ 谷 本 泰 夫 〃 青葉町 〃 （大正１５年２月２４日生）

〃 Ｂ 前 田 隆 守 〃 大工町頭 〃 （大正１５年３月１８日生）

〃 Ｂ 村 江 正 名 〃 吉方温泉 〃 （大正１５年６月２日生）

〃 Ｂ 岸 良 尚 〃 河原町河原 〃 （大正１５年７月７日生）

〃 Ｂ 大 谷 伯 八頭郡郡家町宮谷 〃 （大正１５年１２月１３日生）

〃 Ｂ 上 田 治 鳥取市西町 〃 （昭和２年２月２日生）

〃 Ｂ 堀 内 佐 門 〃 西品治 〃 （昭和２年３月２日生）

第３号議案 平成１９年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成１９年度鳥取県医師会会費減免申請一覧

申請理由

地 区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ２４ ３ ８ ０ ０ ３５ １，１４０，０００

中 部 １６ １ ３ ０ ０ ２０ ９６０，０００

西 部 ２７ １ ０ ０ ０ ２８ １，２００，０００

大 学 ０ ０ １２ ０ ０ １２ １４４，０００

計 ６７ ５ ２３ ０ ０ ９５ ３，４４４，０００
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 足 立 啓 鳥取市西町 老齢会員（昭和２年３月１３日生）

〃 Ｂ 池 田 英 樹 〃 吉成 病気療養中

〃 Ｂ 大 石 徹 〃 鍛冶町 〃

〃 A１ 石 井 厚 史 〃 布勢 〃

中 部 Ｂ 米 増 保 倉吉市宮川町 老齢会員（明治４３年１月２日生）

〃 A１ 斎 藤 鈴 子 東伯郡湯梨浜町下浅津 〃 （大正９年３月７日生）

〃 Ｂ 松 田 伸 倉吉市新町 〃 （大正９年４月２１日生）

〃 Ｂ 安 梅 みどり 〃 関金町大鳥居 〃 （大正１１年７月１６日生）

〃 Ｂ 佐々木 安 夫 〃 関金町関金宿 〃 （大正１１年８月７日生）

〃 Ｂ 徳 岡 淳 一 〃 東巌城町 〃 （大正１１年９月２０日生）

〃 Ｂ 宮 川 鉄 男 東伯郡北栄町瀬戸 〃 （大正１２年３月２８日生）

〃 Ｂ 早 川 慶 子 鳥取市行徳 〃 （大正１３年４月２２日生）

〃 A１ 大 石 恒 善 倉吉市西仲町 〃 （大正１３年６月９日生）

〃 Ｂ 垣 田 堅二郎 〃 東岩倉町 〃 （大正１４年１１月１８日生）

〃 A１ 門 脇 好 登 〃 瀬崎町 〃 （大正１５年１月１１日生）

〃 Ｂ 野 田 文 男 〃 堺町 〃 （大正１５年７月２６日生）

〃 Ｂ 岸 田 専 藏 〃 清谷町 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 A１ 音 田 誠 介 東伯郡湯梨浜町田後 〃 （大正１５年８月５日生）

〃 A１ 豊 田 昭 倉吉市東町 〃 （昭和１年１２月３０日生）

〃 Ｂ 森 脇 良 省 〃 新町 〃 （昭和２年１月２２日生）

〃 Ｂ 山 名 忠 己 〃 昭和町 病気療養中

西 部 Ｂ 田 中 喜美恵 米子市錦町 老齢会員（大正４年５月１６日生）

〃 Ｂ 小 谷 晴 彦 西伯郡大山町御来屋 〃 （大正５年９月１５日生）

〃 A１ 板 倉 奨 日野郡日南町多里 〃 （大正６年１１月１５日生）

〃 Ｂ 渡 邉 豊 米子市観音寺 〃 （大正７年１０月１８日生）

〃 A１ 入 沢 俊 夫 日野郡日南町矢戸 〃 （大正８年６月１８日生）

〃 Ｂ 中 下 静 夫 境港市朝日町 〃 （大正９年６月２４日生）

〃 Ｂ 笠 木 慶 治 米子市中町 〃 （大正１０年１月２日生）

〃 Ｂ 田 中 禾 一 〃 彦名町 〃 （大正１０年５月２６日生）

〃 Ｂ 木 下 準四郎 〃 皆生温泉 〃 （大正１１年７月３０日生）

〃 Ｂ 川 西 基 次 西伯郡南部町福里 〃 （大正１２年１月８日生）

〃 Ｂ 都 田 治 米子市紺屋町 〃 （大正１２年１１月２４日生）

〃 Ｂ 木 下 干 城 〃 角盤町 〃 （大正１３年２月２６日生）

〃 Ｂ 佐 古 恒 徳 〃 加茂町 〃 （大正１３年５月２２日生）
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

西 部 Ｂ 脇 田 收 吉 米子市中町 老齢会員（大正１４年１月３０日生）

〃 A１ 花 園 直 人 〃 東福原 〃 （大正１４年２月５日生）

〃 Ｂ 森 田 隆 朝 〃 上福原 〃 （大正１４年９月２８日生）

〃 Ｂ 福 島 武 彦 境港市元町 〃 （大正１４年１１月５日生）

〃 Ｂ 本 田 恭 治 米子市昭和町 〃 （大正１５年４月２２日生）

〃 Ｂ 相 原 村 子 境港市麦垣町 〃 （大正１５年５月８日生）

〃 Ｂ 吹 野 淳 平 米子市米原 〃 （大正１５年５月２４日生）

〃 Ｂ 仲 村 民 広 西伯郡伯耆町大殿 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 Ｂ 安 達 厚 米子市両三柳 〃 （大正１５年８月６日生）

〃 A１ 三 好 三七夫 〃 道笑町 〃 （大正１５年９月３０日生）

〃 Ｂ 松 野 昭 市 境港市京町 〃 （大正１５年１２月１０日生）

〃 Ｂ 薬師寺 廓 磨 米子市東福原 〃 （昭和２年２月７日生）

〃 Ｂ 小 坂 博 境港市高松町 〃 （昭和２年３月２０日生）

〃 A１ 足 立 史 郎 米子市淀江町淀江 〃 （昭和２年３月２４日生）

〃 A１ 竹 田 明 〃 昭和町 病気療養中

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 矢倉知加子 鳥取県立中央病院

〃 Ｂ 木山 智羲 〃

〃 Ｂ 築谷 康人 〃

〃 Ｂ 藤田 良介 〃

〃 Ｂ 田中佳都代 〃

〃 Ｂ 桑本 聡史 〃

〃 Ｂ 澤住 裕子 〃

〃 Ｂ 荒井 陽介 〃

中 部 Ｂ 周防 孝 鳥取県立厚生病院

〃 Ｂ 松澤 和彦 〃

〃 Ｂ 北谷 新 〃

鳥取大学 Ｂ 後藤 芳子 鳥取大学医学部附属病院

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院

鳥取大学 Ｂ 野坂 加苗 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 坂田 晋史 〃

〃 Ｂ 村下 徹也 〃

〃 Ｂ 生田 幸広 〃

〃 Ｂ 家島さやか 〃

〃 Ｂ 遠藤 涼 〃

〃 Ｂ 山村 美樹 〃

〃 Ｂ 木科 学 〃

〃 Ｂ 近藤 健人 〃

〃 Ｂ 持田 茂 〃

〃 Ｂ 岡田 泰司 〃
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第４号議案 平成１９年度鳥取県医師会一般会計収支予算について

平成１９年度鳥取県医師会一般会計収支予算

【収入の部】
（単位：千円）

大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

１．会 費 ８７，６７９８７，９８５ －３０６

１．会費収入
（５１．０％）

８２，６７９８２，９８５ －３０６

１．会費収入 ８０，２４２８０，５７８ －３３６

� 均等割
会費収入 ８０，２４２８０，５７８ －３３６

A１ ＠１５６，０００×４１０人＝６３，９６０，０００円�
�
�
＠７２，０００×１３人＝ ９３６，０００円
＠１２０，０００× ７人＝ ８４０，０００円

A２ ２２人＝４，４８６，０００円
Ｂ ＠１２，０００×８３５人＝１０，０２０，０００円

２．特別会費
収入 ２，４３７ ２，４０７ ３０

� 医事紛
争処理委
員会会費

８１１ ８０１ １０ ＠１，８００×４５１人

� 学校医
部会会費 ７０２ ６９０ １２ ＠３，０００×２３４人

� 産業医
部会会費 ９２４ ９１６ ８ ＠２，０００×４６２人

２．入会金収
入
（３．０９％）

５，０００ ５，０００ ０

１．入会金収
入 ５，０００ ５，０００ ０ ＠５００，０００×１０人

２．負 担 金 ２，４１９ ２，４２１ －２

１．負担金収
入
（１．４９％）

２，４１９ ２，４２１ －２

１．社会保険
通信負担金 ５５９ ５６１ －２ ＠２，４００×２３３部

２．会館維持
負担金 １，８６０ １，８６０ ０ 医師国保組合、北陽サービス

３．補 助 金 １６，３４０１５，２７２ １，０６８

１．補助金等
収入
（１０．０８％）

１６，３４０１５，２７２ １，０６８

１．日医補助
金 ５，６６１ ５，８２０ －１５９

都道府県医師会助成費２，７００，０００円
生涯教育助成費 １，１８１，２５０円
勤務医活動助成費 ５００，０００円
年金普及推進運動助成費 ７７，０００円
医賠責特約保険制度運営経費他

５７３，０００円
医師会立准看護師養成所助成金

３３０，０００円
指導医のための教育ワークショップ補助金

３００，０００円
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

２．県 委 託
金・補助金 ８，６０８ ７，５６５ １，０４３

特別医療協力費（障害者自立支援協力費含む）
５，０００，０００円

在宅がん終末期医療推進実地研修委託金
９９７，０００円

臨床検査精度管理補助金７００，０００円
高度救命処置研修事業補助金

７３０，０００円
小児救急確保等調整事業委託金

６５０，０００円
小児救急地域医師研修事業委託金

５３１，０００円

３．産業医研
修委託金 ２，０７１ １，８８７ １８４ 産業医研修委託金 １，８７１，０００円

産業医研修連絡協議会 ２００，０００円

４．寄 付 金 １０ １０ ０

１． 寄 付 金
（０．０１％）

１０ １０ ０

１．寄 付 金 １０ １０ ０

５．雑 収 入 １０，０２４１０，１１６ －９２

１．雑 収 入
（６．１８％）

１０，０２４１０，１１６ －９２

１．受取利息 １２０ １２０ ０ 普通預金利息・積立金利息

２．雑 収 入 ７，９８３ ７，８２９ １５４

医師賠償保険人件費負担金
１，９１０，０００円

健対協人件費負担金 ４，１８３，０００円
健対協消耗品費等負担金７５０，０００円
医学雑誌別刷個人負担分等

３５０，０００円
労災保険情報センター協力費

６９０，０００円
その他 １００，０００円

３．広告・手
数料他収入 １，９２１ ２，１６７ －２４６

会報・医学雑誌・会員録広告料等
１，４８１，０００円

会場使用料 １００，０００円
日医認定産業医・スポーツ医申請手数料

３００，０００円
母体保護法指定医指定手数料

４０，０００円

６．繰 入 金 １５，６００１６，５００ －９００

１．繰 入 金
（９．６２％）

１５，６００１６，５００ －９００

１．生命保険
事務費繰入 １５，６００１６，５００ －９００

７．特定預金
取崩収入

４０ ４０ ０

１．特定預金
取崩収入
（０．０２％）

４０ ４０ ０

１．緊急事業
積立金取崩
収入

１０ １０ ０

２．役員退職
慰労金積立
金取崩収入

１０ １０ ０

３．職員退職
積立金取崩
収入

１０ １０ ０
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予算額
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予算額

比 較
増減額 摘 要

４．医事紛争
処理積立金
取崩収入

１０ １０ ０

当 期 収 入 合 計 � １３２，１１２１３２，３４４ －２３２

前期繰越収支差額（１８．５１％） ３０，０００３０，０００ ０

収 入 合 計 � １６２，１１２１６２，３４４ －２３２
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【支出の部】
（単位：千円）

大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

１．事 業 費
（４０．８３％）

６６，１７８６３，８４９ ２，３２９

１．医学向上
費
（６．１４％）

９，９６０１０，８５０ －８９０

１．医学会費 ３，９５０ ４，５５０ －６００

医学会費（２回） １，２００，０００円
生涯教育講座地区委託金

１，０００，０００円
生涯教育委員会（１回）３００，０００円
鳥取医学賞 １５０，０００円
卒後臨床研修対策委員会２００，０００円
指導医のための教育ワークショップ開催経費

１，１００，０００円

２．中国四国
医師会医学
会費

１，６１０ １，９００ －２９０ 旅費（岡山） １，１６０，０００円
諸費・負担金 ４５０，０００円

３．鳥取医学
雑誌発行費 ４，４００ ４，４００ ０

印刷費・送料（年４回）３，６００，０００円
委員会費 ６００，０００円
編集費 ２００，０００円

２．地域社会
活動費
（７．９５％）

１２，８８１１４，４２３ －１，５４２

１．地域社会
対策費 ２，０００ ２，０００ ０

健康対策協議会補助金１，３００，０００円
禁煙指導対策委員会 ３００，０００円
禁煙指導対策地区医師会補助金

３００，０００円
その他 １００，０００円

２．調査研究
費 ２，７０５ ２，５７９ １２６

臨床検査精度管理委員会（２回）
２５０，０００円

臨床検査精度管理費・報告書他
１，８００，０００円

メディファックス購読料５５５，０００円
資料整備費 １００，０００円

３．糖尿病対
策費 ３５０ ３５０ ０ 糖尿病対策推進会議 １５０，０００円

糖尿病対策費 ２００，０００円

４．救急・防
災対策費 ２，５３３ ４，０５１ －１，５１８

防災・救急医療担当理事連絡協議会
２００，０００円

救急医療・麻薬対策費 １６０，０００円
ACLS委員会 ２００，０００円
高度救命処置研修事業費７３０，０００円
小児救急確保等調整事業費

６５０，０００円
小児救急地域医師研修事業費

５３１，０００円
衛星携帯電話使用料 ６２，０００円

５．情報シス
テム対策費 ４，７９３ ４，９４３ －１５０

情報システム運営管理費
２，６００，０００円

会報、医学雑誌PDF・HTML作成費
４９３，０８０円

情報システム運営委員会（１回）
２５０，０００円

情報システム整備費 ８５０，０００円
日医医療情報システム協議会

２００，０００円
情報システムに関する講演会・会議費

４００，０００円
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６．感染症対
策費 ５００ ５００ ０

感染症危機管理対策委員会
３００，０００円

感染症危機対策費 １００，０００円
インフルエンザ対策費他１００，０００円

３．社会保障
対策費
（３．５４％）

５，７３７ ５，５３６ ２０１

１．社会保障
医療対策費 ２４０ ２００ ４０ 健保・生保立会旅費

２．社会保障
部費 ３，０００ ２，９００ １００

社会保障部委員会総会（１回）
１，０５０，０００円

社会保障部常任委員会（１回）
３００，０００円

社会保険指導者講習会 ３００，０００円
健保組合・国保連合会との懇談会

３５０，０００円
保険対策費他 １，０００，０００円

３．介護保険
対策費 １，１９７ １，１３６ ６１

介護保険対策委員会（２回）
２００，０００円

在宅がん終末期医療推進実地研修費地区委託金
９９７，０００円

４．社会保険
通信発行費 １，３００ １，３００ ０ 社会保険通信、社会保障部だより

４．医政対策
費
（２．８７％）

４，６５０ ４，６５０ ０

１．医政関係
費 １，４００ １，４００ ０

医療懇話会 ３００，０００円
三師会 ３００，０００円
県教育委員会連絡協議会１００，０００円
医政活動費 ７００，０００円

２．診療情報
提供・自浄
作 用 活 性
化・医療安
全対策費

１，２５０ １，２５０ ０

診療情報提供推進委員会２００，０００円
診療情報提供対策費他 １００，０００円
医療安全対策委員会 ２５０，０００円
医療安全対策講演会他 ６００，０００円
自浄作用活性化対策費 １００，０００円

３．個人情報
保護対策費 ２００ ２００ ０ 資料作成費他

４．会長交際
費 ６００ ６００ ０

５．県医交際
費 １，２００ １，２００ ０

５．医療経済
対策費
（１．２８％）

２，０７０ ２，０７０ ０

１．経営対策
費 ６００ ６００ ０

医師会活動説明会 ３００，０００円
有床診療所対策費 ２００，０００円
経営対策費 １００，０００円

２．医事紛争
対策費 １，４７０ １，４７０ ０

医事紛争処理委員会（１回）
２００，０００円

医療事故講演会 ２００，０００円
旅費・調査費他 ４００，０００円
弁護士顧問料（２名） ６７０，０００円

６．広報活動
費
（６．５４％）

１０，６００１０，４５０ １５０

１．会 報 費 ９，６００ ９，４５０ １５０

印刷費（月１回）・臨時号（年１回）
８，１００，０００円

送料 １，３５０，０００円
編集費 １５０，０００円
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２．広報宣伝
費 １，０００ １，０００ ０ 対内・対外広報活動費 ４００，０００円

健康フォーラム経費 ６００，０００円

７．部 会 費
（４．２５％）

６，８９０ ６，６００ ２９０

１．母体保護
法指定医部
会

３００ ３００ ０
母体保護法指定助成金 １００，０００円
母体保護法指定医師審査委員会

２００，０００円

２．学校医部
会 ２，１９０ ２，４００ －２１０

全国・中国地区学校医大会他
５００，０００円

日本学校保健会々報 ２３０，０００円
学校保健会拠出金 ８０，０００円
地区医師会補助金（３地区）

７８０，０００円
学校医部会運営委員会・研修会他

６００，０００円

３．健 康 ス
ポーツ医部
会

３００ ３００ ０ 研修会他

４．労災・自
賠責部会 ４００ ４００ ０

労災・自賠責部会（１回）
２００，０００円

印刷費他 ２００，０００円

５．産業医部
会 ２，８００ ２，６００ ２００

産業医研修会（４回）１，７００，０００円
産業医部会運営委員会（１回）

２５０，０００円
産業保健協議会（１回）２５０，０００円
産業安全衛生大会 １１０，０００円
産業保健活動全国会議他１００，０００円
産業保健推進センター対策費

１００，０００円
送料他 ２９０，０００円

６．病院連絡
会議 ２００ ２００ ０ 病院協会補助金他

７．勤務医部
会 ７００ ４００ ３００

全国医師会勤務医部会連絡協議会
２００，０００円

勤務医部会委員会 ２００，０００円
勤務医部会総会 ３００，０００円

８．福祉対策
費
（１．７７％）

２，８７０ ２，６５０ ２２０

１．福祉事業
費 １，６００ １，６００ ０ 女性医師の会対策費 ２００，０００円

会員録印刷費他 １，４００，０００円

２．表彰弔慰
費 １，０７０ ８５０ ２２０

表彰費（喜寿米寿白寿祝含）
６７０，０００円

弔慰費 ４００，０００円

３．協力貯蓄
運営費 ２００ ２００ ０ 印刷費、送料他

９．地区医師
会連絡費
（４．４５％）

７，２２０ ５，６２０ １，６００

１．連絡協議
会費 １，７００ １，７００ ０

地区医師会長会議 ２００，０００円
地区医師会との懇談会（４回）

９００，０００円
看護・事務職員連絡会議４００，０００円
地区連絡費 ２００，０００円
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２．地区医師
会補助金 １，７３０ １，４００ ３３０

看護学校補助金（東・中・西部）
６００，０００円

医師会立准看護師養成所助成金（東・中・西部）
３３０，０００円

健康教育活動補助金（東・中・西・大学）
８００，０００円

３．地区医師
会交付金 ２，５５０ １，２８０ １，２７０ 東部 ８５０，０００円、中部 ５５０，０００円

西部 ８５０，０００円、大学 ３００，０００円

４．事務費交
付金 １，２４０ １，２４０ ０ 東部 ４８０，０００円、中部 ２００，０００円

西部 ５００，０００円、大学 ６０，０００円

１０．諸支出金
（２．０４％）

３，３００ １，０００ ２，３００

１．特別事業
費 ２，８００ ５００ ２，３００６０周年記念事業 ２，５００，０００円

その他 ３００，０００円

２．その他支
出金 ５００ ５００ ０

２．総 務 費
（５４．９３％）

８９，０４９８８，５７９ ４７０

１．事 務 費
（４４．９７％）

７２，９０４７２，４０８ ４９６

１．報 酬 ８，２３６ ８，５７０ －３３４

� 役員報
酬 ８，２２６ ８，５６０ －３３４

役員報酬 ７，６９０，０００円
・会長１人 ・副会長２人
・理事１２人 ・監事２人
・議長１人 ・副議長１人
税理士報酬 ５３６，０００円

� 退任役
員慰労金 １０ １０ ０

２．給 与 ３５，３４０３４，７１０ ６３０

� 給 料 ２３，５３８２３，０８７ ４５１ 職員８名 基本給

� 職員手
当 １１，７９２１１，６１３ １７９

期末勤勉手当 ９，２６４，０００円
管理職・職務手当 ８０１，４００円
時間外手当 １，２５０，０００円
通勤手当 ４７７，０００円

� 退職金 １０ １０ ０

３．旅 費 ５，５００ ５，５００ ０ 役員旅費 ３，０００，０００円
職員旅費 ２，５００，０００円

４．一般事務
費 ４，１９２ ４，１９２ ０

役務費 １，０００，０００円
需要費 ２，６００，０００円
会計事務管理費 １５２，０００円
会費等領収書送料他 ４４０，０００円

５．交 通 費 １，２００ １，２００ ０

６．共 済 費 ６，９８６ ６，７８６ ２００

健保厚生年金保険料 ５，０００，０００円
労働保険料 ８００，０００円
中小企業退職金共済掛金５７６，０００円
役員傷害保険料 ６１０，０００円

７．福利厚生
費 ５５０ ５５０ ０ 職員健康診断費用 ５０，０００円

職員福利費 ５００，０００円
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

８．光熱水費 ２，９００ ２，９００ ０
電気代 ２，１００，０００円
水道・ガス代 ３００，０００円
灯油代 ５００，０００円

９．公 課 費 ８，０００ ８，０００ ０ 固定資産税 ５，０００，０００円
収益事業に係る税金 ３，０００，０００円

２．会 議 費
（５．５６％）

９，０２０ ９，０２０ ０

１．総 会 費 ６００ ６００ ０

２．代議員会
費 ２，３００ ２，３００ ０ 旅費（３回） １，４００，０００円

諸費・資料等 ９００，０００円

３．理事会費 ５，４７０ ５，４７０ ０ 常任理事会（１２回） １，５６０，０００円
理事会（１２回） ３，９１０，０００円

４．監事会費 ２００ ２００ ０ 旅費・諸費

５．委員会費 ４５０ ４５０ ０ 裁定委員会費 ２５０，０００円
諸規程改正検討委員会費２００，０００円

３．負 担 金
（０．７８％）

１，２６５ １，２６５ ０

１．中国四国
医師会連合
負担金

９８５ ９８５ ０
中国四国医師会連合総会（山口）

８６０，０００円
関係費負担金 １２５，０００円

２．関係団体
負担金 ２８０ ２８０ ０ 公衆衛生協会費等

４．会館管理
運営費
（３．６２％）

５，８６０ ５，８８６ －２６

１．維持管理
費 ４，３６０ ４，３８６ －２６

会館清掃料 １，３５０，０００円
エレベーター保守料 ７５６，０００円
警備保障料 ５０４，０００円
空調設備保守点検料 ９１０，０００円
電気関係保安監理手数料２００，０００円
自動火災報知設備保守料１６０，０００円
火災保険料 ２４０，０００円
オイルタンク管理料 １００，０００円
その他の管理料 １４０，０００円

２．管理運営
費 １，５００ １，５００ ０ 営繕関係諸費

３．特定資産
支出
（２．５２％）

４，０９０ ４，３００ －２１０

１．特定預金
支出
（２．５２％）

４，０９０ ４，３００ －２１０

１．緊急事業
積立金 １０ １０ ０ 別途積立金 ４２，６５１，０００円

（１９．１．３１現在）

２．役員退職
慰労金積立
金

７１０ ７３０ －２０ 別途積立金 ３，０５０，０００円
（１９．１．３１現在）

３．職員退職
給与積立金 ３，３６０ ３，５５０ －１９０

２０年３月末必要額（８名分）
７２，６８１，６５５円

中小企業退職金共済積立額
（２０．３．３１見込８名分）

１９，０３９，２２９円
別途積立金 ５０，２８９，１７９円
（１９．３．３１見込）

４．医事紛争
処理積立金 １０ １０ ０ 別途積立金 ４，８００，０００円

（１９．１．３１現在）
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大 中 小 当 初
予算額

前年度
予算額

比 較
増減額 摘 要

４．予 備 費
（１．７２％）

２，７９５ ５，６１６ －２，８２１

１．予 備 費
（１．７２％）

２，７９５ ５，６１６ －２，８２１

１．予 備 費 ２，７９５ ５，６１６ －２，８２１

当 期 支 出 合 計 � １６２，１１２１６２，３４４ －２３２

当 期 収 支 差 額（Ａ－Ｃ） －３０，０００ －３０，０００ ０

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０
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第５号議案 平成１９年度鳥取県医師会共済会収支予算について

平成１９年度鳥取県医師会共済会収支予算

【収入の部】 （単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．会 費 １３，９３２ １３，５７２ ３６０
３６，０００円×３１４人＝１１，３０４，０００円

１８，０００円×１４６人＝２，６２８，０００円

２．財 産 収 入 ５ ５ ０ 積立金利息

３．雑 入 ２，００１ ２，００１ ０ 積立金取崩金 ２，０００，０００円

当 期 収 入 合 計（Ａ） １５，９３８ １５，５７８ ３６０

前期繰越収支差額 ３，０００ ３，０００ ０

収 入 合 計（Ｂ） １８，９３８ １８，５７８ ３６０

【支出の部】

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．一般事務費 ３０ ３０ ０

２．委 員 会 費 ２００ ２００ ０

３．病気療養見舞金 １２，２４０ １２，２４０ ０

入院

１５，０００円×９０日×８人＝１０，８００，０００円

居宅

３，０００円×６０日×８人＝１，４４０，０００円

４．弔 慰 金 ５，０００ ５，０００ ０ ５００，０００円×１０人＝５，０００，０００円

５．配偶者弔慰金 １００ １００ ０ ５０，０００円×２人＝ １００，０００円

６．退会慰労金 ３３０ ３３０ ０

７．災害見舞金 ５００ ５００ ０

８．積 立 金 １０ １０ ０
別途積立金 １３０，０７０，０００円

（１９．１．３１現在）

９．予 備 費 ５２８ １６８ ３６０

当期支出合計（Ｃ） １８，９３８ １８，５７８ ３６０

当期収支差額（Ａ－Ｃ） －３，０００ －３，０００ ０

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０
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第６号議案 平成１９年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算について

平成１９年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算

【収入の部】 （単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．団体事務費 １６，２００ １７，０４０ －８４０
団体事務取扱手数料 ９社分

１，３５０，０００円×１２か月

２．財 産 収 入 １ １ ０ 普通預金利息

当 期 収 入 合 計（Ａ） １６，２０１ １７，０４１ －８４０

前期繰越収支差額 ３７０ ６００ －２３０

収 入 合 計（Ｂ） １６，５７１ １７，６４１ －１，０７０

【支出の部】

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．一般事務費 ５００ ４７０ ３０ 口座振替・振込手数料、通信費

２．繰 出 金 １５，６００ １６，５００ －９００ 一般会計へ

３．予 備 費 ４７１ ６７１ ―２００

当期支出合計（Ｃ） １６，５７１ １７，６４１ －１，０７０

当期収支差額（Ａ－Ｃ） －３７０ －６００ ２３０

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０

※配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額会員への配当金となるため、計上していない。
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第７号議案 平成１９年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算について

平成１９年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算

【収入の部】 （単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．積 立 金 １０，３２０ １０，３２０ ０
Ａ１ ２，０００円×１２か月×

４３０人＝１０，３２０，０００円

２．雑 入 １ １ ０ 普通預金利息

当 期 収 入 合 計（Ａ） １０，３２１ １０，３２１ ０

前期繰越収支差額 ２６，５０８ ２６，３２６ １８２

収 入 合 計（Ｂ） ３６，８２９ ３６，６４７ １８２

【支出の部】

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

１．諸 経 費 １０ １０ ０

２．修 繕 費 ３６，８１９ ３６，６３７ １８２ 大規模修繕等

当期支出合計（Ｃ） ３６，８２９ ３６，６４７ １８２

当期収支差額（Ａ－Ｃ） －２６，５０８ －２６，３２６ －１８２

次期繰越収支差額（Ｂ－Ｃ） ０ ０ ０
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